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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「篤あつ志し、私のこと、別に好きってわけじゃないんでしょ？」


　軽くスカートを払はらってベンチから立ち上がった彼女は、きっぱりとした眼まな差ざしでそう言った。











　広大な大学構内をくまなく廻めぐるように設計された小道。


　その中に、おそらく設計を間ま違ちがえたのだろう、どこにもつながらない行き止まりがある。


　その行き止まりにひっそりと置かれたベンチが、二人の待ち合わせ場所だった。


　構内の隅すみ、用をなさない道の奥にあるため、利用者どころかベンチの存在を知る者すら少ない。


　小道の両りよう脇わきには木々が生おい茂しげり、春の暖かな日ひ射ざしでゆったりと満たされている。


　その静けさと美しさは粗そ末まつな食事でも極ごく上じようの気分にさせたから、篤志にとって、そこは大切なリラックス・ポイントだった。


　二ヶ月前に交際を申し込まれてからは、もう少し重要な意味を持つ待ち合わせ場所として使っている。人目をひくほど可愛かわいらしい彼女には、そこを満たす柔やわらかな光がよく似合うと思ったからだ。


　大学の授業中にふとしたきっかけで話すようになった彼女は、いわゆるいい家庭で何不自由なく育てられた子だった。


　だからといって甘やかされ過ぎたところはなく、きちんと愛されて育った人間特有の、寛かん容ようさと親切さを持っている。


　素す敵てきな子だな、と、会わない時でも思い出すようになった頃ころ、彼女の方から交際を申し込まれた。


　もちろん嬉うれしかったけれど、篤志は返事をためらった。すでに家族全員を失って、独力で生活していたから、生きて学んでいくために時間を惜おしんでアルバイトをしなくてはならなかったのだ。


　君のことは好きだけれど、割さける時間もお金もほとんどとれないと思う、と篤志は正直に伝えた。


　そんなことは気にしない、と彼女は微笑ほほえんだ。


　はずだった。





　――なのに、なんだって？


　いつものベンチで、いつものように待ち合わせた篤志は、いつものように待っていた彼女の言葉に耳を疑った。


　彼女は同じ言葉を繰くり返す。


「いっつもバイトで、ほとんど会えない。会っても、どっちかの部屋。篤志、私に全然お金かけてくれないよね。デートも、プレゼントも。私のこと、別に好きってわけじゃないんでしょ？」


　篤志は反射的に言葉を返した。


「そんなこと、ないよ」


「そうは思えないのよ」


　彼女は静かに首を横に振ふる。柔らかく、くせのある長い髪かみが揺ゆれた。


　――それは、もっと金をかけろということか。


　どこかへ連れて行ってもらって、モノさえもらえれば満足なのか？


　篤志は、心の中で叫さけぶ。


　――高価なモノで気持ちを表す。


　そんなこと、俺には、できない。


　俺は、自分で学費と生活費を稼かせいでいるからだ。


　一人で、生きているからだ。


　そんなの、初めに言ったじゃないか。


　それでもいい、と言ったじゃないか？


　黙だまっている篤志に、彼女は苛いら々いらしたように声を張りあげた。


「どうして、何も言わないの？　私、篤志の気持ち、信じられないって言ってるんだよ？」


　彼女のその様子に、篤志の中の忌いまわしい記き憶おくがゆっくりと頭をもたげた。


　篤志は一つ息を呑のむ。


「じゃあ、別れよう」


　彼女は、驚おどろいたように目をみはった。


　次の瞬しゆん間かん、一気に顔に血を上らせる。


「なにそれ!?　いいよ、別れる！　篤志と付き合って、ほんと、つまんなかった！　この二ヶ月、無む駄だにした！」


　彼女はそう吐はき捨てると、篤志を突つき飛ばすようにして校舎へと続く小道を走っていった。


　――あっけない、もんなんだな。


　自分で言い出したことだけれど、篤志は半ば呆ぼう然ぜんとして、走り去る彼女を目で追った。


　緑の合間にまぎれかけた彼女は、何者かにぶつかったようだった。


　――誰だれか、いるのか？


　篤志がそう思ったのと同時に、その何者かが視界に入ってくる。


「…よっ」


　現れたのは、友人の安やす永なが悠ゆう樹きだった。


　悠樹は、彫ほりの深い男らしい顔だちをした背の高い男だ。その見た目の良さと洒落しやれた着こなし、明るい性格で、いつも女の子たちの目をひいている。


　今日は、黄色がベースになっている明るい色のＴシャツの上に白のライダーシャツを羽織り、ブルー・ジーンズを穿はいていた。それらは彼の体つきや顔だちに爽さわやかな魅み力りよくを付け加えていて、ますます女の子が放ほうっておかないような雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


　そんな悠樹は、魅力的な顔だちはしているけれど飾かざらないため目立たない篤志とは、明らかに違ちがう世界の住人に見える。


　しかし入学してすぐ、たまたま隣となりに座った悠樹が、篤志にノートを貸してくれと頼たのんだことから二人の付き合いは始まった。


　悠樹は持ち前の人ひと懐なつこさであっという間に篤志に懐いてしまい、篤志も、一見ちゃらちゃらしている悠樹が、実は面めん倒どう見みがよく、しっかりしていることに気づいて以来、親しくなった。


　それが三年次になった今では数少ない友人の一人となっているのだから、不思議なものである。


「珍めずらしく喧けん嘩かかぁ？　あんなに派手に泣かせちゃ、彼女のファンに恨うらまれるぜ？」


　悠樹はまるで天気を尋たずねるように、のんびりと篤志に声をかけてくる。


　篤志は苦く笑しようして肩かたをすくめてみせた。


「いや、別れたとこだから、感謝されるんじゃねーかな」


「……なるほど」


　さすがに言葉に詰つまったらしく、悠樹はがしがしと頭をかいた。


　その様子を眺ながめているうちに、篤志の中には改めてやりきれなさがこみあげてくる。


　感情を持て余してうつむいた篤志の背中を、悠樹は、バン、と叩たたいた。


「そーゆー時は、まず発散！　よし、飲みに行こうぜ！」








　悠樹が篤志を誘さそったのは、新しん歓かんコンパだった。


　どうやら無理にでも誘おうと、初めから篤志のことを探し歩いていたらしい。


「俺、お前のサークルに入ったつもりはないんだけど？」


　篤志はじろりと睨にらんだが、悠樹は平然と応こたえた。


「だって、篤志が来るのと来ないのとじゃ、女の子の集まり方が違ちがうんだぜ？」


　悠樹が所属しているのは、学内でも可愛い女の子が揃そろっていると有名なイベントサークルだ。


　篤志はもちろん入会していないのだけれど、新入生を勧かん誘ゆうするオリエンテーションの時に頼み込まれて断りきれず、悠樹とともに受付に座っていたのがいけなかったらしい。


　すっきりとした男らしい顔だちの中にも、どことなくかわいらしさをにじませた篤志は、彫りが深く男らしい顔だちの悠樹とは好対照をなしていて、女の子たちの目をひいたようなのだ。


　名めい簿ぼに名前を書きこんだ女の子たちが、なかなか立ち去らなかったのはそのせいか、と篤志は今さら納なつ得とくする。


　いつもならこの手の誘いは断るのだけれど、飲み代はただにしてやる、という悠樹の言葉と、気を紛まぎらわせられるかもしれないという期待につられて、参加することにした。





　悠樹が選んだその店は最近話題になっているらしく、店を見た女の子たちが口々に喜んだ。


　店内には、入り口近くに豪ごう奢しやなバーとＤＪブースがしつらえられ、適度な距きよ離りを挟はさみながら、座りごこちのよさそうなソファと近代的なフォルムを持ったローテーブルが置かれている。


　あちこちに配置された間接照明は人々の気をほぐすような明るさで、ＤＪブースからは会話を引き出すような大きさの心ここ地ちよい音楽が紡つむがれていた。


　それに加えて、美う味まい酒と料理を楽しむ人々の様子が、サロン的な雰囲気を醸し出している。


　店員に案内されるまま、篤志は何気なくソファに座ったが、気づけば周りを女の子に囲まれていた。


「篤志先せん輩ぱいは、何学部なんですかぁ？」


「……商学部」


「どこに住んでるんですか？」


「学校の近く」


「ひとり暮らし？」


　女の子たちから積極的に話しかけられるが、やはり気は紛れない。


　篤志が適当にかわしてグラスを空けていると、隣に座った女の子はどんどん表情を曇くもらせ、やがて席を外した。


　それに気づいた悠樹が、さりげなく隣にやってくる。


「おい、大だい丈じよう夫ぶか？　今日、ずいぶん飲んでるみたいだけど」


「……酔よってねーよ」


　篤志は少しろれつが回らなくなった口調でそう言い返した。


　そこから、明らかに酔いを感じ取って、悠樹は苦笑する。


「まだ大丈夫みたいだけど、気をつけろよ。女の子ならともかく、泥でい酔すいした男を送るなんて、俺、嫌いやだぜ？」


　篤志は、うっせーな、と返そうとしたが、急に湧わき起こった店内のざわめきに気づいて言葉を呑み込んだ。


　周りの囁ささやきにひきずられて、視線は入り口に吸い寄せられる。


　そこには、総勢七、八人の男女のグループがいた。


　けして美男美女の集団というわけではない。けれど全員が、自分の個性を嫌いや味みなく知らしめる洒落た格好をして、遊び慣れた雰囲気をまとっている。


　そのため、店内の客たちの視線が、一人、また一人と彼らに集まっていく。


　少し緊きん張ちようしたような面おももちの店員がそのグループを中央のソファに通すと、店長らしき人物がやってきて、一人の男に挨あい拶さつをした。


　篤志の視線は、その男に釘くぎづけになる。


　男らしく整っていて、見る者の視線を蕩とろけさせるような甘い顔だち。その甘さの原因は、おそらく、彼の瞳ひとみにあった。彼の瞳には悪戯いたずらっ子のような色が浮うかんでいて、それが端たん整せいな顔だちとあわさって、見る者の胸を騒さわがせるような雰囲気を醸し出していた。


　二十代後半に見えるその男は、白いパンチングレザーのブルゾンと、くしゃくしゃにした黒のシャツでからだの美しいラインを主張して、白いパンツで脚あしの長さを際きわ立だたせていた。


　その胸むな元もとには、ハードなデザインで揃えられたゴールドの、ロザリオ、クロスネックレスとドッグ・タグが重ねてつけられていて、その輝かがやきは彼をひどく性的セクシヤルにみせている。


　――男から見ても、かっこいい人、だな。


　篤志がそう思ったのと同時に、目の前に座っている曜よう子こという女の子が、誰にともなく囁いた。


「店長が挨拶してる人、すっごい、かっこよくない？　モデルか何か、かなあ」


　すると、勝気で色気のある曜子とは正反対で、おとなしそうな清きよ香かという子が、小さな声で、しかし興奮したように言った。


「あれ、芳よし田だ秋あき成なりだよ！」


「ヨシダ、アキナリ？　誰だれだ？　芸能人？」


　悠樹が口をはさむと、清香は激しく首を横に振ふった。


「建築家！　建築デザイナー!!　すごいセンス良くて、次々と賞をとってるの！　彼がデザインしたショップやレストランはお洒落で人気がでるって有名なんだよ！　ここのお店も、彼のデザインだし！」


　普ふ段だんおとなしい清香の熱弁に、悠樹は両方の眉まゆをあげてみせる。


「へえ、さすが清香、建築学科」


　それから悠樹は、しげしげと秋成を眺めた。


「建築デザイナーって、儲もうかるんだ？　いい服着てるぜー。しかも、すげえ、センスいい!!　あー、俺も建築デザイナーになろっかなー」


　悠樹が感かん銘めいを受けたようにそう言うと、曜子がくすくすと笑う。


「悠樹じゃ、無理無理。だいたい、経済学部じゃん。えーでも、建築デザイナーってお金もちなんだー。そう思うと、ますますカッコよく見えちゃう!!」


　周囲の会話を聞くともなしに聞いていた篤志の耳もとに、忘れようとしていた彼女の声が、鮮あざやかに甦よみがえった。


『篤志、私に全然お金かけてくれないよね。デートも、プレゼントも。私のこと、別に好きってわけじゃないんでしょ？』


　……結局、人間、金なのか？


　そりゃ、俺は金持ってねえよ！


　どうせ俺は、貧びん乏ぼうだよ！


「もー、曜子はすぐそういうこと言うんだから！　でもね、インタビューとか読んでも、すごく頭よさそうなのに、茶目っ気があって、ほんとに素す敵てきなんだよ！　もし付き合えたら、すごく楽しそう！」


『篤志と付き合って、ほんと、つまんなかった！　この二ヶ月、無む駄だにした！』


　彼女の声が、再び篤志の耳もとに響ひびく。


　――くそ、どうせ俺は遊び方なんて知らねーよ！


　音楽は好きだけどカラオケは嫌きらいだ。


　映画や旅行、酒は好きだし、遊園地だって嫌いじゃないけど、そもそもそれに注つぎ込む金がない。


　毎日、授業とバイトでぎっしり予定が埋うまってるから、ＴＶだってほとんど見ないし、夜遊びだってしたことない。


　はやってるものや場所だって、ほとんど知らない。


　……やばい。


　篤志はぐしゃりと前まえ髪がみをかきあげた。


　俺って、やっぱ、つまんねー奴やつなんじゃん。


　でも。


　篤志はため息をついた。


　――俺なりに、お前のことは大事にしてたのに。


　いつも楽しそうなお前が、好きだった。


　まともな食事をしてないと、真しん剣けんに怒おこってくれて、心配してくれた。


　そのたびに、もうひとりじゃないんだって、なんだかくすぐったかったのを覚えている。


　篤志はぼんやりと、周囲の人々と華はなやかに笑い合う秋成の姿を眺ながめた。


　――そりゃ、俺よりひどい生活をしている奴はいっぱいいるだろうけど。


　俺にだって、普ふ通つうに生きる権利はあるはずだ。


　あんなふうに、全部を手に入れてる奴だって、いるんだから。


　篤志は手にしていたビールを呻あおる。


　すると、腹のそこからどす黒いものがあがってきて、アルコールとともに篤志の脳を焼いた。


　もちろんそんな篤志の心中など気づくわけもなく、周囲は能天気な話を続けている。


「とにかく私、すっごくファンなの！　あー、サイン、欲しい！　でも…迷めい惑わく、だよね？」


　普ふ段だんおとなしい清香の悶もだえるような叫さけびに、曜子と悠樹は面おも白しろがって煽あおり立てた。


「えっ、いいじゃん、行って来なよ！　こんなチャンス、めったにないよ？」


「そうだよ、清香、ついでに『付き合ってください』って言って来いよ」


「もー、からかわないでよ！　そんなこと言うなら悠樹行ってきてよ！　行って、『付き合ってください』って言って！」


「なんで俺なんだよ！……って、おい、篤志!?」


　アルコールで霞かすむ頭には、悠樹の制止など届かない。


　篤志は、平へい衡こう感覚を失った足を踏ふみしめて、秋成たちの方へ進んでいった。








　秋成は、ソファを挟はさんで篤志と向かい合う位置に座っていた。


　隣となりの美しい女と何か冗じよう談だんを言っては、くすくすと笑い合っている。


　篤志がソファに阻はばまれるぎりぎりまで近づくと、秋成は初めて視線を上げた。


　秋成は、遠目に見たよりもはるかに魅み力りよく的だった。


　座っていてもわかる、つくべきところに筋肉がきちんとついている引き締しまったからだと、優やさしげだが端たん整せいな顔だち、そして甘い中にも理知的な光を宿した眼まな差ざし。


　それらは、同じ男から見ても予想以上に魅力的で、篤志を狼ろう狽ばいさせた。


　動いたことでアルコールがさらに回ったらしく、どんどん頭に血がのぼっていって、目の前がぐるぐると回り始めていく。


「何か、用か？」


　自分の目の前で、真っ赤な顔をして立ちすくんだ若い男に、秋成はあからさまなからかいの声を投げかけた。


　――何の用…？


　……??


　…俺、何の用、だったっけ？


　ぐるぐるとした篤志の脳のう裏りに、ぼんやりと悠樹や清香の会話が甦る。


『あー、サイン、欲しい！』


『行って、『付き合ってください』って言って！』


　――そうだ。


　消えかかるその言葉を、篤志は迷うことなく舌に乗せた。


「……『サイン、ください』。あと、『付き合って、ください』……」


　酔よいがいよいよひどくなって、篤志は小さく熱い息を吐はき出した。


　篤志の言葉に、秋成が美しい瞳を見開くのが見える。


　その強い瞳ひとみの表情に惹ひき込まれ、篤志は秋成の瞳を見つめ返した。


　酔いのせいか、辺りの喧けん騒そうがゆっくりと遠ざかり、時間の流れが遅おそくなった気がする。


　二人の間だけに、濃こくもったりとした空気が溜たまっていく。


　その濃い空気の重さを遮さえぎるように、秋成の目が、ゆっくりと細められた。


　それは獲え物ものを値ね踏ぶみする美しい獣けもののもので、篤志はぼんやりと息を呑のむ。


　変だな…男なのに、すげえ…惹き込まれる…。


　篤志の視線の先で秋成のかたちの良い唇くちびるがゆっくりと開きかけると、慌あわてたような悠樹の声が耳元で響き渡わたり、篤志は現実に引き戻もどされた。


「ばか、篤志！」


　いつのまにか後を追ってきたらしい悠樹に、力任せに肩かたを抱だき寄せられる。そのまま頭をつかまれ、無理矢理頭を下げさせられた。


「すんません！　こいつ、今日、女に振られて飲みすぎてて!!　ほんと、すいません！」


　次の瞬しゆん間かん、悠樹の謝罪をかき消すかのような爆ばく笑しようが湧わき起こった。


　からだを折り曲げるようにして笑う秋成をはじめ、ダループのほぼ全員が笑っている。


　中でも一番爆笑していた男が、二人に向かって手招きした。


「いーねいーね、若いもんはそれでよし！　女に振られたとは、素す晴ばらしい！　よし、こっち来い！」


　その男は、三十を過ぎているのは明らかだったが、茶色がかった紺こんのミリタリージャケットにパーカーを合わせて帽ぼう子しをかぶり、「楽しいこと、俺、大好き！」と顔一いつ杯ぱいに描かいたような表情をしているから、どうも年ねん齢れいが想像できない。


　しかしどうやらそのグループのリーダーのようで、彼の一言でメンバーが席をずらし始めた。


　秋成の隣にいる美女が、くすくすと笑う。


「黒くろ田ださんて、本当に、他人の不幸が大好きよねー」


「ばか、俺は、振られる奴に弱いんだ！　俺の過去を見てるようで他ひ人とごととは思えん！　しかも、サインをねだるのと同レベルで付き合いまでねだるなんて、大物だろうが！」


　黒田と呼ばれたその男はそう言い返すと、ふと思いついたように秋成を振り返った。


「秋成、お前、男もいけただろ？　同じ日に二度も振られるのは、さすがにかわいそうだから、きちんとお付き合いしてやれよ？」


　未いまだ止まらないらしい笑いを抱かかえながら、秋成は片手を挙げてみせる。


「もちろん！　こんな、イイ告白をされて振ったら、男じゃないですよ」


　黒田は豪ごう快かいに笑うと、勢いよく立ちあがった。


　見守るようにこちらを見つめる清香たちを手招きする。


「よーし、じゃあこいつらを祝わなくちゃな！　君たちも来なさい！　今日は飲むぞー!!」


「篤志、だっけ？　君は、俺の、となり」


　秋成の低い声とともに腕うでを引かれた篤志は、崩くずれるように秋成の隣に座った。


　鼻先に、芳ほう醇じゆんで官能的な匂においがふわりと香かおる。


　――男もいける。


　男も、いける？


　いけるって…なに？


　自分の発した言葉の意味も理解できない状態なのに、耳に残った言葉には首を捻ひねって、篤志は視界をブラック・アウトさせた。








　再び強く官能的な香りを感じる。


　篤志が目を開けると、すぐ近くに秋成の横顔が見えた。


　慌ててからだを起こすと、頭の芯しんがぐらりと揺ゆれる。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　秋成の声にあいまいにうなずきながら、篤志は辺りを見回した。


　タクシーの中だった。


　車が揺れるので、ぐらぐらする頭が、ますますぐらぐらしてしまうのだ。


「たくしー…？」


「ん？　ああ。友達…悠樹、だっけか。あいつに家の場所を教えてもらったから、送ってやるよ。あいつは、まだ飲みたいって言うからさ。ここからだと、まだしばらくかかる…っ…と」


　車が揺れて、篤志は反対側に倒たおれ込みそうになった。


　秋成に肩をつかまれ、引き寄せられる。


　その瞬間、秋成の香りが強くたちのぼった。


　その香りは、篤志の酔いに満たされた頭をわずかに覚かく醒せいさせる。


「たくしー…たくしーだと??　この、かねもち!!」


「はあ？」


　篤志は暴れようとしたけれど、酔いのために満足には動けず、秋成の肩口に頭をつけたまま、もぞもぞとからだを揺らした。


　そんな篤志を、秋成はあきれたように見下ろす。


「くっそー、どーせ、おれは、かね、もってねーよー！　びんぼーだよー！」


　支えてくれている秋成の腕を払はらった時に車が揺れて、篤志は仰あお向むけにシートに倒れ込んだ。


　その衝しよう撃げきは、予想以上に頭と心に響ひびいて、篤志の自制心を吹ふき飛ばす。


　篤志は倒れ込んだまま、大声で叫んだ。


「…もーいーよ！　どーせ、だれもおれのこと、すきになってくれないんだ!!　おれは、ひとりぼっちだ！」


　篤志はそのまま黙だまり込み、時折、しゃくりあげ始めた。


「お客さん、吐くなら車、止めますから！」


　篤志の出す音を聞いて、タクシーの運転手が迷めい惑わくそうな声を出す。


　篤志が、ろれつが回らないながらも、大丈夫です、と言おうとすると、頭の上から秋成のため息が聞こえた。


　大きな手のひらが伸のびてきて、軽々と抱き起こされる。


「お前、飲みすぎ。ほら、変な格好してると、よけい気分悪くなるぞ」


　涙なみだを隠かくすために顔を仰のけ反らせた篤志は、形のよい指で顎あごをつかまれ、のぞき込まれた。


　篤志は無理矢理、顔を背そむける。


「お前、泣いてるのか？」


「くそ…」


　篤志は、その一言にさらに我が慢まんがきかなくなって、ぼろぼろと涙をこぼした。


　何度手でぬぐっても、目に力を入れてみても、それは自分の意思とは無関係に、後から後からあふれ出て、止まらない。


「…おやが、しんだときだって、がまんできたのに…なんで、いま、とめらんねーんだよ」


　吐き捨てるようにそう言いながら、篤志は悔くやしそうに涙を流した。


　運転手に聞こえないようにバックミラーに視線をやりながら、秋成がそっと篤志に唇くちびるを寄せてくる。


「篤志、お前、ひとりぼっちなのか？」


「…っ！　そーゆーこと、いうなよ!!」


　突つっ張って距きよ離りを取ろうとする篤志の腕は、いとも簡単に秋成にからめとられた。頰ほおに高い鼻すじをこすりつけられる。


　ひやりとしたその感かん触しよくに、篤志は顔を背けようともがいたが、介かい抱ほうするようにみせかけてまわされた秋成の腕に、抱き寄せられてしまう。


「なにすんだ…はなせ、よ…」


　篤志は、秋成の胸を酔よいのこもった乱暴な手つきで押し返した。


　しかし、さらに強い力で抱き寄せられる。


　そして耳の中に、息を吹き込むように優やさしく囁ささやかれた。


　その湿しめった温かさに、ぴくんとからだが震ふるえてしまう。


「送ってやるつもりだったけど、気が、変わった。今夜は俺と一いつ緒しよに来いよ。さびしさなんて、忘れさせてやる」


「……何、言ってんだよ……俺、最初から、さびしくなんか、ねーもん…」


　反はん抗こう的な言葉を吐はき出しながらも、篤志は動きを止め、うつむいて鼻をすすり上げた。


　涙に濡ぬれた目の下に女の子よりは固めの唇が押しつけられ、涙を吸われる。


　初めて触ふれた男の唇の感触に、思わずびくりとからだは硬かたくなったけれど、涙を吸って柔やわらかくなった優しいくちづけが繰くり返されると、そのぬくもりと酔いでまぶたは下がっていった。


　そんな篤志の様子を見て、秋成は満足したように微笑ほほえむと、運転席に向かって自分の家の住所を告げた。








「ん、んあっ、っつ…」


　篤志は、自分のいやらしい声に驚おどろいて、我に返った。


　鈍にぶくしびれる頭を軽く左右に振ると、ぼんやりとではあるが、視界が戻もどってくる。


「篤志？」


　囁き声で名を呼ばれ、視線を上げた篤志は、すぐ傍そばに迫せまった男の顔にぎょっとした。


　ようやくそれが秋成だとわかった瞬しゆん間かん、下腹からぐちゅぐちゅといやらしい音がして、からだの中心を鋭するどく熱いものが走り抜ぬける。


「あっ、ん」


　その気持ちよさに思わずのけぞりかけた篤志は、慌あわててうつむき、自身のからだに起こっていることを確かめた。


「!!」


　篤志の視界に、自分の剝むき出しの下半身が飛び込んでくる。


　よく見れば、下半身だけではない。


　何も、身につけていない。秋成は、きちんと服を着ているのに。


　――うわ、何!?


　急に襲おそってくる羞しゆう恥ち心しんに、篤志は慌てて状じよう況きようをつかもうとする。


　篤志はベッドの上に座らされ、背後から包むように抱だきしめてくる秋成にからだを預けていた。


　そして篤志のものは秋成の大きな手のひらに握にぎりこまれ、先せん端たんからは、ぬめった滴したたりが幾いくつも筋を残している。


　――いや、だっ…。


　いやらしい光景に耐たえられず、篤志は反射的にもがく。


　しかしその動きによって篤志のものは無む秩ちつ序じよに擦こすられたから、篤志はまたしても体をのけぞらせることになった。


「気持ち、いいだろ？」


　くちゅくちゅと先端を撫なでられながら、囁きとともに秋成の舌が耳の中に入り込んでくる。


　ぐちゅ、と音がして、耳の中に生温かい液体が広がった。


　その感触にも、篤志は腰こしを震わせてしまう。


「ち、ちがっ…ん、やっ」


　言葉ではそう否定するものの、下か肢しから這はい上ってくるのはあきらかに快感だとわかる。


　篤志はなんとか体を離はなそうとするけれど、なかなか体に力が入らない。


「急に、どうした？　こんなにぬるぬるにして、何が『違ちがう』んだよ？」


　耳たぶに歯を立てられ、舌を這わされ、首筋をなぞるように舐なめられた。


　篤志の腰は張りのある秋成の内うち腿ももで挟はさまれ、昂たかぶった秋成のものが擦りつけられる。


　布越ごしに感じる秋成の硬い感触と熱さが、篤志のものをますます膨ふくらませた。


　――な、んで、こんなに…気持ち、いいんだよ!?


　篤志は焦あせって、自身のものを支配しつつある秋成の手を引き剝はがそうとする。


　篤志の先走りで濡れたその手は、大きく、ごつごつしていて、明らかに男のものだとわかる。


　それでもその手が上下に動くと、そこからは引きずられるような甘さが生まれて、篤志の内腿を震わせてしまう。


　――男に、されてんの、に…！


　快感ととまどいでぐちゃぐちゃになった気持ちを持て余し、篤志が秋成の手に爪つめを立てると、ぴたりと秋成の手が止まった。


　うなじにくちづけが落とされ、かちゃかちゃと背後でベルトを抜く音がした。


　尻しりの間に、熱くぬめるものが擦りつけられる。


「っ…！」


　それがもたらす痺しびれるような感触に耐えるため、篤志はぎゅっと目をつぶった。


　しかしそのぬめりは、篤志の中心に、じわりじわりと熱いしずくを蓄たくわえていく。


　やがて篤志の先端は焼けるようにむず痒がゆくなり、その熱さが篤志の疑問を焼いた。


　篤志は、とうとう自ら、もじもじと腰を揺ゆらす。


　すると、くすくすという笑いとともに顎をつかまれ、秋成の舌で唇をなぞられ、口をこじ開けられた。


「自分で尻を動かしてるのも、『違う』からか？」


　口中を舌で犯おかされ、絡からめられ、擦られ、嚙かまれて、篤志はびくびくと腰を震わせる。


　さらに指で先端を割られ、容よう赦しやなく追いあげられる。


「ふっ、ん、う…っ、あ」


　激しいくちづけの合間に息をつきながら、篤志は突きあげてくる快感を逃にがそうと、足をばたつかせた。


　しかし秋成に上手にあしらわれて、あられもなく内腿を広げてしまう。


　恥はずかしさで腰を震わせ、涙をにじませた篤志の視界に、微笑む秋成が見えた。


　ゆっくりと口中を舌で愛あい撫ぶされ、上うわ顎あごをいやらしく擦りあげられる。口の端はしからは飲み込みきれない唾だ液えきが糸をひいて、その感触がますます篤志の瞳ひとみをけぶらせ、全身の力を奪うばっていった。


　――もう、訳、わかんねえ…。


　そう思った瞬間、荒あら々あらしく舌を絡められ、下半身と同じように激しくしごきあげられる。


　全身に、頭の芯しんを焼ききるような快感がかけのぼった。


「―――!!」


　篤志は、秋成の口の中で絶ぜつ叫きように近い喘あえぎ声をあげ、内腿と腰こし骨ぼねを激しく痙けい攣れんさせて、白く粘ねばついた液体を勢いよく迸ほとばしらせた。


「…っ、あ、は、…あっ」


「ん…」


　篤志がすべてを吐き出してしまうと、口内の隅すみ々ずみを秋成の舌で舐めあげられた。下した唇くちびるを味わうかのように嚙まれ、ゆっくりと唇が離れていく。


　篤志は、秋成に導かれるまま、シーツの上に仰あお向むけに身を横たえた。


　ぐったりと全身を投げだし、天てん井じようを眺めたまま、荒あらい息をつく。


　精液と一緒に、全すべての思考も力も手放してしまったようだった。


　ますますぼんやりと霞かすみがかった頭から、快感を拭ぬぐいきれない。


　そんな篤志の下半身を、ぞくりとするような違い和わ感かんが襲った。


「…？」


　のろのろと上半身を起こした篤志の視界に、篤志の尻に指を入れている秋成の姿が入る。


　篤志の出したものを尻に塗ぬり込んでいるのだ。


　秋成の指が出し入れされるたびに、そこは擦られ、熱を持っていく。


「やっ…なに、するん、だよ…!!」


　篤志は必死で頭の霞を振ふり払い、肘ひじを使って体を起こした。


　四つん這ばいになって逃げようとしたが、腰にまわされた秋成の腕うでにあっさりとひきとめられる。


　そのまま後ろから、のしかかるように抱きつかれた。


　熱く滾たぎっている秋成のものをいやらしく尻に擦りつけられ、耳もとでそっと囁ささやかれる。


「何って…これを、お前の中に、入れるんだ」


　その言葉はもとより、耳に吹ふき込まれる熱い息からも、発情しきった雄おすの欲望が感じられて、篤志は腰骨を震ふるわせる。


　しかし、その震えが、けして嫌けん悪お感かんからではないことに気づいて、篤志は激しく混乱した。


　――なんで？　俺…嫌いやじゃない…嫌って言うより…。


「…やだあっ…！」


　思わずあげた、幼い子供のような声の中にも嫌悪の色は見当たらなくて、それがますます秋成に火を点つけたようだった。


　胸や腹や内腿が、秋成の手によって、ゆったりと撫でられていった。


　その手つきはむずがる子供をあやすような優やさしさを持っていて、篤志の体のこわばりをほぐしていく。


　全身を撫でられながら、囁かれた。


「大だい丈じよう夫ぶ、怖こわくない……」


　頰ほおに唇をつけられる。


「俺でお前を、いっぱいにしてやるよ」


　犬のように、頰に鼻先や頰をすり寄せられる。


「そうしたらもう、さびしさなんて、吹き飛んじゃうぜ？」


　秋成の腰がうごめき、秋成のもので自身が擦られた。


　そのぬめりと気持ち良さに、篤志はびくんと背を震わせる。


「あ、や」


　拒こばむ篤志の言葉に秋成の熱い吐と息いきと言葉がかぶせられる。


「篤志。お前は、今、ひとりじゃないだろ？」


　すでに濡ぬれていた篤志のものは、ちゅぷちゅぷとかすかな音を立てながら秋成のものを受けとめ、そのうちに、育ち始めた自身の弾だん力りよくでいやらしく音を変えた。


「…勃たってきた…」


　唇の端をあげて笑った秋成のものと一いつ緒しよに、篤志のものは、筒つつ状じように丸めた秋成の手の中に収められる。


「…つっ…」


　乾かわいた手のひらの感かん触しよくに煽あおられ、篤志は背を丸めた。


　首筋や背中にくちづけられ、ますます膨らむ秋成のものに追い上げられていく。


　いやらしく腰を動かされながら、湿しめった吐息で囁かれた。


「お前も、動かせよ」


　――んなこと、できるか…っ。


　篤志は反射的に首を横に振る。


　すると、くすくす笑いとともに、ますます秋成の腰がいやらしく激しく突つき入れられる。


　秋成の手元から、さらに激しく、いやらしい音が立ち上り始めた。


　――やばい…気持ち、いい…。


　じゅぶじゅぶという音と秋成の腰の動きが生み出す快感に耐たえ切れず、篤志は思わず声をあげた。


「あ、んっ…！」


　わずかではあるが、秋成の動きに応こたえて自分も腰を使い始める。


「ん、あっ、あっ、あっ…」


　からだを支えていた篤志の両りよう腕うでからは力が抜ぬけていく。


　篤志は、皺しわが目立ち始めたシーツに顔を埋うずめ、再びこみ上げてきた射精感に背を震わせて、シーツを乱した。


　しかし射精感が高まり、もう少し、というところで、突とつ然ぜん秋成のものは抜き取られ、扱しごいていた手も止められた。


「あっ…」


　篤志はぶるぶると全身を震わせると、のろのろと秋成を振りかえる。


「自分で、動かしてみろ」


　にっこりと微笑ほほえまれ、一度だけ、自身を擦こすりあげられた。


「あ、うっ」


　――マジ、かよ…。


　背を丸め、散り散りになった理性をかき集めて、必死でこらえる。


　しかし、ずくずくとからだの芯を焼くような快感は、どんどん大きくなっていって、最後には篤志をすっぽりと呑のみ込んでしまった。


　篤志はおずおずと、秋成の手の中で腰を蠢うごめかせ始める。


　はじめゆっくりだったその動きは、すぐに小刻みに、大だい胆たんになった。


「あっ、は、んっ、うぅ…！」


　もう、何も考えられない。


　篤志は夢中になって自身の快楽を追い始めた。


　秋成の手の中に腰な突き入れては、戻もどす。


　自身の意識が細く、集中されていき、絶頂の影かげが見えはじめた。


　その時。


　篤志の後ろに、熱く太い先せん端たんが突き刺ささった。


「んうっ！」


　夢中で快感を追う篤志が腰を突き入れた時、後ろに秋成が自身をあてがっていたのだ。


「あ、や、だぁっ…！」


　ぬめぬめと熱くて太い先端がずぶずぶと突き込まれ、自分でも触さわったこともないそこを異質なもので押し広げられる衝しよう撃げきに、篤志は再び精液を吐はき出した。


　秋成はその機を逃のがさず、迸った篤志の精液を手早く自身に塗り込むと、快感のためびくびくと震える腰をつかんで、根元まで埋め込んでしまう。


「あ！　あっ…あうっ…あんっ！」


　からだの中心を熱く硬かたいもので引き裂さかれ、埋め込まれる際に内うち襞ひだの感じる部分を容よう赦しやなく擦られて、篤志は再び絶頂に押しやられた。


　しかしもう吐き出すものはなく、そのせいでより一層深い快感が、篤志の全身をがくがくと痙けい攣れんさせる。


　からだの中心を引き裂かれる恐きよう怖ふと、感じたことのない快感に打ちのめされて、篤志はそのまま、意識を手放した。











　明るく、柔やわらかな光を顔に受けて、篤志は目を覚ました。


　まぶしさに顔をしかめながら目を開けると、見知らぬ天てん井じようが広がっている。


　慌あわてて起きあがると、下半身に鈍にぶい痛みが走った。


　それに疑問を抱いだく前に、頭が割れるように痛み始める。


「っ、てぇ…」


　頭を抱かかえながらそろそろと辺りを見回すと、自分が、広い部屋に置かれたキングサイズのダブルベッドに寝ねていたことがわかった。


　ベッドサイドには、ベッドヘッドと同じこげ茶の木材で作られたサイドテーブルがあった。


　ベッドの足元には、オフホワイトのシンプルな二人掛がけのソファとリビングテーブル。


　ソファの正面には巨きよ大だいな液えき晶しようのテレビが壁かべにかけられ、部屋の隅すみには小ぶりながらも専門メーカー製のオーディオセットがあった。


　心ここ地ちよいリネンの肌はだ触ざわりから、それらが高級であることがわかる。ベッドを始め、オフホワイトとこげ茶を基調とした家具も見るからに高価そうだ。


　――すげえ、豪ごう華かな部屋。ホテルじゃないみたいだけど…ここ、どこだ??


　痛む頭をごまかしながら、篤志は必死に昨晩の記き憶おくをたぐる。


　――付き合っていた彼女に手ひどく振ふられた。


　――やけくそになって新しん歓かんコンパに行った。


　――しこたま飲んだ。


　そんなことしか、思い出せない。


　けれど、たぐればたぐるほど、幸福な夢の余よ韻いんのような、温かなものが胸に残る。


　思い出すものは、ひどいものばかりなのに、と篤志は首を傾かしげた。


　そのとき、ふと、自分が全ぜん裸らであることに気づく。


　驚おどろいた篤志はリネンをはねのけた。


　股こ間かんこそ乾かわいてはいるものの、内うち腿もものあたりには赤い斑はん点てんのようなものが散らばっている。


「うわ、なんだ、これ!?」


　ぎょっとして辺りを見回したが、見み渡わたせるところに、着ていたものはない。


　篤志は鈍く痛む頭と下半身をかばいながら、ベッドを降りた。


　すると、ベッドの足元、ソファの向こう、ドアに向かうまでの間に、転々と脱ぬぎ散らされた自分の洋服を発見する。


　篤志は湧わいてきた嫌いやな予感を振り払はらいながら、急いで服を身につけた。








　ドアを開けて廊ろう下かに出ると、ふわり、とコーヒーの良い香かおりがした。


　その香りに引き寄せられるように廊下を進むと、右側にキッチンが見える。


　ドアのない入り口から何気なく覗のぞくと、そこは予想以上に細長い奥行きを持っていて、篤志は目をみはる。


　――こんなに広いのに、台所？


　篤志の部屋と同じくらいの広さの中に、大きくぴかぴかのシステムキッチンと、その奥には簡単なワインセラーがしつらえられていた。


　システムキッチンが面する壁はすべて取り払われ、カウンターになっている。そこにコーヒーメイカーが置かれ、香こうばしく良い香りを流していた。


　カウンターの向こうには、さらに広々として、光にあふれたリビングが見える。リビングの向こうはルーフバルコニーになっているようだ。


　――なんか、インテリア雑誌の中にいるみたいだ…。


　バルコニーに視線を移した篤志の視界に、スタイルの良い男の後ろ姿が目に入った。


　外を眺ながめながらコーヒーを飲んでいるその男は、シャワーを浴びてきたばかりのようで、ジーンズだけを身につけて、濡ぬれた頭をタオルで拭ふいている。


　その無造作な動作や適度に筋肉のついた背中は、同性から見ても美しく、野性的で、篤志はかすかに息を呑んだ。


　その音が聞こえたかのように、男は振りかえる。


　びくりとからだを震ふるわせた篤志の姿を認めると、微笑みかけてきた。


　その顔は、甘く整った、知性を感じさせる顔だちで、なぜか篤志の胸を騒さわがせる。


　どぎまぎしながら、篤志が軽く会え釈しやくをすると、男はカップを軽く持ち上げて応こたえた。


「そんなところに立っていないで、こっちに来いよ。飲みたいものがあったら、好きなものを冷蔵庫から持って来い。グラスはこっちにあるから」


　うなずいて冷蔵庫を開けた篤志は、その中身に圧あつ倒とうされた。


　食材は入っていないようなのだが、明らかに日本のものではないとわかる調味料やアルコール、ジュースなどが、ずらりと並んでいる。


　ビールだけでも、外国のものが何種類もあるのだ。


　篤志は見たことのあるミネラルウォーターのボトルを選ぶと、再び廊下を通ってリビングに向かった。


　リビングも驚くほどの広さで、オフホワイトとこげ茶ちやを基調にしつらえられていた。中央には巨大な白い革かわのソファセットが、その向かいには巨大な液晶テレビ、部屋の隅にはオーディオセットや、ＣＤ、書しよ籍せきがぎっしりと入ったチェストなどが置かれている。


　篤志はリビングの中心にしつらえられた巨大なソファセットに近づいた。そっと表面に触ふれてみると、やはり予想通りにしっとりとした肌触りがする。


　――すげえ、高そう。でも、なんか、緊きん張ちようはしないんだよなあ。


　篤志はそう思いながら辺りを見回し、室内のあちこちに置かれた大きな観葉植物と、壁にかけられた絵や写真に目を留める。それらのアートは色使いもモチーフもばらばらだったけれど、観葉植物とともに部屋によく馴な染じんでいた。


　――ああ、これのせいかな。センスが良いってこういう部屋のことをいうんだろうな。


「おい。グラスは、そっち」


　もの珍めずらしげにきょろきょろと辺りを見回す篤志に秋成は苦く笑しようして、篤志の右側を指し示す。


　つられて篤志が視線を動かすと、そこにはやはりこげ茶色のサイドボードがあった。


　様々な種類の酒さか壜びんと美しい光をたたえたグラスが綺き麗れいに並べられている。


　篤志は扉とびらを開けるのをためらったが、秋成に身み振ぶりでせっつかれて、一番安そうなグラスに手を伸のばした。


　それでも間近で見るそのグラスは美しく、ミネラルウォーターを注そそぐと、日の光に透すけてきらきらと光る。


　――こんなんで、水、飲んじゃって、いいのかなあ。


　グラスの中身は、もはやただの水には見えなかった。








　秋成が、バルコニーに置かれたデッキチェアに座ってしまったため、篤志もバルコニーに出た。広いバルコニーには、多くの緑と小さなバーベキューグリルまであって、篤志は目をみはった。


　バルコニーの向こうには、巨大なビル群が立ち並び、明らかに都心だとわかる。


　驚く篤志の表情を見て、秋成はくすくすと笑った。


「こう見えても、植物育てるのは得意なんだ」


「…それもすごいけど…ここ、どこ、ですか…？　ていうか、昨夜ゆうべは…俺、なんで泊とまらせてもらってるんです？」


　あまりにも違ちがう世界を垣かい間ま見みたせいで忘れていた頭と下半身の痛みを再び感じはじめ、篤志は水を口に含む。


　篤志の言葉に秋成は一いつ瞬しゆん目をみはったが、すぐに悪戯いたずらっ子のような微笑ほほえみを浮かべた。


「セックスまでしたわりには、薄はく情じようだな」


「セッ…!?」


　篤志は盛せい大だいに水を吹き出し、秋成は人の悪い微笑みを浮かべる。


「お前が、付き合ってくれって言ったんだろ」


　秋成はデッキチェアから立ちあがり、篤志の傍そばまでやって来ると、手に持っていたタオルで篤志の口元をぬぐった。


　そのまま、耳もとに唇くちびるを寄せる。


「昨日は、すごく、よかったぜ？　尻しり、痛くないか？」


　その瞬しゆん間かん、腰の痛みを強きよう烈れつに感じて、篤志は秋成を突つき飛ばした。


「いやっ、って、いうか!!」


　篤志の狼ろう狽ばいぶりを見て、秋成が吹き出す。


　それから、見せつけるように篤志の口元を拭ぬぐったタオルに唇を当てた。


　篤志はみるみるうちに顔に血を上らせ、秋成から逃にげるようにリビングに飛び込む。


　そのまま逃げ出してしまおうと、恐おそらく持ってきたであろう荷物を目で探した時、時計が目に入った。


　時刻は、十一時少し前。


　篤志の顔から血の気がひいた。


　今日は午後から、どうしても出席しなければいけないゼミがあるのだ。


「篤志？」


「俺、今日大学あるんで！　失礼します!!」


　篤志がそう叫さけぶと、秋成は苦笑しながら、右側のドアを指差した。


「なんだよ、ムードねえな…。荷物は、玄関だ。上着たら、大学まで車で送ってやるから、靴くつ履はいて待ってろ」


「えっ、そんな、いいですよ！」


「ここからだと、電車より車の方が早いぜ？　駅までの道を説明するのも面めん倒どう臭くさいし」


　篤志は慌あわてて辞退したが、秋成はそう言うと、篤志が入ってきたドアから出ていってしまった。


　篤志は仕方なく、教えてもらったドアを開ける。


　すると目の前には、玄関と称しようするには広すぎる空間が広がっていた。


　小さめのホール、と言ってもいいくらいの広さで、高い天てん井じようには優美な形のライトが下げられ、広い壁かべにはリビングとはすこしテイストの違ちがうものの、やはり趣しゆ味みのよいエッチングがかけられている。


　その下、ホールの隅すみに、篤志のバッグは置かれていた。


　ポーターの、肩かたから斜ななめがけにするタイプのもので、篤志の持ち物の中では比ひ較かく的てき高価なものだったが、洗練されたこのマンションの中ではひどく浮いて、場ば違ちがいに見えた。


　なんとなくため息をつきながら、篤志がバッグを背負って、コンバースを履き終えると、廊ろう下かの奥からばたばたと秋成がやってきた。


　ブルー・ジーンズの上にブルーグレーの縞しまが入ったシャツを着て、上質な黒いジャケットを羽織っている。


　ただそれだけの無造作な格好だったが、それらは秋成の均整がとれた体つきによって、とても洒落しやれて魅み力りよく的に見えた。


「よし、行くぞ」


　同じ男として、この差はなんなんだろう。


　篤志は、もう一度、ため息をついた。








　――すげえ。この車、「New BMW 6 Series Coupe」、だ。


　エントランスで待っていた篤志は、目の前に横づけされた車を呆ぼう然ぜんと見つめた。


　その流線型のラインは、ため息をつくのも忘れるほどに美しい。


「どうした？　早く、乗れよ」


　促うながされて、篤志は慌てて助手席に乗り込んだ。


　篤志がシートベルトを締しめたのを確かく認にんすると、車は滑すべるように走り出す。


　その流りゆう麗れいなステアリングにも感心しながら、篤志は、きょろきょろとハンドルや計器などのスペックを見回した。


　普ふ段だんは自分には無関係のもの、と無関心を装よそおっているものの、実際に目にしてしまうと、興奮は抑おさえられない。


「車、好きなのか？」


　秋成の問いに、篤志は首を縦に振ふる。


「詳くわしいわけじゃないけど、これはすげえ格好いいなって思ってた」


　――しかも、これ、一千万くらいしなかったっけ…。こんな高いの買うなんて…。


『そっちこそ、車、好きなんですか』


　篤志はそう尋たずね返そうとして、相手の名前がわからないことに気づいた。


　かといって、今さら聞いても良いものか。


　篤志は口を開いていたが、そのまま閉じた。


　そんな篤志を横目で見た秋成は、わずかに眉まゆ根ねを寄せる。


「お前、俺の名前も覚えてないのか？　俺の名前は、芳田秋成。付き合おうって相手の名前も忘れるなんて、薄情と言うか、なんと言うか」


　秋成のその言葉で、篤志は再び顔を真っ赤に染めた。


　――うわ、俺、昨日この人と、やっちゃったんだっけ…。


　たぶん、酒飲みすぎた俺が、付き合ってくれって言ったんだと思うけど。


　篤志はぐしゃぐしゃと髪かみをかき混ぜる。


　――可愛かわいい女の子相手ならともかく…男同士で、すぐにセックスなんて、しないよな？


　いっそのことそれについては秋成の冗じよう談だんだと思いたかったが、時折思い出したように痛む腰こしと、今朝見た内うち腿ももの赤い痣あざが、セックスの事実を物語っている。


　篤志は、そっと息を吐はき出し、秋成を盗ぬすみ見た。


　――ってことはこの人、いわゆる、男が好きな、人？


　篤志は心の中で頭を抱かかえた。


　――まいったな。


　確かにこの人は男から見ても格好良いし、酔よったはずみで色々やっちゃったみたいだけど、やっぱ俺、男と付き合うなんてありえない。


　はっきり言って、なかったことにしたい。


　篤志の中に、昨日、彼女に振られた記き憶おくが甦よみがえる。


　――でも、たとえ一日でも、付き合ってくれって言われた相手に振られたら、傷つくよな。


　俺のやけくそで、この人を傷つけたくない。


　なるべく傷つけないためには、どう言えばいいんだろう？


　悩なやみ始めた篤志はもとより、秋成も黙だまって運転していたから、低く響ひびくエンジン音だけが車内の空気を繫つないでいた。


　大学が見えはじめると、秋成が口を開く。


「車は、どこにつければいいんだ？」


　篤志は、校門からだいぶ離はなれた、例のベンチの裏あたりを教えた。


　そこなら、近くに裏門もクラブハウスもない。


　キャンパスを囲むうっそうとした木々があるだけだから、人ひと影かげもめったにない。


　秋成も車もとにかく格好良すぎるから、校門近くでは人目に立つと考えたのだ。


　まだうまい言葉を探し出せないものの、きちんと交際を断ってから車を降りたかった。


　断るにせよ、そんな話を人目があるところで切り出すのはマナー違い反はんだと思ったのだ。


　篤志の指示通りの場所に車を止めると、秋成は黙ったままエンジンを切った。


　明らかに何かを言い出そうと緊きん張ちようしている篤志の言葉を待つつもりなのだろう。


　篤志は、秋成とは視線を合わせないまま、口を開いた。


「えーと、あの…あの、送ってくれて、ありがとう」


「どういたしまして」


　それだけか、という無言の圧力に押されて、篤志は再び口を開く。


「あの、知ってると思うけど、俺、昨日はすごい酔ってて…」


「ああ、よく知ってる。それで？」


　篤志は必死に言葉を探したが、みつかる気配すら、ない。


　篤志は観念して、秋成の方に向き直ると、ぱちんと両手を合わせ、拝み倒たおす姿勢をとった。


「自分でも最低だと思うけど、昨日のこと、ぜんぶ、なかったことにしてください！　えっと俺、昨日は振られてやけになって飲みすぎて…ほんと最低で、ごめんなさい！　でも俺、やっぱ、男同士ってのは」


　拝んでいる篤志からは見えなかったけれど、秋成は少し眉まゆをひそめた。


　忌いま々いましそうに自分の顎あごをつかむ。


　秋成はそのまましばらく黙り込んでいたけれど、急に意地悪そうに瞳ひとみを輝かがやかせた。


　からだを折り曲げるようにして拝んでいる篤志の耳もとに唇くちびるを寄せると、煽あおるようないやらしさをにじませて囁ささやく。


「…俺もどちらかと言えば女の子の方が好きだけど、篤志だったら全然ＯＫだな…お前だってそうなんだろ？　ゆうべもあんあんうるさいくらい、よがってた…気持ち、よかったんだろ？」


　秋成によって動かされた空気が、秋成の香かおりを微かすかに篤志の鼻先に運んだ。


　その瞬しゆん間かん、昨晩の混こん沌とんとした痴ち態たいが脳のう裏りに甦って、篤志は一気に顔に血を上らせ、秋成を突つき飛ばした。


「んなの、記憶、ねーよ！　とにかく、無し！　昨日は何もなかったってことで、よろしく！」


　篤志はそう言い捨てて、ドアのノブに手をかけた。


　するとものすごい力でからだを反転させられ、助手席のドアに背を押しつけられる。


　痛い、と思う暇ひまもなく、顎をつかんだ大きな手で口をこじ開けられ、熱い舌でめちゃくちゃに口中を犯おかされた。


　飲み込めない唾だ液えきが、口の端はしから、あふれだす。


　すぐそばで、秋成の官能的な香りを感じた。


　初めは抵てい抗こうしたものの、その香りに包まれながら口中を犯されていると、じん、とした熱いものが下半身にたまっていく。


　その熱さは篤志のジーンズのジッパーを押しあげて、頭の芯しんをしびれさせた。


　それに負けてつい抵抗を弱めてしまうと、くちづけはしだいに優やさしく、いやらしい愛あい撫ぶに変わっていった。


　そのくちづけはますます篤志の頭の芯をしびれさせ、篤志は思わず秋成の舌に、自分の舌をからめそうになる。


　すると、張り詰つめた股こ間かんを痛いくらいにつかみあげられた。


「っ…！」


　明らかに形を変えたそこを、篤志自身に知らしめるように、揉もみしだかれる。


　その痛さは、すぐにじんじんとした疼うずきに変わった。


　――やば、い…。


　篤志が慌あわててかぶりを振ると、くちゅりと耳の穴に舌が差し込まれた。


　耳の穴を犯されながら、いやらしく囁かれる。


「昨日のお前を、思い出させてやるよ。昨日もここを…いやらしく、膨ふくらませてた」


　言葉が途と切ぎれた瞬間、篤志のものはさらに力強く握にぎり込まれた。


「うぅんっ…」


　痛みとも快感ともつかないものに背を仰のけ反らせて、篤志は喘あえぐ。


「お前、俺のこと、好きなんだろ？」


「ち、違ちがっ…」


　篤志がそう答えると、くすくす笑いとともに秋成の舌で喉のどを舐なめあげられ、ジーンズの前を開かれた。


　そこはさらに張り詰めて下着を盛りあげ、秋成の指を弾はじく。


「じゃあこれ、なんだよ？」


　そう言いながら折り曲げるように体を倒した秋成に、下着の上からくちづけられた。前が引きさげられて、篤志のものが取り出される。


「っ」


　熱く籠こもった空気の中から、急にひやりと解放されて、篤志は思わず息を詰める。


　ぷるんと飛び出したその先せん端たんには、じわりと透とう明めいなものが滲にじみ始めていた。


「こんなにしてるのに、違うのか？」


　篤志のものに秋成の唇が寄せられ、舌で砥められる。


　ぬるりとした感かん触しよくに、篤志はびくんと腰こしをはねあげた。


「ふ、ぅんっ…」


　あまりの気持ちのよさに、篤志は思わず声を漏もらしてしまい、その自分の声にまた、興奮した。


　すると、狭せまい車内でからだをひねってかがみこんでいる秋成の口に、ぱくりと含ふくまれる。


「あ、やっ…！」


　熱いものに吸いつかれて、篤志は思わず腰を引いた。助手席のドアに背を押しつける。


　背を押しつけたドアの硬かたさに、篤志は今、自分がどこにいるのかを思い出す。


　――もし、誰だれか通ったら…見られ、る…！


　しかし秋成の口はためらいなく篤志を追いかけ、より深く下着とジーンズを引きおろしてしまった。


　ますます秋成の口が熱く、激しくからみついてくる。


　その熱く濡ぬれた感触と自らがしてしまった想像で、腰こし骨ぼねが一気に焼かれ、篤志はびくびくと腰を震ふるわせた。


　――あ…も…うっ。


「も、やば…」


　篤志が秋成を引き剝はがそうとすると、指を巻きつけられ根元を堰せきとめられた。


「あ…痛っ…」


　快感で霞かすんだ瞳で見下ろすと、唾液か先走りかわからない透明な液体が、細い糸となって秋成の唇と篤志のものを結びつけているのがみえた。


　秋成の舌が、ゆっくりと糸を舐め取っていく。


「あっ…」


　そのいやらしさに、篤志が思わず声を漏らし、びくびくと自身を震わせると、顔をあげた秋成と目が合った。


　強い光で覗のぞきこまれる。


「これのどこが、違うんだよ…？」


「ちがっ…」


　すでに思考力を奪うばい取られていた篤志は、反射的にそう繰くり返した。


　すると、言葉を奪うようにくちづけられる。


　苦く独特な味が口中に広がり、篤志は思わず顔をしかめた。同時にいやらしい秋成の舌の動きを予想して、篤志は我知らず瞳を閉じかける。


　しかし一度だけ絡からめられ、いやらしく扱しごかれただけで、舌はあっさりと離はなれていった。


　その後は、唇を掠かする、味気ないものしか与あたえられない。


　焦じれた篤志は、つい秋成の唇を追いかけてしまった。


　その瞬間、篤志のものは握られ、激しく扱きあげられる。


　顎をつかまれ、舌を嚙かまれ、自身と同じリズムで口中をぐちゃぐちゃに犯おかされた。


　やや収まりかけていた欲望は一気に熱く甦よみがえり、よりいっそう激しく篤志を突き上げる。


　――頭…まっしろ、に、なる…。


　目の前を白く霞ませるほどの快感に、もう抵抗することすら考えられず、篤志はされるがままに快感を追いかけた。


　――だめだ、すげえ、気持ち、いいっ…！


　涙なみだを滲ませながら篤志は激しく腰を突き出し、全身を痙けい攣れんさせて、精を噴ふきあげた。





　すべてを吐はき出した後も、篤志は激しい快感のためにぼんやりしていた。


　出したものを丁てい寧ねいにティッシュで拭ぬぐわれて、褒ほう美びをあたえるように優しくくちづけられる。


　視線を動かすと、鼻先を擦こすりつけるようにして瞳を覗きこまれた。


「ゆうべのこと、思い出せただろ？　俺のことを、好きだってことも」


　そう囁ささやかれながら、篤志が吐き出したものを拭ったティッシュを見せつけられる。


　白くねばねばした液体にまみれたそれは、ひどくいやらしいものに見えて、篤志はぎこちなく視線を逸そらせた。


　しかし、もう片方の手で顎あごをつかまれ、視線を戻もどされる。


「俺のことを好きでもないのにこんなに出すなら、お前、男なら誰でもいい淫いん乱らんってことだぞ？」


　秋成の甘く細められた目といやらしい言葉を突つきつけられて、篤志は我にかえった。


　顔を真っ赤にして、今度こそ秋成を突き飛ばす。


「どっちも、違う!!」


　篤志は車から飛び出そうとドアに手をかけた。


　しかし一度開けかけたドアは妙みようなタイミングでしか開かず、篤志はバランスを失って歩道に転がり落ちる。


　驚おどろいたように運転席から身を乗り出した秋成は、篤志に怪け我ががなさそうなことを確かく認にんすると、こらえきれないように吹ふき出した。


「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」


　慌てて起きあがった篤志は、卒そつ倒とうしそうなほど頭に血を上らせる。


「うるさい！　ばーか！」


　篤志の子供のような捨て台詞ぜりふに、秋成はげらげらと笑い出す。


「よーく学べよ！　また電話するからなー!!」


　駆かけ出した篤志の後ろ姿に、秋成はげらげら笑いながらそう声を投げた。








　息を切らして駆け込んだ研究室では、ゼミのメンバーが雑談しながらコーヒーを飲んでいた。


「あれ、まだ？　柳やなぎ田だ教授は？」


　篤志が息を整えながら席につくと、同期の恵え美みがコーヒーメイカーからコーヒーを注ついでくれた。


「まだ講義から戻らないみたい。きっとまた、スイッチ入っちゃったんじゃない？」


　篤志の所属するゼミの柳田教授は、ロマンスグレーという形容詞がぴったりあてはまる、大学でも一、二の人気を誇ほこる教授だ。


　日本のマーケティング界の第一人者で、学問に対してただならない情熱を持っている。


　そのため生徒に求めるレベルは高く、柳田教授の講義は学内で最も単位が取り難にくいと有名だ。


　また彼は、興がのると時間を気にせず延々と話し続けるので、拘こう束そく時間も恐おそろしいほど長い。


　恵美のように口の悪い生徒は、それを「スイッチが入った」などと表現するが、それでも講義は常に満員、ゼミに入るための競争率は群を抜ぬいているのだ。


「遅ち刻こくするかと思ったぜー。よかった」


　篤志がそう言って机に突っ伏ぷすと、恵美が目の前にコーヒーを置いた。


「遅刻しそうになるなんて、篤志にしちゃ珍めずらしいじゃない。どうしたの？」


　恵美の問いに、先ほどの淫いん猥わいな記き憶おくと腰の鈍にぶい痛みが甦って、篤志は顔を染めた。


　恵美はそんな篤志の様子には気づかず、コーヒーを口に運びながら、そう言えば、と声をあげる。


「そういえば篤志って、このゼミ、無遅刻無欠席じゃない？」


「まーね」


　篤志は二年次の後期から柳田教授のゼミに所属している。


　篤志の大学は少しカリキュラムが変わっていて、一いつ般ぱんの大学とは違ちがって、一年次からゼミに所属できるし、半期に一度、所属するゼミを変えられる。


　それは専せん攻こうを決める三年次までに、様々な学問により深く触ふれられるようにとの教育的配はい慮りよかららしいのだが、篤志は二年次の後期に柳田教授のゼミに所属してから、このゼミでマーケティングを専攻すると決めた。


　マーケティングの奥の深い面おも白しろさと、学問に対して限りない情熱を持つ柳田教授に惹ひかれたからだ。


　教授の情熱に敬意を表しているから、遅刻や欠席をしないと決めた。その決意は、この一年近く破られていない。


「無遅刻無欠席!?　信じらんねー、篤志、お前、交こう換かん留学でも狙ねらってんのか？」


　他のメンバーが口を挟はさむ。


　篤志の大学では交換留学が盛さかんで、成績優ゆう秀しゆうな学生は、四年次に交換留学生となるチャンスがもらえる。


　有名校に受け入れてもらえる、留学先で取得したほとんどの単位が認めてもらえる、費用が安価であるなど、自力で留学するよりもメリットが大きい。だから留学を視野に入れた学生のうちには、大学に入学しても必死に勉強し、品行方正に暮らす者が多い。


　もともとの枠わくが少数名のうえ、競争率が高いのだ。


　篤志にだって、留学してみたいというほのかな希望が、ないわけではない。マーケティングを学ぶからには、やはりビジネス先進国とされるアメリカで学んでみたいと思うようになったからだ。


　もし実現するなら、師事したい教授だってできた。


　けれど篤志には、競争を勝ちぬけるほどの成績が、すでにない。


　それに費用だって自分で捻ねん出しゆつしなければいけないし、早く社会に出て稼かせぎ、人並みに生活したい気持ちもある。


　篤志は肩かたをすくめた。


「まさか。そこまで成績よくねーよ。ゼミが無遅刻無欠席ってだけで行けるほど、甘くないでしょ。まーそりゃ、行ければ行ってみたいとは思うけど。そういうお前は、どうなんだよ？」


「俺は全然。つーか、無理。英語、しゃべれねーし。恵美は？」


「あたし？　もちろん、狙ってる！　なんて、言ってみたいけど、成績悪すぎ」


「あー、でも、篤志は成績いいだろ!?」


「あっ、私もそう思う！」


「どこがだよ!?　まじで、悪いから！」


　そんな話をしているうちに、柳田教授が戻ってきてゼミが始まった。


　――あんな奴やつのことなんてさっさと忘れて、集中しよう。


　篤志はそう思って一心にゼミに心を傾かたむけた。


　しかしゼミの間中、篤志の後ろは鈍く痛み、その度たびに、篤志は舌打ちしながら頰ほおを染めた。








　この日は珍しく柳田教授のスイッチが入らず、篤志は定時に研究棟とうを出ることができた。


　研究棟の入り口を出た途と端たん、見計らったように携けい帯たい電話が鳴って、悠樹に学食へ呼び出される。


　水曜日はゼミの延長に備えてバイトを入れていないのを知られているから、よく夕食に誘さそわれるのだ。


　自分の分のメニューを受け取った篤志が悠樹の向かいに座ると、すぐに話は昨日のことになった。


「まじで記億ねーの？　お前、ゆうべ、凄すごかったぜー？」


　悠樹はにやにやと笑い、昨夜の様子を話し出す。


　黙だまって聞いていた篤志は、すぐに頭を抱かかえた。


「…俺が、いきなり、芳田さんたちのテーブルに突とつ進しんしてって、付き合ってくださいって言った？　マジ!?」


「マジ。しかもそのあと、秋成さんの隣となりでさらに飲んで、最後は秋成さんの膝ひざ枕まくらで爆ばく睡すい」


　篤志はばったりと学食のテーブルに倒たおれ込んだ。


　薄うす々うすそうだろうな、と思っていたものの、受け止めなくてはいけない事実は予想以上の迫はく力りよくで、辛つらい。


　そんな近づき方されたら、そりゃ、手ぇ出すわな…。


　あの人、男も女もいけるみたいだったし。


　…遊び慣れてたし。


「…だぁー！」


　酔よってさらした自分の醜しゆう態たいと、男とセックスしてしまったという事実と、もう一つ、よくわからない感情を持て余して、篤志はうめいた。


　悠樹はそんな篤志の苦く悩のうにはおかまいなしに、財さい布ふから一枚の名めい刺しを取り出して眺ながめる。


「まーでも、おかげで黒田設計事務所の人たちと飲めたから、俺としてはラッキーだったけどなー」


「黒田設計事務所？」


　篤志は目の前に置かれた名刺を手に取った。


　手になじむ紙でできたその名刺には、綺き麗れいな黄緑色のロゴマークとともに、洒落しやれた字体で『黒田設計事務所　所長　黒田真しん介すけ』とある。その下には、事務所の住所とＥメールアドレスが小さく印刷されていた。


「黒田、真介…？」


「一いつ緒しよに飲もうって誘ってくれたおっさん、いただろ？」


「…記憶、ない」


　悠樹は苦く笑しようして、篤志の手から名刺を抜き取ると、ひらひらと振ふって見せた。


「すげーやり手で、知る人ぞ知る、って感じらしいぜ。事務所のメンバーも、一人一人がいくつも賞を取ったり、規模が大きな仕事をするって有名なんだって。清香が感激しすぎて涙なみだ目めになってた。ま、仕事のことはともかく、みんな格好いいし面白いんだよ。俺、そーゆー人、大好きだからさ。特に黒田さんが傑けつ作さく！　大物なんだよ！　話がいちいちスケールでかくて面白いし、かと思うと、くだらねー話もしてくれるしさ。また、飲んでもらうんだぜー？」


　悠樹はそこで初めて、再びうなり始めた篤志を覗のぞき込む。


「…なんだよ？　タクシーの中でも何か、やらかしたのか？」


「やらかしたというか…やられたというか…」


　そこまで呟つぶやいた篤志は、急に別れ際ぎわの『また電話する』という秋成の言葉を思い出して、がばっと体を起こした。


「なあ、俺、あの人に携けい帯たいの番号、教えてた!?」


　篤志の勢いに、悠樹はからだを後ろにそらしながら首を傾かしげた。


「あの人？　秋成さんか？　さあ…俺も酔ってたしなー。でも教えたんなら、発信か着信が残ってんじゃねーの？」


　篤志は慌あわてて携帯電話を取りだし、履り歴れきを調べる。


　どこにも痕こん跡せきは残っていなかった。


「…ない」


　ぼそりと呟いた篤志を、興味深そうに悠樹は眺めた。


「何、がっかりしてんだよ？　秋成さんの携帯番号、知りたかったのか？　黒田さんに聞いてやろうか？」


　篤志は、自分の動どう揺ようをも振り払はらうように、力いっぱい首を横に振った。


　そして動揺を押しつけるように、心の中で秋成にやつあたりする。


　番号もしらねーくせに、電話するとか適当なこと、言ってんじゃねーよ！








　番号を教えていないのだから、秋成から電話なんて、かかってくるはずがない。


　頭ではわかっているのだけれど、それから数日間、篤志は気がつくと携帯電話の受信記録を確かく認にんしていた。


　――あほか、俺。何やってんだよ。これじゃ俺、あいつからの電話、待ってるみたいじゃん。


　そんな自分に気づくたびに舌打ちをするのだが、いつのまにかまた、確かめている。








　……でもよく考えたら、悠樹とあいつの上司の黒田さんが仲良くしてるみたいだし、知ろうとすれば、わかる、かなあ…。


　その日も篤志は、アルバイト先のコンビニで商品を並べながらそんなことを考えてしまい、慌ててぶんぶんと頭を振った。


　春の昼下がり、ぽかぽかとのんびりした時間の中で、客といえば立ち読み客だけ。


　店長だっていないから気楽なものだ。


　自分の馬ば鹿かな考えを振り払った篤志は、一緒にシフトに入っている同どう僚りようの政まさ隆たかにレジを任せて、掃そう除じをしたり、商品を並べたり、いつもの作業をこなしていく。


　――なんか俺、百年も前から、こうやって生きてる気がしてきた。


　篤志は、大学の講義がない昼間はコンビニの店員、夜は塾じゆくの講師として働いている。


　朝から晩までぎっちりと、いつもと変わらないメニューをこなしていると、秋成と出会った記き憶おくが、どんどん現実感を失っていく。


　なるべくあのときのことを思い出さないようにしながら、篤志は手を止めて少し息をつく。


　ふと、店内の空気が大きく動いた気がした。


「い、らっしゃいませー」


　半はん拍ぱく遅おくれて、政隆の声がする。


　――？　なんか、政隆の声、変じゃねーか？


　自分も声を出しながら入り口に顔を向けた篤志は、入ってきた人物を目にすると、その場に縫ぬいつけられたように動けなくなった。


　すらりとして均整のとれた長身に、甘めだが、男らしく知性を感じさせる顔だち。


　綺麗なからだのラインをひきたたせる上質な濃のう紺こんのジャケットを着て、長い脚あしを強調するような黒のパンツを穿はき、ジャケットの中に合わせた白いシャツの胸むな元もとからはオレンジを基調とした縞しまのＴシャツを覗かせている。


　センス良く合わせられたその着こなしは、秋成の持つ性的魅み力りよくで彩いろどられ、同性、異性を問わずに周囲の視線をひきつけていた。


　そして駐ちゆう車しやスペースには、New BMW 6 Series Coupe.


　――芳田秋成、だ。


　この人、やっぱ、すごくお洒落で、すごく…かっこいい。


　篤志はこくりと喉のどを鳴らす。


　ふと気づくと、店内のすべての視線が秋成に集まっていた。


　しかし周囲の様子など全く気にしない様子で軽く店内を見回した秋成が、篤志に気づいて片手を挙げた。


「篤志じゃないか」


　菓か子しパンの棚たなの前にいる篤志の方にまっすぐ歩いてくる。


「ここでバイトしてるのか？」


　篤志は見み惚とれていたことを気づかれたくなくて、慌てて横を向き、商品を並べ始めた。


「ええ、まあ。芳田さんこそ、こんなとこで何してるんです？」


　秋成は苦笑した。


「秋成でいいよ。この近くで打ち合わせがあって、これから事務所に戻もどるところなんだけど飲み物でも買って行こうかと思ってね」


「へえ、偶ぐう然ぜんですね」


　篤志がそう答えると、秋成は悪戯いたずらっ子のような表情で、にやりと笑った。


　何がおかしいんだ、という表情を篤志が浮うかべると、秋成はすぐに気づいたように軽く咳せき払ばらいをする。


「いや、今日は、素す敵てきな日だなと思ったんだ」


「はあ？」


　篤志が思わず秋成の顔を見ると、素早く顔を寄せられた。


　真正面から瞳ひとみを覗き込んでくる。


「篤志に会えたからな」


　篤志は思わず頰ほおを染めてしまい、慌てて飛びのくと、背後の棚を指し示した。


「飲み物は、あちらです！」


　秋成はくすくす笑いを爆ばく発はつさせると、迷うそぶりも見せずに缶かんコーヒーを選び取った。


　篤志にそれを手て渡わたしながら、再び顔を近づけて、そっと囁ささやく。


「偶然だと思うか？」


「は？」


　篤志が秋成の顔を見上げると、秋成は甘く溶とけるような瞳で篤志に笑いかけてきた。


「悠樹に聞いて、わざわざお前に会いに来たんだとは、思わないのか？」


「えっ…」


　篤志が顔を真っ赤にして言葉を失うと、秋成はぱっと顔を離はなしてげらげらと笑った。


「何、顔、赤くしてんだよ？　それ、いくら？」


　――くそ、またからかわれた…。


　篤志はすぐに、レジはあっちだ、と言い返そうとしたが、店内の視線が自分たちに集まっていることに気づく。


　――こうなったら、早く帰ってもらいたい。


　篤志は急いでカウンターに戻ると、閉めていたレジを開けて商品のバーコードを読み取る。


　その間中、秋成の視線は篤志の動作全すべてにからみついた。


　――じろじろ、見んなよっ。


　篤志は必死で秋成の視線を無視しようとしたけれど、そうしようとすればするほど、動きはぎこちなくなって、篤志は頰を染める。


「…一二五円、です」


　篤志が値段を告げると、秋成は財さい布ふから小こ銭ぜにを拾い上げ、その手を宙に浮かせた。


　篤志は仕方なく、受け取るために手のひらを上に向ける。


　その手のひらに丁てい寧ねいにお金を置くと、秋成は篤志ににっこりと笑いかけた。


「じゃあ、また」


「…ありがとうございました」


　篤志は無表情を保って、無愛想にそう言ったけれど、つい視線を動かして、秋成の車が走り去るまで姿を追ってしまった。


　そのことに気づいて舌打ちすると、同僚の政隆が興奮したように寄って来る。


「なあ、なあ、今の、誰だれ？　すげえ格好よくね？」


「…知り合い」


　篤志は憮ぶ然ぜんとして答えたが、政隆はそんな篤志の様子には気づかないようで、一人盛りあがっている。


「なんか、オーラ出てるっつうか。芸能人とか、そういう関係の人？」


「違ちがう。ただの建築士だよ」


「えっ、マジ？　へええー」


　ひたすら感心する政隆を無視して、篤志は再び商品棚の前に戻った。








「篤志くん、芳田さんと仲良くなったって本当？」


　大学の掲けい示じ板ばんの前で偶然出会った清香は、篤志の顔を見るなりそう言った。


　この間の新しん歓かんコンパで受けた清香の印象と、そんなストレートさはまったく合わず、篤志は少したじろぐ。


「いや、仲良くはないと思うけど…なんで？」


　清香は我に返ったようで、顔を赤らめながら照れたように笑った。


「ごめん。でも、悠樹くんにそう聞いて、ずっといいなあって思ってたから」


　篤志は、新歓コンパで秋成を見て興奮し、騒さわいでいた清香の姿を思い出す。


「ああ…清香ちゃん、あの時、ファンだって言ってたもんな」


「うん、すごく、好き！」


　――あの人、毎日俺のバイト先に来るよ。清香ちゃんも来れば？


　篤志はそう口を開きかけたけれど、清香の可愛かわいらしい笑え顔がおを見た途端、違ちがう言葉が口をついた。


「建築デザイナーって、けっこう暇ひまそうだよな」


　清香が大きな瞳をまんまるにする。


「すごい、忙いそがしいんじゃないの？　仲良かったゼミの先せん輩ぱいにそういう人いるけど、寝ねる暇もないくらい忙しそうだよ？」


「えっ、そうなの？」


　篤志は首を傾かしげた。


「芳田さんは、暇そうなの？」


　秋成は、平日はほぼ毎日、コンビニにやってくるのだ。少なくとも、篤志がシフトに入っている日は、毎回。篤志は水曜以外の平日と土曜にシフトを入れているから、平日はほぼ毎日、と言ってもいいだろう。


　大体は、篤志がフロアにでている時に、「打ち合わせが近くであったから」「息いき抜ぬきにドライブ中」などと言って、やってくる。そして軽口を叩たたいたり、適当な立ち話をして、缶コーヒーを手に帰っていく。


　打ち合わせはともかく、仕事中にドライブできるなんて、暇といわずになんと言うのだ？


「まあ…けっこう頻ひん繁ぱんに、顔合わせるからさ」


　篤志の言葉に、清香は少し考えるように首を傾げた。


「ふうん…でも、それって、芳田さんがわざわざ篤志くんのために時間を割さいてるってことじゃないの？」


「はあ？…いや、そんなことは…」


　――あるかも。


　篤志の脳のう裏りにふとそんな言葉が浮かぶ。しかし口では、もちろん否定する。


「…そんなことは、ないんじゃねーの？」


　篤志はそう答えながら、嫌いやな気はしない自分に気づく。


　…むしろ俺、あの人のこと、けっこう好きかも。


　いや、もちろん、友達として、だけど！


　思わずわけのわからないフォローを自分に入れながらも、篤志はそう思う。





　コンビニに通ってくる秋成は、初日のように迫せまったり口説いたりするわけではなかったから、篤志も安心して相手をするようになった。


　すると、秋成は意外と話せる相手であることがわかったのだ。


　秋成には独特のユーモアがあって、容姿以上に魅み力りよく的な話をする。


　ほんのささいなことも茶目っ気たっぷりに口にして、周囲を気持ちよく笑わせるのだ。


　そんな時の表情や、笑え顔がおからは、出会った時には想像も出来ないような無む邪じや気きさがよく顔を見せた。


　これじゃ、女が放ほうっておくわけないよなあ。


　話に熱中しながらも心の隅すみで、篤志はいつもそんなことを思っている。





「でも、頻繁に会えるなんていいなあ…。ね、もし機会があったら、誘さそって？」


　清香の言葉に篤志は我に返り、慌あわてて会話を繫つないだ。


「ああ、うん、あったらね」


　やはりバイト先に来ているということは言い出せず、去っていく清香を見ながら篤志はそっと首を捻ひねった。


　――なんで俺、あの人のこと、こんなに言いたくないんだろう？


　それについて深く考えるとまずいことになる気がして、篤志はぶんぶんと頭を振ふった。











　その日も、篤志がフロアの奥で入荷されたばかりの商品をチェックしている時に、秋成がやってきた。


「よ、篤志。俺とデートしないか？」


「…はあ!?」


　いつもと同じ口調でさらりと秋成が言ったので、篤志はタイミングを外して大声をあげてしまった。


　それでなくても秋成目当てにこちらを見つめる客たちにじろじろと見られ、篤志は慌てて声をひそめる。


「なんですか、それ？　そういうの、なしって言ったじゃないですか、芳田さん！」


　篤志に迫られ、秋成は肩かたをすくめてみせた。


「冗じよう談だんだって、むきになるなよ。友達が主しゆ宰さいするパーティに招待されたんだ。会場は『jupiter』ってクラブで、立食形式。会場からしてリッチじゃないけど、うまい食事と酒に、有名人とか面おも白しろいゲストを用意するって話だから、誘いにきた。一いつ緒しよに行こうぜ？」


「行こうぜって言ったって…着ていくもんないし、どうせバイトあるし」


「着て行く服は俺が用意するし、バイトくらい、たまには休めよ。来週の土曜、十九時から」


　毎週土曜は、午後から夜までびっしりと塾じゆく講こう師しのバイトを入れているのだが、たまたまその日は塾が休みの日だった。


　バイトがなければどうせ暇だし、行ってみてもいい気がする。


　だけど…。


　篤志は視線を泳がせる。


　なんだか最近、秋成の存在に慣れるだけでなく、受け入れ始めてしまっている気がする。


　コンビニにやって来る時間が遅おそくなれば気にかかるし、秋成が話しかけてくることに嫌な気はしないし、話している間は、やっぱ格好良いよな、なんてぼんやり思ってる。


　ふとした秋成の動作に、からだを繫げた時の記き憶おくが頭をもたげそうになって、慌てて打ち消したりもする。


　――これ以上仲良くなっちゃって、大だい丈じよう夫ぶなのか、俺？


　正直に言ってしまえば、関係が近くなるのが怖こわい。


「…その顔だと、来週の土曜は暇だな？」


　秋成はそう言って目を細めると、篤志の方に近づいてきた。


　篤志はぎょっとして後ずさったが、場所が悪くて、棚たなの隅に追い詰つめられてしまう。


　そのまま顔を近づけられ、じっと瞳ひとみの奥を覗のぞき込まれながら、囁ささやかれる。


「行くって、言えよ。じゃないとここで、キスしちゃうぜ？」


「っ…！　んなこと、冗談でも、言わないでくださいよっ！」


　篤志が慌てて秋成のからだを押しやろうとすると、秋成はくすくすと不敵に笑ってその手をつかんだ。


「へえ、冗談だと思うんだ？　じゃあ…」


　そのまま、顔を近づけられる。


「行く！　行くから！」


　声を押し殺しながらも、篤志が叫さけぶようにそう言うと、秋成は満足したようにからだを離はなした。


「オッケ。じゃ、十七時に俺んちに来い」











　――部屋に行って…また、その、妙みようなことにならないよな？


　そんなわけ、ないよな。パーティに行く準備のために、部屋へ行くんだし。


　すぐにでかけるんだから、大丈夫。大丈夫だ。


　誘われた日から一週間、ついそう自問自答してしまう日々を過ごした篤志は、秋成に教えてもらった通りに地下鉄を乗り換かえ、最も寄より駅に降り立った。


　そこは、洒落しやれた店やカフェがあり、洗練された人々が集まる高級住宅街として有名な駅だった。地上にあがるとすぐに、都会の喧けん騒そうを忘れてしまうような美しい緑にあふれた街並みが広がる。


　いきかう人々も明らかに満たされた生活を送っているような穏おだやかな表情をしている気がして、篤志は思わずうつむいた。しかしその視線は、すぐにひきあげられる。


　駅から秋成のマンションまでの道にも、住む者を想像させるような、大きく洒落たマンションや住宅が続いていたからだ。


　それら一つ一つに感かん嘆たんしながら秋成のマンションに辿たどり着いた篤志は、エントランスに入ってもまたため息をつく。


　――何回見ても、すげえ、豪ごう華か。


　エントランスには、待ち合わせのためのソファやテーブルがホテルのロビーのようにしつらえられていて、入り口からして高級感があふれている。


　――どーやったら、こんなとこ、住めるんだよ？


　そう思いつつ、篤志は教えられた部屋番号を押す。


「おー、来たか」


　すぐに聞き覚えのある低い声がして、篤志はどきりと胸を鳴らした。


「今、開ける。エレベーターも一緒にロック解除するから、ぐずぐずせずに上がって来いよ？」


　――エレベーターも、オートロック？


　篤志は垣かい間ま見みたことすらなかった世界に頭をくらくらさせて、エレベーターに乗り込んだ。


　だだっ広いエレベーターホールを抜ぬけて、小さな前庭になっているポーチで改めてチャイムを鳴らす。


　するとすぐにドアは開かれ、秋成が顔を出した。


　今日は、薄うすいグレーのカットソーに黄色のＴシャツを重ね、インディゴブルーのジーンズをはくというラフな格好だ。胸むな元もとのドッグ・タグが目を引く。


　――普ふ通つうの格好なのに、なんでこんなにかっこいいんだよ？


　Ｔシャツにジーンズの自分とどこがそんなに違ちがうのか、篤志はついじろじろと眺ながめた。


　――スタイル…かな。この人、モデルみたいな体型してるしなあ…。


　そんな篤志の視線を知ってか知らずか、秋成はにっこりと大きく微笑ほほえむ。


「駅から迷わなかったか？」


「ああ、はい。すぐわかりましたよ。ここ、駅から近いんですね。五分くらい？」


　相変わらず広いリビングに通され、篤志が気き後おくれしていると、何か飲むか、と尋たずねられた。


　キッチンの方に行きかける秋成に、なにもいらない、と告げると、秋成はそのまま廊ろう下かに通じるドアを開ける。


「じゃ、こっち。服を用意したぞ。ここには鏡がないから、向こうで着き替がえよう」


　そう言われ、篤志が連れていかれたのは、寝しん室しつだった。


　この間の記憶が鮮あざやかに甦よみがえって、篤志は表情を硬かたくする。


　秋成は苦く笑しようして、左奥にあるドアを開けた。


「そんな顔するなって。ちょっと、待ってろ」


　好こう奇き心しんにかられて篤志がドアの奥をのぞき込むと、そこはウォークイン・クロゼットになっていた。


　篤志の部屋より少し狭せまい室内にはずらりと服が並べられ、全身を映せる鏡が一つ置かれている。


「ほら、これ」


　秋成は吊つるされている服の中から、ジャケットやシャツ、パンツを取り出して、篤志に次々と渡してきた。


　くたくたなのがいい味を出している、黒地に白のストライプが入ったジャケット、オフホワイトの素そ朴ぼくな生き地じだが鋭えい角かくの襟えりを持ったシャツ、濃こいオリーブグリーンのパンツ。


「早く着替えろよ」


　最後に鏡を引っ張り出してきた秋成にせかされて、篤志はＴシャツを脱ぬぎ捨てると、ベルトに手をかけた。


　しかしそこで、ふと視線を感じる。


　篤志がおそるおそる秋成の方に視線を向けると、秋成は、篤志の全身が映り込むように鏡の角度を調節していた。


「どうした？」


「…なんでもない」


　篤志は自分が自意識過か剰じようだと言われた気がして、思わず視線を逸そらせた。


　そのまま秋成に背を向けると、息をとめるようにして一気にジーンズを脱ぎ捨て、すぐにパンツに穿き替える。


　ウエストを開けたままでシャツを羽織り、ボタンを下から留めていく。


「サイズはいいみたいだな。ジャケットも羽織ったら、こっち向いて」


　シャツのボタンをすべて留め終えると、篤志はパンツの中にシャツを入れて、前を留めた。


　ジャケットに袖そでを通して、ゆっくりと秋成の方に向き直る。


　けれど無む性しように気き恥はずかしくて、秋成も、鏡も見ることができない。


　全身をゆっくりと舐なめていく秋成の視線に篤志がじっと耐たえていると、秋成は感心したような声をあげた。


「うーん、やっぱお前、素材いいなー。こういう甘めの格好、似合う」


　篤志が驚おどろいて秋成に目をやると、秋成は見る者を溶とかすような甘い視線で篤志を見つめていた。


「すごく、可愛かわいい」


「なっ…！」


　篤志が顔に血を上らせると、秋成は近づいてきて、篤志の襟えり元もとに手を伸のばした。


「ちょっと、いいか？」


　思わずびくりとする篤志に微笑みかけて、秋成は、襟元まで留められたシャツのボタンをゆっくりと外す。


　その指先の感かん触しよくに、篤志はこくんと息を呑のんだ。


　秋成が苦笑する。


「大だい丈じよう夫ぶ、変なことしないって。ネクタイやめて、こっちにするだけだ」


　秋成は、自分のしていたドッグ・タグを外すと、篤志の首に手を回した。


　ひやりとしたゴールドの感触が首もとに落ちる。


「俺のものって、しるし。なんてな」


　微笑みかけられ、首から顎あごまでをつうっと指先でなぞられる。


　その感触に一気に心音をはねあげられて、篤志は慌あわてて話を逸らした。


「これっ、服！　もしかして、わざわざ買ったんですか？」


「いや、全部、俺のおさがり。同じアイテムでも、組み合わせと着る人間が代わると、全然テイスト変わるもんだな。まあ、古着だと思って勘かん弁べんしろよ」


　背後に回ってタグの長さを少し調節すると、秋成は、ぽん、と篤志の背を叩たたいた。


「これで、よし。あとは、ベルトと靴くつ、か」


　クラシックなこげ茶ちやのベルトと、真っ白なサイドに深緑と深しん紅くのライン、踵かかとには鮮やかな緑のクロコがあしらわれたレザーのスニーカーを渡される。


　自分では選ばないようなデザインだけれども、その洒落た雰囲気に、篤志は軽く目をみはった。


「靴は新品だから、ここで履はいてもいいぜ。靴はそのまま、篤志にやるよ」


「えっ？　じゃあ、金、払はらいます！」


　篤志が慌ててそう言うと、秋成は驚いたように目をみはって篤志を振ふり返った。


　次の瞬しゆん間かん、大きく笑う。


「いいよ。俺、いちおう社会人だから。もらっとけって」


　篤志はとまどいながら秋成をみつめたが、秋成がさっさとクロゼットに入ってしまったので、諦あきらめてベルトに手を伸ばした。


　それからスニーカーにも手を伸ばす。


　ドッグ・タグこそつけているものの、フォーマルに近い格好にスニーカーなんて？　と気になったのだ。


　――このスニーカー、格好いいな。どこのだろう？


　そんなことを考えながら靴くつ紐ひもを調節しようとした篤志は、目に入った靴底の文字に、ぽかんと口を開けた。


　そこにはブランドに疎うとい篤志でさえ知っているような、イタリアの超ちよう高こう級きゆうブランドの名前が記されている。


　――もしかしてこれ、めちゃくちゃ高いんじゃねえの？


　篤志はしばらくためらっていたが、なんとか気持ちを整理して、そのスニーカーに足を入れる。


　するとそれは、篤志の長い足とパンツのラインを絶ぜつ妙みようにひきたて、とてもスタイリッシュで遊びのある足元をつくった。


　――かっこ、良いい。さすが建築とはいえ、デザイナーだよなあ。


　全身を鏡に映した篤志は、ふとあることを思いつく。


　――まさか…もしかして、服も…？


　篤志はジャケットを脱いで、背にあるタグを指で探さぐる。


　すると、やはりそこにも同じ超高級ブランドのタグが縫ぬいつけられていた。


　篤志は静かに凍こおりつく。


　――これ、おさがりじゃなかったらどうしよう？


　よく考えたら、秋成とサイズがまったく同じってありえないよな？


　それとも、たまたまってことか？


　誘さそわれた時にサイズも聞かれてるから、俺のサイズに合わせて、直したとか？


　そうだよな、まさか俺なんかにそんな金、かけないよな。


　鏡の前で、篤志がぐるぐるとそんなことを考えていると、背後に秋成の姿が映った。


「待たせたな」


　篤志は思わず、振り返って目をみはる。


　秋成は、一目で上質なものとわかる黒のジャケットに、白いシャツを合わせて、袖そで口ぐちからは美しい金色のカフスボタンを覗のぞかせていた。ジャケットと同じ黒のパンツは、大きなバックルを持った白く太いベルトで留められている。


　上質なジャケットは、すらりとした秋成の、しっかりとした肩かた幅はばやつくべき部分に筋肉がついて張りのあるからだを嫌いや味みなく主張していたし、イノセントな雰ふん囲い気きを漂ただよわせる白いシャツは、彼の甘いが男らしい顔だちと相反して、人目をひくほどの色気を漂わせている。


　――すげえ、かっこいい。まるでファッションモデルみたいだ。


　なんか、俺一人で見てるのがもったいないくらい。


　篤志は思わず、ぼんやりと見み惚とれた。


「ま、こんなもんか。あ、そうだ」


　鏡を覗き込んで全身をチェックしていた秋成は、思いついたようにそう言って、再びクロゼットに入ると、一本のネックレスを持ち出してきた。それはゴールドと細かいダイヤが組み合わされた、野性的で美しいネックレスだった。


　秋成はそれを無造作に身につける。白くイノセントなシャツとの絶妙なアンバランスが、かれをひどくセクシャルに見せた。


　吸い寄せられるようにみつめている篤志に、秋成は軽く片目をつぶってみせる。


「普ふ段だんはこういうデザインは、身につけないんだけどな」


　篤志は掠かすれた声で問い返す。


「…じゃあ、なんで？」


「男にしてはセクシー過ぎて笑えるだろ。でも、これはちょっと、特別なんだ」


　――似合うのに。エロくて、妙みような気分になるくらい。


　そんなことをふと思い、篤志は自分の考えたことに動どう揺ようして、顔を赤らめた。








　二人が『jupiter』に到とう着ちやくすると、会場となるフロアはすでに人であふれていた。日本人だけでなく、外国人も多いようだ。


　最さい奥おうのステージからのびるランウェイは仮設だというけれど、フロアの照明がほどよく落とされているせいか、とても仮設には見えない。


　ランウェイを取り巻くように集まっている人々は、人種に拘かかわらず男も女もファッショナブルだ。特にほとんどの女は、目にする男の胸を騒さわがせるような、上品さを伴ともなってはいるものの露ろ出しゆつの多いドレスを身につけている。


　そういった客たちは、それぞれバーカウンターや従業員から飲み物を受け取り、フロア上方のＤＪブースから次々と流される音楽を楽しんで、談だん笑しようしている。


　その様子はこれからショウが始まるのにふさわしい華はなやかさを醸かもし出していて、篤志には、まるで映画かなにかのワンシーンのように見えた。


　ひどく気き後おくれして足取りの重くなった篤志は、秋成に背を押されるようにして会場に足を踏ふみ入れる。すると、人々の視線が次々に集まってきた。


　秋成と一いつ緒しよにいる時には遭そう遇ぐうすることだったが、今日はどうも違い和わ感かんを覚えて、篤志は首をひねる。


　視線が、自分の方にまで感じられるのだ。


　篤志が辺りを見回すたびに、何人もの女の子と視線がぶつかる。


　今までの経験から言って、自分の容姿は悪くはないと思うものの、これほど他人の視線を感じたことはない。


　――と、いうことは。


　やっぱ、俺、場ば違ちがいなんだ。


　篤志は思わず身を翻ひるがえそうとして、秋成に腕うでをつかまれ、顔をのぞき込まれた。


「どうした？」


　篤志は秋成を見上げる。


「芳田さん…俺、なんか、場違いな気がする」


　篤志の心細そうな表情に、秋成はおかしそうに眉まゆをあげた。


「そうか？　俺には、篤志の興味を惹ひきたくてうずうずしてる女の子たちがいっぱい見えて、安心して飲み物も取りに行けないぐらいだけどな」


「はあ？」


「ほら、一緒にカウンターに行くぞ」


　驚おどろく篤志の腕をつかんだまま、秋成はバーカウンターの方にからだを向けた。








　篤志がジン・ライムを、秋成がウイスキー・ソーダを受け取った時、フロアが真っ暗になった。


　ＤＪの早口な英語とともに、大音量の音楽が湧わき起こる。


　篤志が驚いて振ふりかえると、ステージがまぶしいほどに照らし出されていた。


　床ゆかを響ひびかせる激しいリズムにのって、踊おどるような足取りの男女が現れる。


　次々と現れる彼らは男女どちらも様々な人種で、誰だれもが服を美しく印象づけるからだを持っていた。


　けれども、印象づけられたのは服だけではない。彼らの肌はだや瞳ひとみの色までもが人々の心に訴うつたえかけているように見える。


　それは、彼らが身につけている様々なアクセサリーのせいだ。


　種類やデザインは変われども、どれも、大ぶりの宝石が美しく上品にあしらわれている。


　彼らがからだを揺ゆらすたびに、それらは光を受けてきらきらと輝かがやき、つけている者の雰囲気を様々に色づけるのだ。


　しばらくしてリズムがゆるやかな音楽に変わると、先ほどまでとは全く雰囲気の違ちがう男女が姿を見せた。


　ある者は緊きん張ちようし、ある者は得意げな表情をした彼らは、明らかに素しろ人うとだとわかる。しかし、彼らにもアクセサリーはよく馴な染じんで、先ほどのモデルたちと同じような雰囲気を彼らにまとわせていた。


　観客たちは喜び、大きな歓かん声せいや声せい援えんをあげては口笛を吹ふき鳴らす。


　周囲の盛りあがりに呑のまれながら、篤志は悠樹の話を思い出していた。





「それ、『abyssalアビユーサル glareグレア』の新作コレクションじゃねーの？」


　――来週の土曜、会場は『jupiter』。


　篤志からのその情報だけで、悠樹は即そく座ざにそう言った。


「『abyssal glare』？」


「女の子にすげー人気のある、アクセサリー・ブランド。宝石とかをゴージャスに使ってるのに下品に見えないからって、アカデミー賞授賞式の時に女優がよくつけてたり、パリとかミラノのコレクションに招待されたセレブが身につけるんで、有名らしいぜ。俺もあれが似合う女は、結構好き。ただすげえ高いから、買ってくれとかねだられちゃうと、マジ無理って思うんだけど」


「へえ」


　篤志がたいして興味を惹かれたふうでもなく相あい槌づちをうつと、悠樹はそんな篤志をじろりとみやって、学食のテーブルに身を乗り出した。


「お前、相変わらずそっち方面うといなー。そのパーティ、今すげー話題になってんの、知らねーの？」


「知らない。なんで？」


「『abyssal glare』の店って、ＮＹにしかなかったんだよ。なんでもオーナー兼けんデザイナーは日本人なんだけど、ＮＹ留学中に友人のためにデザインしたアクセサリーが話題になって、そのまま店を出しちゃったかららしい。でも今度、日本に出店することになってさ。それを記念して、そのコレクションに出るモデルの一部を日本で一いつ般ぱん公こう募ぼしたんだよ。大物芸能人やモデルも応募して、一時期大おお騒さわぎだったんだぜ？」


「へえ」


「…秋成さんも、なんでこんな奴やつを誘さそうかなあ。ぶたに真しん珠じゆって、まさにこういうことを言うんじゃねえの？」


　何を言ってもあまり興味を示さない篤志に、悠樹はそう言ってふてくされた。





　――ほんとだよ。なんで俺なんて、誘ったんだろう？


　篤志はこっそりと、隣となりでステージを見つめる秋成を見上げる。


　秋成はすぐに篤志の視線に気づき、篤志と視線を合わせた。


　軽く眉をあげて、どうしたのかと尋たずねてくる。


　篤志が口を開こうとした途と端たん、音楽がウエディングソングのアレンジに変わって、篤志の視線をステージに引き戻もどした。


　ステージ奥から、まだ幼くて可愛かわいらしい女の子が二人、ウエディングドレスに身を包み、ギャラリーに花をまきながら楽しそうにスキップして来る。


　その後から、やはりウエディングの装よそおいをした男女が、幸せそうに踊りながら現れた。


　彼らの幸せそうな笑え顔がおと身のこなしに引き込まれ、本当に知人の結けつ婚こん式しきに出席したような幸福感を覚えた篤志は、ほうっと、ため息をつく。


　――すげえ、迫はく力りよく。ファッションに興味ない俺でもこんなに楽しめるなんて思わなかった。他の、いわゆるファッションショーってやつも、みんなこんな感じなのかな？


　すべてのモデルが袖そでに消えると、荘そう厳ごんな鐘かねの音が鳴り響いてショウの終わりを告げた。


　その余よ韻いんを拭ぬぐい去るように音楽が再び軽快なものに変わると、ショウに出たモデルたちが先ほどの格好のまま、すらりとランウェイに並んだ。


　その中を、遠目にも鮮あざややかな黒くろ髪かみを持つ、美しい女が歩いて来る。


　観客たちの間だけでなく、ステージ上のモデルたちからも、大きな拍はく手しゆと歓声、口笛が沸き起こった。


　その歓声と周囲の囁ささやきから、どうやら彼女が『abyssal glare』のデザイナーだとわかる。


　女が身にまとっている美しい桜色の絹のドレスは彼女のスタイルの良さを証明していたし、観客に向ける美しい眼まな差ざしは知性的で、優ゆう雅がな足取りとともに存在感を際きわ立だたせていた。


　彼女は華やかな笑顔を浮うかべて、ギャラリーに挨あい拶さつするように、軽く手を挙げながら歩いていたが、親しい友人や顧こ客きやくらしき人々を見つけると、大きく手を振った。


　――綺き麗れいな人だなあ。


　篤志がぼんやり眺ながめていると、ふいに彼女がこちらに振り向いた。


　ひときわ晴れやかな笑顔を浮かべると、大きく手を振ってくる。


　ぎょっとした篤志が後ろを確かく認にんしようとすると、隣で苦く笑しようしながら片手を挙げて応こたえている秋成の姿が目に入った。


　篤志は半ば呆ぼう然ぜんとしながら、仲なか睦むつまじげな彼らの姿に、ぽつりとした小さな不安を押しつけられたように感じていた。





　小さな不安は、すぐに小さなしみとなって胸に広がることになった。


　ショウが終わると、再びフロアには適度な明るさが戻り、人々の会話を促うながすような音量の音楽が流される。


　料理がサーブされ、パーティが始まった。


　すると秋成は、あっという間に多くの人々に囲まれてしまう。彼らは入れ替かわり立ち替わりやってきて、途と切ぎれるということがなかった。


　彼らの話は、秋成が最近手がけた仕事の賞賛に始まり、最近はやっている音楽や映画、芸術までと多た岐きに亘わたる。秋成と長く話し込む者もいた。


　また、美しい女たちも多く秋成のもとにやってきた。彼女たちは、冗じよう談だんとも本気ともとれるような誘いの言葉を投げかけては、秋成にまとわりつく。


　秋成もそんな彼女たちをけして適当には扱あつかわず、時には彼女たちの誘い以上に魅み力りよく的に迫せまって彼女たちとの会話を楽しんでいるように見えた。


　そんな秋成を見ていると、なんだか胸がざわつくように感じて、篤志は彼女たちから視線を外した。


　すると、『abyssal glare』のデザイナーの姿が目に入る。


　彼女は周囲の人と挨拶を交かわしながら、明らかにこちらを目指して近づいてくる。


　やがて秋成の周りの人々も彼女に気づいて、歓声をあげた。


「紗さ絵え子こさん！　今日も、とってもよかったわー！」


「ほんと！　私、もう欲ほしいものだらけ！　今度お店に伺うかがうわね！」


「新作も素す敵てきなデザインでしたが、ショウアップの方も素晴らしかったですね。あれだけ人を惹ひきつけるショウは、あまり経験がありませんな」


　彼女はあびせかけられる数々の賞賛に対して丁てい寧ねいに礼を述べると、ごく自然と話題に加わる。


　すると、先ほどまで秋成にまとわりついていた女たちはさりげなく身を離はなし、その他の人たちも、自然なタイミングで一人、また一人と話の輪から抜ぬけていった。


　彼らのその行動に嫌いやな雰ふん囲い気きはなく、むしろ彼女と秋成が二人きりになるのは当然だといったふうだったから、篤志は落ちつきをなくす。


　――もしかして、俺、邪じや魔ま!?


　とうとう三人だけになると、秋成が改めて二人を引き合わせた。


「今さらかもしれないけどな。篤志、彼女が今日のパーティを主しゆ宰さいした友達で、桜さくら川がわ紗絵子。『abyssal glare』って宝ほう飾しよくブランドのオーナー兼デザイナーだ。紗絵子、こいつが、篤志。…えーと、苗みよう字じは……」


「岸きし本もと。岸本篤志、大学生、です」


　篤志が名乗ると、紗絵子は力強く大きな瞳ひとみをぎらきらとさせて、じっと篤志の顔を覗のぞきこんだ。


「はじめまして。あなたが、篤志くんね」


　それから紗絵子は、篤志の上から下まで視線を走らせた。


　その視線にぶしつけなものはなかったけれど、何かをすばやく見定められている感じがして、篤志は落ちつかずに視線を泳がせる。


　すると評価を下したのか、紗絵子はにっこりと微笑ほほえんだ。


「うん、すごく、キュートじゃない。やっぱり、連れてきてもらって良かった！　篤志くん、じろじろみちゃってごめんなさいね」


　紗絵子はもう一度篤志に笑いかけると、今度は秋成の方に向き直った。


「それに比べて、秋成、あなたのその格好、なーに？」


　秋成は肩かたをすくめておどけてみせる。


「セクシーだろ？」


「そりゃ、いつもどおりセクシーでいらっしゃるけど？」


　紗絵子はそう言いながら、秋成に向かってほっそりとした白い手を伸のばした。


　綺麗にマニキュアがほどこされた美しい指先で秋成の顎あごをもちあげる。


　秋成のからだがごく自然にそれを受け入れたため、紗絵子の指先はそのままゆっくりと首もとをまさぐった。


　そのまま、胸むな元もとのボタンを一つずつゆっくりと外していく。


　その様子は妙みようになまめかしく見えて、篤志はぎこちなく視線を外した。


「やっぱり、このネックレスつけてる！」


「なんだよ？」


「いくら私があげたからって、こういう場につけてくるって、どうなの!?」


「こういう場だからこそ、ふさわしいんじゃないか？　つけてやってるんだから、少しは喜べよ」


　――この二人、恋こい人びと同士、なのかな。


　紗絵子の行動や二人の会話、秋成の子供のように少し乱暴な言こと葉ば遣づかいに、篤志はそんな連想をしてしまう。


　――あのネックレス、紗絵子さんに贈おくられたものなんだ。だから、普ふ段だんはしないデザインだけど、今日はしてるんだ…。


　胸の奥がしめつけられるように感じて、篤志は少し、息を吐はき出した。


「篤志くん？」


　急に名を呼ばれて視線を戻もどすと、いきなり頰ほおを両手で挟はさまれた。


　紗絵子はためらいもなく篤志の顔を自分のほうに引き寄せ、瞳をのぞき込んでくる。


「どうしたの？　顔色、悪くない？」


　近くで見る紗絵子の肌はだは白く透すけてしまいそうなくらい美しく、またとても良い香かおりがした。


　篤志は反射的に頰を染める。


　すると、大きな瞳を見開いた紗絵子に、頭を抱かかえるようにぎゅっと抱だきつかれた。


「もーっ、かわいい!!」


　慌あわてて篤志がからだを離そうとすると、秋成の腕うでが差し込まれ、紗絵子から篤志を引き剝はがした。


「おい、やめろよ！」


　怒おこったようにそう呟つぶやく秋成を見て、篤志はまた、肩を落とす。


　――そんなに紗絵子さんのこと、好きなのか…。


　また少し、胸の奥がしめつけられて、篤志はそっとため息をつく。


　――だいたい、ここに俺を連れてきたのだって、紗絵子さんが会いたいって言ったからみたいだし。


　そんなふうにぼんやり考えた篤志は、慌てて自分の考えを打ち消した。


　――なに、考えてんだよ？


　俺、別に、芳田さんのこと、そーいう意味で好きじゃねえし！


　篤志は、くすくす笑って秋成に何かを囁ささやいている紗絵子と、顔を赤くして怒ったようにそれに答える秋成をぼんやりと眺めた。


　――あれだけ綺き麗れいな人だったら、ほんとお似合い、だよな。


　やっぱり、あの時のことは、遊びだったんだ。


　そんなことを考えてしまうと、やはりなぜかため息がこぼれる。


　――なんだよ、あーもう、俺、今日、おかしい!!


　そんな篤志の心中には気づかず、勢いよく篤志に向き直った紗絵子は、篤志を質しつ問もん攻ぜめにし始めた。


「篤志くんって、なに勉強してるの？　サークルには入ってる？　どんな本読むの？　好きな映画は、音楽は？」


　篤志がそれに従順に答え、尊敬している小説家の名前を口にしたところで、紗絵子は、ぱちん、と指を鳴らした。


「浅あさ田だ啓けい介すけ！　今日、来てるわよ！　紹しよう介かいしようか？」


　篤志が思わずうなずくと、紗絵子は篤志の腕に自分の腕を絡からませて、秋成に手を振ふった。


「じゃ、ちょっと、篤志くんを借りるわよ！」


「ちょっ…」


　秋成は二人を制止するように手を伸ばしかける。しかしその時、知り合いらしき人物に声をかけられてしまい、秋成は仕方なくその人物の相手を始めた。


　篤志は紗絵子の勢いに呑のまれ、あっさりと引きずられていく。





　浅田啓介の小説は、ユーモラスな文体やモチーフの中にも哲てつ学がく的な部分を感じさせる。その妙に乾かわいた感じから、篤志はなんとなく、茶目っ気のある老年の紳しん士しを想像していた。


　しかし浅田啓介本人を見た瞬間、それはあっさりと裏切られる。


　浅田啓介は、モデルのように背が高く、洒落しやれた眼め鏡がねをかけて、知性あふれる清潔な顔だちをしていた。


　下へ手たにスーツなどを着てきたら野暮ったく見えてしまいそうな会場で、実に洗練された着こなしをみせている。スーツの上質さはもちろんだけれど、啓介のからだには充じゆう分ぶんな肩かた幅はばがあって適度に筋肉がついているため、それがより美しく映はえて見えるのだろう。


　少し冷たそうな眼まな差ざしや長い手足が啓介をセクシーに見せ、周囲の女性の視線を集めていた。


　――うわ、頭良さそう…しかも、めちゃめちゃクールそうだな…。


　憧あこがれの作家に会うことができて、篤志は初め緊きん張ちようしていたけれど、紗絵子が上手に篤志の援えん護ごをしてくれたので、やがて様々な話をすることが出来た。


　特に嬉うれしかったのは、啓介も、篤志が熱ねつ烈れつに好きな映画監かん督とくのファンだということだ。


　篤志は苦しい経済状態の中でも、その監督の作品だけは試写会、もしくは公開初日に見にいくほどの熱烈なファンだった。


　しかしそれらはどれも、日本では常に単館でしか上映されないようなもので、篤志の周りにそんな話ができるような知り合いはまずいなかったから、話は一気に盛りあがった。


　しばらくして紗絵子は他ほかから呼ばれて、輪から抜ぬけてしまった。その時、篤志も秋成の元に戻ろうと思ったけれど、啓介が熱心に引き止めてくれたことと、秋成の周りにはまた人の輪ができはじめていたこともあって、篤志は秋成が迎むかえにくるまでずっと、啓介と話し込んでいた。








　帰りの車の中には、妙に気まずい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


　秋成が、不ふ機き嫌げんだからだ。


　啓介と話し込む篤志に、帰ると告げに来た時からなんだか様子がおかしかった。


　わずかに眉まゆ根ねを寄せ、むすっとして、黙だまっている。


　篤志は仕方なく、紗絵子の美しさを褒ほめてみた。


「紗絵子さんって、ほんと、綺麗ですよねー。東洋の美女、って感じ」


「そうだな」


　全然、話が進まない。


　篤志はため息をついて、自分のしたい話をすることに決めた。


「芳田さんと紗絵子さんが知り合いなのも驚おどろきましたけど、紗絵子さんと浅田啓介が知り合いなのも、凄すごいですよね。もしかして、芳田さんとも知り合い？」


　それには答えず、秋成はぶすっとしたまま、じろりと横目で篤志をみやった。


「…奴やつの印象は、どうだったんだ？」


「俺、すごく浅田啓介の小説が好きで、もう少なくとも十回は読み直してるんです。でも、何回読んでもいつも違ちがう部分が面おも白しろく思えて楽しめるし、へこんでる時は、なんか元気が出るんですよ。で、それだけのものが書けるってことは、やっぱ、経験豊かで、年とってる人なんだろうなと、勝手に思ってたんです。あんまり格好良くないんだろうな、とか。でも、全然違ちがうから、びっくりした」


「それで？」


　秋成は前を向いたまま、こちらをちらりとも見ずにそう言ったけれど、ようやく話に乗ってきた、と思った篤志は力強くうなずいてみせた。


「うん、すごく、かっこよかった！　超ちようクール！　ばりばり仕事しそうなエリートって感じ！」


「へえ…お前は、そういうのが好きなわけ？」


「好きっていうか、憧れる感じかなあ…俺も、あんなふうになってみたいっていうか。それより、啓介さんて」


「啓介さん!?」


　話を遮さえぎった秋成の声がいつになく鋭するどく感じられて、篤志はちょっと驚いた。


「…って、浅田啓介のことです。下の名前で呼んで良いいって、言ってくれたんで」


「…へえ。で？」


「で…えっと、話してみたら、俺と啓介さんてけっこう趣味しゆみが合うんですよ。すごくマイナーな映画監督が好きだったり」


　再びその話題に対する情熱が湧わきあがり、篤志は一生懸けん命めいに話し始める。


　いかにその映画監督に才能があるか、どんな作品を撮とっているか、そしてその作品がどんなに素す晴ばらしいか、自分がどんな場面に感動したか、どんなことを考えたのか。


　今はまったくマイナーだけれど、これから絶対、世に出てくるに違いない！


　篤志が熱くしゃべり続けているうちに、ＢＭＷは秋成のマンションに到とう着ちやくし、地ち下か駐ちゆう車しや場じように滑すべり込んだ。


　車から降りて、エレベーターに乗り込んでも、篤志は話し続ける。


「…それで、その監督のこと知ってて好きだって人はめったにいないから、遭そう遇ぐうできたっていうのも凄く嬉しかったんだけど、俺が良いなって思う作品やシーンを啓介さんも良いって思ってるのが、また、すげー嬉しくて」


「へえ、偶ぐう然ぜんだな」


「ですよね!?　でも、やっぱ俺なんかより全然見方が深いし、感想も面白いんですよ！」


「あっそう」


　秋成は相変わらず気のない返事をしながら、玄げん関かんの鍵かぎを開ける。


　話に熱中している篤志は、なんの迷いもなく、ごく自然と秋成の後に続いた。


「うん！　俺、啓介さんの映画批評なんかも面白いんじゃ」


　篤志が後ろ手でドアを閉めた瞬間、いきなり抱だきしめられて、キスされた。


　驚いた篤志は、からだに巻きついた秋成の腕うでを引き剝はがそうとしたが、背後のドアに押しつけられ、ますます追い込まれる。


　熱い秋成の舌が、ぞろり、と篤志の口中を舐なめまわし、上うわ顎あごをなぞった。


　――い、きなり、なんだよ!?


　篤志が抵てい抗こうすればするほど秋成のくちづけは深くなって、篤志の瞳ひとみをけぶらせる。


　――だめ…だ、気持ちよく、なりそう…。


　観念した篤志がくにゃりとからだの力を抜くと、ようやく秋成の動きが止まった。


「浅田啓介の話は、もう終わり」


　そう言いながら離はなされた唇くちびるには、うっすらと唾だ液えきの糸がかかっている。


　――すげ、やらし…。


　篤志が思わずそれを凝ぎよう視しすると、秋成の舌がゆっくりと動いて、それを舐め取ってみせた。


　顎をつかまれ、目の中をのぞき込まれる。


　秋成の激しく光る瞳の色は、怒いかりに燃える美しい獣けものを連想させて、篤志はごくりと息を呑んだ。


　慌あわてて目を逸そらそうとすると、無理矢理戻もどされ、再びくちづけられる。


　今度は扱しごくような舌した遺づかいで、上顎を擦こすられた。


　そのまま舌を絡められ、口中を捏こねまわされて、篤志の呼吸は次し第だいに荒あらくなっていく。


　熱い舌の感かん触しよくに、口中とともに頭の中までめちゃめちゃにされる。


　――こいつ、キス、上う手ま過ぎ…！


　口中を這はいまわる舌の動きに呼応するように、下半身に熱い痺しびれが溜たまりはじめた。


　思わず両りよう腿ももを合わせてそれを隠かくそうとすると、容よう赦しやなく股こ間かんをつかみあげられた。


　突とつ然ぜんの硬かたい感触に、篤志は、びくん、とからだを震ふるわせる。


「キスだけで勃たったのか？　相変わらず、いやらしい奴だ」


　そのままぐりぐりとそこを握られ、篤志はびくびくと背を仰のけ反らせた。


「あっ、やっ、だあっ…！」


　自身をつかむ秋成の腕に手をかけたけれど、そのまま強くドアに押しつけられる。


　硬いドアに、ぐにぐにと尻しりが広がり、その硬さと冷たさに、篤志は喉のどを反らせた。


　その喉には舌が這わされ、歯が立てられる。


「あっ、はあっ…」


　全然違う場所なのだけれど、熱くて濡ぬれた、硬い感触に、篤志はこらえきれなくなって秋成の手のひらに腰こしを擦りつけてしまう。


　すると、ぴたりと手のひらを固定された。


　しかし一度追い始めた快感は止められず、篤志は秋成の手のひらにもじもじと自身を擦りつける。


　――嫌いやだ、こんなの、俺…みっともないっ…！


　男同士、なのに…。


　でも、だめだ、止められねー…。


　気持ち、いいっ…！


　羞しゆう恥ち心しんと罪悪感とがごちゃまぜになって、篤志にさらなる高こう揚ようをもたらす。


　するとシャツを引き出され、捲まくり上げられ、胸の尖とがりを剝むき出しにされた。


「あっ、うぅうん、はあっ…！」


　柔やわらかく敏びん感かんなそこに秋成の舌が伸のばされ、頭がおかしくなりそうなほどにしゃぶられる。


　湧き起こった甘い刺し激げきに理性を奪うばわれ、篤志はからだをのけぞらせた。


　途と端たん、その快感を吹ふき飛ばすような激しい痛みに襲おそわれる。


　ぎりぎりと、乳ち首くびに嚙かみつかれたのだ。


　篤志は思わず大声をあげて、秋成の髪かみの毛をつかむ。


「痛いてぇっ…！」


　篤志が悲鳴をあげるやいなや、すぐにそこは解放されて、癒いやすように舌で舐められた。


「なに、すん、だよっ…！」


　篤志が怒りを込めて見下ろすと、上うわ目め遣づかいで篤志を見上げる秋成と目があった。


　その瞳と唇にはひどく残ざん忍にんそうな光が浮うかんでいて、篤志はひくりと喉を震えさせる。


　……俺、この人に、食われる。


　わけもわからずそう思った篤志の乳首に、ゆっくりと舌が伸ばされた。


　――また!?


　篤志は一いつ瞬しゆん先ほどの激痛を連想して背をこわばらせたけれど、ただぴちゃぴちゃと砥められ、ほっとため息をついた。


　痛々しいほど赤みを帯びたその尖りが秋成の舌で愛されるさまは、震えがくるほどいやらしく見える。


　乳首が濡れて熱くなっていくのとともに、痛みで萎なえた篤志のものもまた膨ふくらみ始めた。


　しかし篤志がその快感を追い始めようとすると、また、ぎりぎりと嚙み締しめられる。


「つっ、痛ぇっ…て!!」


　今度は、すぐに、離れない。


　強く引き剝がすこともできず、篤志は、少しでも痛みから逃のがれるために背を丸め、秋成の頭を抱かかえ込んだ。


　するとぺろぺろと舐められる。


　血流が戻った乳首はひときわじんじんと痛み、篤志の瞳には生理的な涙なみだがじわりとにじむ。


「…なんで、こんなこと、すんだよ…？」


　やっとの思いで篤志がそう吐はき出すと、激しく唇を奪われた。


　なんどもくちづけられては、その度たびに、奥まで唾液を飲み込まされる。


　それはまるで、そこから篤志を食べようとするかのようで、あまりの激しさに、篤志は意識を飛ばしてしまいそうになった。


　すると、くちづけの合間に低く、小さく囁ささやかれる。


「…おしおきに、決まってるだろう。お前があんな奴やつの話ばかり、するからだ」


　ぼんやりしつつも、篤志はその言葉に反応して、わずかに目をみはる。


　――おしおき!?　それって、妬やいてるってこと…だよな？


　その驚おどろきはすぐに欲望に変わって、一気に篤志のものを膨らませた。


「ぅんっ…」


　くすくす笑いとともに、より一層深くくちづけられる。


「いきなりすごく、でかくなったぞ？　何を考えた？」


　パンツの上から指でゆっくりと形をなぞられ、篤志は恥はずかしさに涙をにじませてうつむく。


「これのことか？」


　すると顎をつかまれ、瞳を覗のぞきこまれながら、ぐい、と腰を押しつけられた。


　秋成のそこも、お互たがいの布を通してもはっきりとわかるほど、硬く大きくなっている。


「あっ…」


　――秋成も、感じて、くれてるんだ…。


　篤志はなぜかそこに安心して、大きな息のかたまりを吐き出した。


「ここで、するか？」


　耳もとで甘く囁かれ、篤志は急に、恥ずかしくなった。


「いや、だっ！」


　ぶんぶんと首を横に振ふって、秋成を睨にらみあげる。


　秋成は意地悪そうに目を細めて、篤志の鼻先すれすれにまで顔を近づけてくる。


「なんで？」


　そう囁かれ、ジーンズのジッパーを下ろされる。


　すでに篤志のものは下着を大きく押し上げていて、ようやくできた隙すき間まから解放されたように顔を覗かせた。


「や…だって言ったじゃん、こういうの！」


　篤志は真っ赤になって、秋成の手を振り払はらい、自分のものを押し込みながらジッパーを上げる。


　すると強ごう引いんに顎をつかまれ、秋成を仰あおぐように引き寄せられた。


「何言ってんだよ。お前が誘さそったんだろ？」


「誘ってなんか、ない！」


　間近で見た秋成の瞳ひとみには強い光が浮かんでいたが、篤志は負けじと必死に言い募つのる。


「へえ…誘ってない、ねえ…」


　獰どう猛もうな獣が獲え物ものを見つけた時のように目を細めながら、腰を数回擦りつけられて、篤志は激しく動どう揺ようした。


　二人の間の空気は、ますます濃こく、官能的になっていく。


　――だめだ。このままじゃ、逃にげられない。


　思い余った篤志は、後ろ手でそっとドアのノブを探さぐった。ドアを開けて、ひとまず距きよ離りを置こうと思ったのだ。


　しかし秋成はすぐに篤志のたくらみに気がついてしまい、にやりと笑うと、自らノブを回した。


　秋成は細くドアを開けながら篤志にからだを押しつけ、そのドアの隙間に篤志を挟はさみ込んだ。


　ゆっくりと篤志の頰ほおにくちづけ、囁く。


「今、もし、お前が逃げたら、追っかけていってエレベーターの前で無理矢理やるけど、それでも、いいよな？」


　――いいわけ、ないだろ！


　慌あわてて首を横に振った篤志の表情を見て、秋成はくすくす笑ってノブから手を放す。


　ばたん、と音を立ててドアが閉まった。


　耳たぶに唇くちびるをつけられ、言葉を吹き込まれる。


「じゃあ、自分で、鍵かぎ、かけろよ」


　――もう、逃げられない。


　篤志は覚かく悟ごを決めるため、一回ぎゅっと目をつぶってから、震ふるえる指先を伸ばした。


　かちゃり、と鍵がかかる。


　篤志が息を吐き出すと同時に、なんども首筋にくちづけられた。


「良いい子だ。それじゃあ改めて、誘ってもらおうか」


　篤志はぎょっとして秋成を振り返る。


　そのまま顎あごを捉とらえられ、くちづけられた。


「ほら、言えよ。お前はどこで、やりたいんだ？」


　熱っぽい秋成の瞳に煽あおられて、篤志はごくりと唾つばを飲んだ。


「ここか？　それとも、ベッド？」


「…ベッド…」


　篤志は声を掠かすれさせて、そう答える。








「あっ、はぁっ、あぅ、ん…！」


　裸はだかで抱だきあった秋成に胸の突とつ起きをねぶり回され、歯を立てられて、篤志は何度も声をあげた。


　濡ぬれたそこからは、じんじんとした疼うずきが沸わき起こって、篤志の下半身に焼けるような熱さをもたらしていく。


「女みたいなでかい声あげて、そんなにここが気持ちいいのか？」


「あっ、や、あっ、は、あっ…」


　篤志は下半身の熱さと秋成の言葉に煽られて、一度だけ、覆おおい被かぶさっている秋成の腰こしの熱く硬いものに、自身を擦こすりつけてしまった。


「お前、エロ過ぎ」


　秋成はにやりと笑うと、篤志の顔中にキスの雨を降らせてくる。


　最後のキスで、唇をこじ開けるように舌を入れられた。


　そのまま口中を舌で犯おかされ、篤志のものと擦り合せるように腰を蠢うごめかされる。


　――秋成の…熱くて、ぐしょぐしょ…すげ、気持ち、いい…。


　熱く濡れた感かん触しよくに煽られ、篤志はますます追い詰つめられていった。


　濡れたものが擦り合わされ、ぐちゅぐちゅといやらしい音が立ち上り始める。


　――この音、エロ…い、やばい…って…！


「あっ、は、ああっ…！」


　なんとか這はい上ってくる欲望を逸そらそうと、篤志は背をのけぞらせ、からだ全体でシーツに皺しわを作った。


　喉のどから鎖さ骨こつ、胸の突起へと唇が落とされ、そのまま先せん端たんにもくちづけられる。


「んんっ…！」


　秋成の唇の柔やわらかい感触に、篤志は腰こし骨ぼねを震わせた。


　そのまま数回くちづけられ、ねっとりと根元から舐なめられて、篤志は悲鳴のような喘あえぎ声をあげた。


「やっ、ああっ！」


　突つき上げられるような熱くて甘い刺し激げきを逃のがそうと、夢中で膝ひざを立てて脚あしを広げ、シーツに尻しりを擦りつける。


　自分が今どんな格好をしているかなんて、思う余裕もとうになかったのだけれど、快感の涙なみだに滲にじんだ視界の隅すみで、秋成のものがひときわびくびくと大きくなったのが見えた。


　膝をつかまれ、容よう赦しやなく押し広げられる。


「へぇ…お前の、綺き麗れいな色してるな…」


　――変なこと、言うなっ…！


　そう篤志がわめこうとした瞬しゆん間かんに、篤志のものは秋成の口内に引き込まれ、熱い舌を巻きつけられた。


「あっ！　やっ、や、あっ…!!　やばい…って…！」


　先端を割るように舌で探られ、喉奥に引き込むように扱しごかれて、篤志は形の良い尻をめちゃくちゃにシーツに擦りつける。


　篤志の先端から透とう明めいなものが迸ほとばしり、秋成の喉の奥を叩たたくと、一層激しく口を使って扱かれた。


　秋成の口の端はしからは、唾だ液えきとも先走りともつかないものが、滴したたり落ちていく。


　端たん整せいな男の唇から透明な液体がこぼれるさまはあまりに卑ひ猥わいで、篤志は思わずびくびくと腰を震わせた。


「や、で、る…出、るっ…！」


　篤志は内うち腿ももをびくびくと痙けい攣れんさせながら、必死で秋成の口を引き剝はがそうとするが、いっそう強く尻をつかまれ、さらに喉奥に飲み込まれるように強く吸われて、悲鳴に近い絶頂の声をあげた。


「ああ―――!!」


　びくん、びくんと腰を震わせて精を噴ふきあげる。


「やっ…」


　他人の口の中で果ててしまった衝しよう撃げきは大きく、篤志は快感で涙を浮うかべながらも呆ぼう然ぜんと自身のものを見下ろした。


　すると、涙で滲んだ視界の中に、ごくん、と喉を鳴らした秋成の姿が飛び込んでくる。


　篤志もごくん、と息を呑のむ。


「…もしかして、飲、んだ？」


　掠れた声で篤志がそう問うと、秋成は甘く笑って親指の腹で口の端をぬぐってみせた。


「――!!」


　衝撃で、篤志は仰あお向けにベッドに倒たおれ込む。


　すると、からだの上をずりあがるようにして秋成に覆い被さられた。


　頰にくちづけられ、瞳を覗のぞきこまれる。


「俺以外の、他の何をも、考えられないようにしてやるよ」


　――え？　なに…。


　篤志がそう思った瞬間、膝の裏を掬すくわれ、腰を高く持ち上げられた。


　どこからいつのまに持ち出したのか、たっぷりとジェルが垂らされる。


「！　やっ…！」


　篤志は、そのいやらしい格好と、冷たいジェルの感触に背を震わせた。


　――秋成、見て、るっ…！


　後ろの穴に、秋成の視線を痛いほどに感じる。


　からだが一気に熱くなり、篤志は足をばたつかせた。


「や、めろって…！」


　すると、秋成は微笑ほほえみながら篤志の顔を覗きこんでくる。


「嫌いや？　ここはそうは言ってないぜ？」


　ちょんちょんとそこを指先で突つかれて、篤志はびくんと腰を揺ゆらした。


「んあっ、い、やだっ…」


「ほんとか？」


　秋成の煽るような眼まな差ざしに、篤志は羞しゆう恥ちで頰を染め、思わず目を逸らした。


「いやだって言ってるだろ！」


「はいはい」


　軽い笑いとともに、腰から下を揺らされる。身体からだの熱さでぬるんだジェルが、尻の割れ目を伝って流れ始めた。


「は、あっ」


　その感触にすら煽られる篤志の後ろに、秋成の指先が、ジェルをすくいあげては戻もどしていく。


　そして戻すたびに、少しずつ、指先を穴の中に埋うめていく。


「あ、やっ、あっ、はあっ」


　篤志の呼吸は、徐じよ々じよにその指先に支配され始めた。篤志のそこは徐々に熱を帯びていき、じりじりと篤志の芯しんを焼き始める。


「お前、ここでもすげえ感じるんだろ？　また、勃たってきたぜ？　いやらしいな」


　篤志は必死に首を横に振ふってみせる。


「また違ちがうって言うのか？　俺の指だけでこんなにエロい反応してて、違うわけがないだろ」


「ちがっ、…んあっ！」


　篤志がそう口にした途と端たん、長い指を一気に根元まで埋め込まれた。


「ああっ、やああっ！」


　違い和わ感かんを感じる暇ひまもないうちに、秋成の指先に感じる箇か所しよを擦られて、篤志は喉を反らし、背を仰のけ反らせてびくびくと全身を痙攣させた。


「ほらな？　すぐにそうやって、でかくするだろ？」


　秋成に煽あおられた通り、篤志のものはすぐに屹きつ立りつし、先端に透明な粒つぶを浮かべる。


　――うそ、おれ…なんで!?


　こんなとこで、こんな、きもち、いいなんて…。


　ちがう！　こんなの、おれじゃない！


　疾しつ風ぷうのように湧わき起こった快感から逃のがれようと、篤志は秋成の指を抜ぬくため上にずりあがろうとした。


　しかしそれは叶かなうどころか、さらにジェルを流し込まれて、指が二本に増やされる。


「ああっ…！」


　――もっと、きもち、い…！


　篤志は内腿に力を入れて、いやらしい音とともに起こる甘い衝撃を逸らそうとした。


　しかし篤志のものはびくびくと震ふるえ、その先端からは透明なものが幾いく筋すじも伝い落ちていく。


　その様子を見た秋成は、意地の悪い微笑みを口元に浮かべると、形の良い指を伸のばして、ぴん、とそこを弾はじいた。


「あぅんっ！」


　その衝撃は、電流のように篤志の全身を走って震わせ、女のようなよがり声をあげさせる。


「すごい、だらだら。達いかせて、やろうか？」


　辛つらく甘い刺激から早く逃れたくて、篤志はがくがくと首を縦に振った。


　すると秋成の指が、篤志の根元に絡からみついた。そのまま扱きあげてもらえるのだと、篤志は思わず安あん堵どのため息を漏もらす。


　しかし秋成の指は、力強く根元を絞しぼっただけだった。


　――これじゃ、達け、ない…っ。


　篤志がそう口にするまえに、後ろを支配していた指が一気に引き抜かれる。


「―――!!」


　次の瞬間、太く熱いものが一気に押し込まれた。


　違和感というには熱く、快感というには激しすぎる衝撃が篤志を襲おそう。


「――[image: 〓]」


　篤志は声もあげずに絶ぜつ叫きようし、びくびくと内腿を揺らした。


「きつ…もっと、ゆるめろよ」


　篤志の締しめつけに秋成は少し顔をしかめて、ゆっくりと腰こしを揺すりあげる。


　――いや、だ、出るっ…!!


　再び大きな秋成のものに内うち襞ひだを押し広げられ、その衝撃に篤志はがくがくと全身を痙攣させた。埋め込まれた秋成のものの代わりに、篤志の中のものが押し出されるような感かん触しよくがある。秋成の指で引き絞られていなければ、確実に篤志は射精していただろう。


　精の代わりに、篤志は声を絞り出した。


「…で、きないっ…!!」


　秋成はため息をつくと、根元を絞ったまま、空いた手で篤志のものを数回擦こすりあげた。


「あ、んっ！」


　貪どん欲よくに刺し激げきを欲ほしがっていたそこにようやく快感が与あたえられ、篤志のからだから力が抜ける。


　すると緩ゆるんだその隙すきを狙ねらわれ、さらに奥まで秋成のものを埋め込まれてしまう。


「―――[image: 〓]」


　太く硬かたいものに全身を支配されて、篤志はのけぞった。


　からだの中の全すべてのものが押し出されて、呼吸もできない。


　頭が真っ白になって、何も考えられない。


　すると秋成に手を取られ、結合部分をゆっくりと指で撫なでさせられた。


　そこにはびっちりと隙すき間まなく秋成のものがはめこまれ、熱く、ぬるぬるとしている。


「あっ…」


　指先に伝わる感触に篤志が全身を震わせると、秋成もわずかに腰を震わせた。


「っ…わかるか？　ぴったり、入ってる」


　下腹を軽く撫でられ、ぐっと押さえつけられる。


　中と外から圧力を受ける苦しさに、篤志はわずかにうめいた。


「う…」


「ここに入っているのは、俺だ。よく、覚えておけよ」


「…っ」


　秋成は、篤志の根元を堰せき止めたまま、からだを折り曲げるようにして篤志の耳もとに囁ささやいた。


「これから俺ので、お前を、めちゃくちゃにしてやるよ」


　秋成は体を起こすと、激しく腰を動かしはじめた。


「あっ、や、やめっ…！」


　その動きによって、堰き止められている篤志のものも、秋成の逞たくましい腹筋でこすりあげられる。


「ん、あっ、あっ、あっ」


　はじめは違和感と痛みしか感じられなかった抽ちゆう挿そうも、前後を熱く擦られているうちに、尻しりを振りたてずにはいられないようなもどかしさに形を変えた。


「あっ、あっ、ひっ、やぁあんっ！」


　篤志は、刺激に耐たえきれず、女のようなよがり声を上げる。


　もう、自分をコントロールできない。


　――もっと、欲しい。


　もっと擦って、ぐちょぐちょにして、奥まで突つっ込んで、熱くして、欲しい。


「あっ、あん、んっ、ああっ…！」


　突き上げられるたびに、篤志はあられもない声を漏らし、それがますます秋成の動きを激しくした。


「あっ、やっ、やあっ…!!」


　わけがわからなくなるくらい、下半身に熱が溜たまっていく。


　熱を、吐はき出したい。


　篤志は夢中で手を伸ばし、自分のものを堰き止めている秋成の指を外そうともがいた。


「あっ、あんっ！　これ、これっ…放せよぉっ…！」


　秋成が、ぴたりと動きを止める。


「んうっ」


　もどかしさはますますひどくなり、篤志は腰を揺ゆらして、先をせがむ。


「達きたいか？」


　荒あらい息とともにそう囁かれ、篤志はぎゅっと目をつぶって、激しくうなずいた。


「じゃあ、俺の言うこと、一つ聞け」


　覆おおい被かぶさられて、入っているものの角度が変わり、篤志は目をつぶったまま甘い声をあげる。


「俺のことも、これからは名前で呼べよ」


　篤志が驚おどろいて目を開けると、すぐ目の前に秋成の顔があった。


　甘く端たん整せいな顔は汗あせにまみれ、頰ほおは紅潮して、篤志を煽るような意地の悪い微笑ほほえみを口元に浮うかべている。


　呆ぼう然ぜんと秋成を見つめ返した篤志は、ふとその瞳ひとみの奥に、見捨てられた子供のような甘く切ない光が浮かんでいることに気づいた。


　それは本当にごく微かすかなもので、すぐに他の色に紛まぎれて消えてしまう。


　――今の…？


　篤志が言葉を失っていると、秋成は焦じれたように腰を揺らす。


「ほら、呼んだら、いかせてやるよ」


「あっ…」


　――くそ、そんなかわいいこと、言うなよ…！


　篤志は、思わず手を伸ばして秋成の頭を引き寄せた。


　そのまま耳もとで、そっと彼の名前を告げてやる。


「あきなり…っ」


「っ…！」


　秋成はぶるりと全身を震わせると、ひときわ強く抽挿を繰くり返した。篤志のものを堰き止めていた手を放し、自身の抽挿に合わせて扱しごきあげる。


　ようやく与えられた熱い快感に、篤志は理性を引き千切られた。


　秋成の動きに合わせて、めちゃくちゃに尻を振ふると、すぐに最さい奥おうに燃えるように熱いものを叩たたきつけられる。


　内と外を同時に焼かれて、篤志も激しく全身を痙けい攣れんさせた。


「んっ、あっ、ああ―――！」


　篤志は悶もだえるような喘あえぎ声とともに、白はく濁だくした液体を噴ふきあげた。








　翌日。体内に残る異物感から意識を逸そらして、篤志はゆっくりとシャワーのコックを捻ひねった。


　昨夜は、そのまま眠ねむってしまったのだ。


　全身についた残ざん滓しを洗い流しながら、篤志は妙みようなところにこびりついた精液や、赤黒くなった痣あざを発見しては、頰を染める。


　――あー、なんか、ゆうべは妙なことになっちゃったな。


　何度も擦られたからだの奥も、皮がむけたようにひりひりとする。


　そこをかばいながらからだを洗い終えると、篤志は浴室にある鏡で、他ほかにつけられた痣などないかと全身をチェックした。


　――でも、仕方ない…よな。俺も、すげーやりたくなっちゃってたし。


　鏡の中で、髪かみにまでも精液がこびりついているのに気づき、篤志は慌あわてて頭を洗う。


　――だってあの人、嫉しつ妬としてるようなこと、言ってくれたから。


　頭からお湯を浴びながら、篤志は、昨夜、名前を呼んでくれとせがんだ秋成の表情を思い出す。


　――もちろん、そういうのじゃないとは思うけど…すげえ、可愛かわいかったんだもん。


　それにつれて昨晩の自分の痴ち態たいを思い出した篤志は、慌ててざぶざぶと顔を洗った。


　この件についても、深く考えるとまずい気がする。


　篤志は慌てて浴室を飛び出した。





　廊ろう下かには食欲をそそる匂においが漂ただよい始めていた。


　久しぶりの感覚に思わず頰を緩めながら、違い和わ感かんと鈍にぶい痛みの残るからだをかばいつつ、篤志はタオル一枚を腰こしに巻いただけの姿で寝しん室しつに戻もどる。


　一いつ緒しよにシャワーを浴びようとからかう秋成をかわして来たため、洋服を持ってくるのを忘れたのだ。


　これがマンションの中なのかと思うような長い廊下を歩いて、突き当たりのドアを開ける。


　すると、目指す寝室とは全く違ちがった部屋が目の前に広がっていた。


　部屋の一番奥には、涼すずしげで巨きよ大だいなグレーのマッキントッシュとそれを載のせた真っ白なデスク。座るものを包むような形の白い椅い子す。部屋の真ん中には、真っ赤な革かわ製せいのラブソファと白いローテーブルが置かれていた。


　どれもデザイン性が高く、いかにもクリエイティブな仕事をしている人間にふさわしい部屋に見えた。


　その印象を助長するように、ソファの周りの床ゆか一面にはスケッチのような紙がぶちまけられ、ローテーブルの上と脇わきには、開かれたままの洋書が山となっている。


　篤志はそれらに誘さそわれるように、ふらりと部屋に入り込む。


　洋書は建物が載っているものから料理のレシピ、ファッション雑誌などさまざまだったが、スケッチはどれも流れるような鉛えん筆ぴつの線で建物が描えがかれていて、細かいメモのようなものが添そえられていた。


　デスクの後ろの壁かべはスチール棚だなが天てん井じようまで設置され、中にはぎっしりと洋書や建築の専門書が並べられている。


　棚たなの足元には、建設中の建物や風景の写真、資料らしき紙束、事務所の名前の入った封ふう筒とうなどが無造作に積まれていた。


　ああ、ここ、仕事部屋だ。


　部屋のあちらこちらから、第一戦で働いている大人の匂いを感じ取って、篤志はため息をつく。


　やっぱ、かっこいいよな。


　俺も早く就職して、働きたい。


「篤志？」


　不意に声をかけられ、篤志はびくんとして振りかえる。


　戸口から秋成が上半身を覗のぞかせていた。


　秋成の姿はもちろん、その声にまで昨夜のことを思い出してしまって、篤志は慌てて秋成から視線を外す。


「お前、こんなとこで、何やってんだよ。朝飯、できたぜ？」


「いや、その、寝室と、間ま違ちがえた」


「服か？　リビングに運んどいたぞ」


　篤志は慌ててリビングに向かい、秋成は、あからさまにぎこちなくみえる篤志の後ろ姿を見ながら不思議そうに眉まゆをはねあげた。








　朝食はバルコニーに用意されていた。白く優美な形のカフェテーブルの上に、トースト、目玉焼き、ベーコンにバター、ジャム、オレンジジュースにミルク、コーヒーが所ところ狭せましと並べられている。


　それらは初夏の晴れ渡わたった空の下、輝かがやく日ひ射ざしに照らされて、よりいっそう美しく、美お味いしそうに見えた。


　その優ゆう雅がな光景に、篤志は思わず啞あ然ぜんとして、すでに席に着いた秋成に向かって声をかけた。


「ここで、食べるの？」


　秋成はごく自然な様子で頷うなずき、ふと眉をあげる。


「天気がいいからな。嫌いやか？」


　篤志はぶんぶんと首を横に振った。


「いや、俺も、天気のいい日に外で食べるの好きだから」


「天気がいいと、なにを食ってもうまいよな」


　そう言って笑った秋成も、やはり日射しにあたって輝いて見えた。


　特に篤志の視線は、秋成の形のよい唇くちびるに吸い寄せられる。


　――あれが、昨日…。


　ふと昨夜の記き憶おくが甦よみがえりそうになり、篤志は慌てて打ち消しながら席に着いた。


「篤志、バターは？」


　自分のトーストにバターを塗ぬり終えた秋成が、バターナイフをひらひらとさせる。


「あ、はい」


　篤志はバターナイフを受け取ろうと手を伸のばす。すると、差し出された秋成の手に柔やわらかくぶつかった。


「!!」


　思いがけず与あたえられた秋成の体温と肌はだの感かん触しよくに、一気に昨夜の記憶が呼び起こされて、篤志は思わずバターナイフを取り落とす。


「あっ、すいません！」


　秋成の視線を避さけたまま、篤志は慌てて拾い上げた。


　すると、その手を強くつかまれる。


「!?」


　驚おどろいて顔をあげると、甘く細められた目で、秋成がこちらを見つめていた。


「お前もしかして、照れてんの？」


　単刀直入にそう尋たずねられ、篤志の顔にはあっという間に血が集まった。


　あまりの血液の逆流に、頭をくらくらとさせながら、篤志は必死で秋成の手を振ふり解ほどこうとする。


「当たり前だろっ！」


「なんで？」


　秋成はしっかりと篤志の手を握にぎり締しめたまま、くすくすと笑ってそう問いかけてきた。


「なんでって…」


　篤志はますます赤くなったが、さらにくすくすと笑われて、やけになって繫つながれた手を引っ張った。


「よくわかんないけど、あんなことしちゃったからに決まってるだろ！」


　篤志の言葉に、秋成はわずかに目を見開いた。


「よくわからない、か…そうだな」


　そう呟つぶやいてゆっくりと目を細め、篤志から手を放す。


「じゃあ改めて、お互たがいを知るところから始めようか。篤志、お前、俺の職業知ってるか？」


　ようやく放された手を慌あわててひっこめながら、篤志は照れ隠かくしにふてくされてバターを塗り始める。


「建築デザイナーなんだろ」


「そう。じゃあ、お前は？　大学で何を勉強してるんだ？」


「え？」


　思いもかけない展開に、篤志は驚いて秋成を見返した。しかし秋成は、穏おだやかな視線のままで篤志の答えを待っている。


　仕方なく、篤志は質問の意図がよくわからないままに答えた。


「えっと…専門は、マーケティング」


「じゃあ、商学部か？」


　秋成はそう言いながらトーストを口に運ぶ。つられて篤志もトーストに齧かじりつきながら、うなずいてみせる。


「そう」


「なんで商学部やマーケティングを選んだんだ？」


　秋成のその問いに、篤志は少し躊ちゆう躇ちよした。


　先ほど目にした秋成の仕事部屋が目に浮うかぶ。


　――クリエイティブな仕事をしている人に、こんなこと言って、大だい丈じよう夫ぶかな。


「篤志？」


　秋成に促うながされ、篤志はうつむいたまま、渋しぶ々しぶ口を開いた。


「…よ…じゃなかった、秋成さん、に言ったら、きっと、軽けい蔑べつされると思います」


　篤志の言葉に、秋成は少し目を細める。


「篤志」


　少し鋭するどく名前を呼ばれ、篤志が驚いて顔をあげると、コーヒーカップに唇をつけた秋成が、わざとらしくにっこりと微笑ほほえんでいた。


「俺のことは、何て呼ぶって約束した？」


「え…だから、秋成さんって…」


「秋成、だろ。敬語も、禁止。もう一回、ゆうべみたいに約束するか？」


「……！　わかった、秋成っ！」


　篤志が慌ててそう言うと、秋成は満足したようににやりと笑って、コーヒーを啜すすりながら話を戻もどした。


「良いい子だ。…それで？　なんで学部を選んだ理由で、俺が篤志を軽蔑しなくちゃいけないんだ？　どんな理由だか想像もつかないが、そんなところで他人を軽蔑するのは難しいだろう」


「…社会に出て、良い給料もらうため、だから」


「はあ？」


　素す直なおすぎる秋成の反応に、篤志は食べかけのトーストをそっと皿に戻した。


「いや、単純に、商学部に入ると良い給料ってあたりがうまくわからなかっただけだ。なんでそう思うんだ？」


「…商業や経済の仕組みとか、数字とか分ぶん析せきに強くなっておけば、どういう職業でも役に立つだろうと思って。仕事ができれば、給料もいっぱいもらえるだろ？　秋成から見たら下らないだろうけど、俺、早く金を稼かせぎたいんだ。俺、親が死んじゃってるから、大学から学費を借りてて、就職したらそれも返していかなきゃいけないし…」


　小さい頃ころからの想おもいを実現させたうえに、成功している人に、こんなこと。


　つい口を滑すべらせて、家庭環境のことまで言ってしまった篤志は、ますます自分がみじめになった気がして、うつむいた。


　すると少し乱暴に、ぐしゃぐしゃと搔かき混ぜるように頭を撫なでまわされて、温かく低い秋成の声が落ちてくる。


「それのどこに軽蔑の余地があるんだよ？　自分で、きちんとがんばってるんじゃないか。俺は好きだぞ。…がんばれよ」


　篤志は、そのぬくもりに涙なみだがこぼれそうになって、慌てて唇を嚙かみ締めた。


　――やばい。俺、マジでやばい。


　秋成の前だと、全然うまく、取り繕つくろえない。


　他ほかの人から与えられるこの類たぐいの温かさは、ただただ居い心ごこ地ちが悪く感じるだけだったけれど、秋成の前だと、素直に受け取ることができる。


　そんな自分に気づいて動どう揺ようし、篤志は慌てて顔をあげた。


「なんか、俺ばっかりじゃん。こんどは、そっち。建築デザイナーって、楽しいわけ？」


　無理に笑え顔がおを作って篤志がそう尋ねると、秋成は目玉焼きとベーコンをトーストに載のせながら、あっさりと頷いた。


「ああ、すごく面白いね。建築デザイナーなんて洒落しやれた名前で呼ばれてるけど、ざっくりいえば、大人数で一つのものを造りあげる仕事だからな。そういうのって楽しいだろ。しかもそれが自分の考えたデザイン通りになるから、なおさらだ。文化祭とか、楽しかっただろ？」


　篤志はベーコンに手を伸ばしながら、少し考え込んだ。


「文化祭か…。俺、あんまりそういうの参加したことないから、いまいちピンとこない」


「中学や高校で、文化祭とかなかったのか？」


「いや、そーいう時はさぼってバイトしてたから」


　うっかりそう言ってしまった篤志は、さりげなく話題を変えた。


「それより、なんで、建築デザイナーになろうと思ったわけ？」


「ローマのパンテオンで、賛美歌を聞いたから」


「はあ!?」


　――ローマ？　パンテオン？


　篤志が思わずそう声をあげると、秋成は篤志の顔を見て、にやりと笑った。


「小学生の頃、親の都合でイギリスにいたことがあるんだ。休みになると、よくヨーロッパに旅行にいった。で、小学一、二年の時かな、ローマに行ったわけだ。パンテオンっていうのは、古代ローマのコンクリート技術の粋すいを極きわめた建造物で、建築の世界では有名なんだが、まあその頃はそんなこと知らないから、たいして興味も持ってなかったんだ」


　秋成はコーヒーを一口飲んだ。


「だけど、中に入ったら呆ぼう然ぜんとしたよ。パンテオンは天てん井じようが丸く開けられているんだが、そこから薄うす暗ぐらい内部に光がさし込む様子が、綺き麗れいを通り越こして劇的なんだ。もちろんその頃はただすげえと思っただけだったけどな。ただそうやってぼんやりその光を眺ながめていたら、神父を先頭に信者の人たちが入ってきて、賛美歌を歌い始めたんだ。もちろん賛美歌だから、力強くて荘そう厳ごん、しかしあくまで静かな歌声なんだけれど、でもそれが内部で響ひびき渡わたって、もっともっと…透とう明めいさを増すように打ち震ふるえて俺を包んで…俺は感動して、鳥とり肌はだをたてたよ」


　そう言って篤志を見やった秋成の眼まな差ざしは、今まで見たことがないような真しん剣けんな熱を帯びていて、篤志は少し息を呑のんだ。


「その賛美歌は、それまで色々なところで、もちろんイギリスでも聞いたことのあるものだったけれど、感動したことなんてなかった。俺を感動させたその響きは、パンテオンの設計によるものだったんだ。後から聞いて、驚おどろいたよ。建物だけで、あんなに劇的なものを創つくり出せるんだ、って、呆然とした。それで、将来は絶対建築家になろうと思った」


　まあ今は、ちょっと興味が移ってるから、原点って言うには、ずれてるんだけどな。


　秋成は照れたように笑うと、むしゃむしゃとトーストを食べ始めた。


「今は、何に興味があるわけ？」


　篤志も止めていた手を動かして、ベーコンを口に運ぶ。


「今は、店てん舗ぽ」


「てんぽ？」


「店だよ。篤志と初めて会った店も、俺が設計した」


「店は、劇的じゃないわけ？」


　篤志の問いに、秋成は苦く笑しようした。


「劇的、まではいかないな。店は、世界観を構築できるのが楽しいんだ」


「世界観って？」


「オーナーが持ってる、『こういう店にしたい』って気持ちだよ。大体は漠ばく然ぜんとしすぎていたり、矛む盾じゆんがあったりする。だから俺は相手の話をじっくり聞いて、がん、とまとめて、相手の前に出してやるんだ。実現方法や新しいアイディア、予算までも一いつ緒しよに添そえてな。しょせん他人の世界だけれど、一つの世界観をかたち造るって、最高だぜ？　極きよく端たんに言えば、毎回自分がその世界の支配者になれるんだ」


　新しいおもちゃについて語るような秋成の表情を見て、篤志はなんだかひどく羨うらやましくなった。


「ほんとに、楽しんでるんだ」


　篤志の言葉に、秋成は片方の眉まゆをあげてみせた。


「もちろん楽しいばっかりじゃないぜ？　依い頼らい主ぬしが嫌いやな奴やつだったり、制約が多い場合もあるし、大勢の人間が動くから、トラブルやハプニングだって死ぬほど起こる。時間的に厳しいスケジュールがほとんどだから、体力的にも辛つらいことが多い」


　でも、と秋成は篤志に、にっこりと笑いかけた。


「だからこそ、複雑に楽しめるんだ。人生、長いからな。そうじゃないと、飽あきちゃうだろ」


「秋成って」


「ん？」


「なんでもない」


　篤志は、慌あわててトーストに齧かじりつき、出かかった言葉を呑み込んだ。


　――ただちゃらちゃらしてるだけじゃない。仕事や生きることに対して、真剣なんだな。


　篤志は、少しうなだれる。


　人生を楽しむ、なんて、考えたことなかった。


　俺はガキの頃、何になりたかったんだろう？


　顔をあげた篤志の視線の先で、秋成は軽く眉をあげてみせた。


「どうした？」


　――この人、本当に、格好いい。


　だめだ、俺。


　やっぱ、この人のこと、好きだ。








　天気の良い昼下がり。篤志が研究室のドアを開けると、すでに同じゼミの恵美がいた。


「よ。早いじゃん」


「篤志こそ」


「休講だったんだ。恵美は？」


　恵美の対面に座った篤志は、そこで初めて、恵美がコーヒーも置かずにただ座っていたことに気づく。


　篤志は少し迷ったが、ストレートに尋たずねることにした。


「どうかした？」


　恵美は、言葉を選ぶような眼まな差ざしで口を開く。


「ちょっと今、恋れん愛あいがうまくいってないから、悩なやんじゃおっかなって思って。ここ、眺め良いいし」


　恵美の視線を追って、篤志も窓の外を眺める。


　そこからは、生おい茂しげった木々の美しい緑と、講堂の時と計けい塔とうが小さく見えた。その風景は、いつも見ているものだったけれど、今日は妙みように美しく、しんとしているような気がする。


　篤志は少し息をついて、恵美に応こたえた。


「ああまあ、静かだしなー。俺も、ちょっとそれ、狙ねらってきた」


　篤志の言葉に恵美が吹ふき出す。


「ほんと？」


　篤志は心外だという表情で恵美を見つめ返した。


「……ごめんごめん。でも篤志って、そーゆーの無む縁えんそうなんだもん」


「なんだよ、それ？　俺にだって、悩みくらいあるぞ！」


　そう口にした途と端たん、脳のう裏りに秋成の顔が浮うかび、篤志は瞳ひとみを翳かげらせた。


　恵美はそんな篤志の様子を見ると、いたわるような色を浮かべて頰ほおづえをついた。


「まあ、色々あるよね。よければ、聞くよ？」


　篤志はためらいつつも、口を開きかけた。


　――こわいくらい、惹ひかれてる人がいるんだ。


　週に何度か電話が来るようになって、会って、飯食ってる。


　毎回、セックスだってしてる。


　すげえ気持ち、いいんだ。思い出すだけで、勃たつくらい。


　でも、どうしようもなく、不安なんだ。


　不安すぎて、その人に問いただすことすらできないんだ。


　しかし篤志がそれらを話そうとすればするほど胸は詰つまり、結局何も言葉にできない。


　やがて篤志は首を横に振ふった。


「そっか」


　そう言ってにっこり笑ってくれた恵美に、篤志も笑いかえす。


「ありがとな。俺も、よければ、聞くぜ？」


　篤志がそう言うと、恵美は、辛いのをこらえるように笑った。


「ありがと。……今付き合ってる彼氏が、浮うわ気きしてるみたいなんだよね」


　恵美はそう言うと、窓の外に視線を投げた。


「浮気…か本気かは知らないけど、そんなのお互たがい、ありえることじゃない？　だから今まではそうなっちゃったら、すぐにすっぱり別れてたんだ」


　そこまで言うと、恵美は篤志の方を振り返った。


「でも、今回は、だめみたい。全然ひどくて信じらんない奴なんだけど、今は、あいつじゃないとだめなの。あいつしか、いらない」


　馬鹿みたいでしょ、と恵美はくしゃりと顔を歪ゆがめて笑う。


　篤志はゆっくりと首を横に振った。


「全然。俺も、今、そんな感じだもん。恵美より、ひどいよ。俺、あの人のことについて、話すことすら、できないもん」


「そっか」


　恵美は泣き出す直前のような顔をして微笑ほほえむと、ぽんぽんと自分の隣となりにある椅い子すを叩たたいた。


　篤志がそこに座ると、男同士がそうするように、ぎゅっと肩かたを抱だきしめられる。


「お互い、がんばろ？」


　その温かさに、思わず涙なみだが出そうになって、篤志は慌てて、恵美の肩を抱きしめ返した。


「ああ」


　そのまましばらく二人で黙だまっていたけれど、やがて恵美からゆっくりとからだを離はなす。


「じゃあ、ふたりでぼんやり、悩んじゃおっか」


　震える声でそう言って、恵美は大きく微笑んだ。








　秋成との間に、不安の要素は、数え切れないくらいあった。


　中でも大きく占めるものの一つが、他ほかの誰だれかの存在だ。


　頻ひん繁ぱんに会うようになって、一緒にいる時間が長くなるほど、秋成の周りに他の誰かの影かげが見えることに気づく。


　それはおそらく紗絵子で、自分は、男のからだが欲ほしくなった時のためだけの人間なんだろう。


　篤志は、そう思っていた。


　頻繁に会ってからだを重ねるようにはなったけれど、別に好きだと言われたわけじゃない。


　自分の気持ちを伝えたわけでもない。


　誰かに二人の関係を伝えるとすれば、年の離れた仲の良い友達同士、いや、体を繫つなげているから、仲の良いセックス・フレンド、だ。


　――それでもいいんだ。


　むしろ、そのほうが、自分の気持ちをセーブできて好都合なんだ。


　秋成の周りに他の誰かの影が見えるたびに、篤志は自分にそう言い聞かせていたけれど、会えば会うほど、それは段々辛い作業になっていた。





　昨夜も、そうだった。


　昨夜は、お互い見み逃のがしていた映画のＤＶＤを秋成がもらってきたので、秋成の部屋で上映会をした。


　テイクアウトしてきた中ちゆう華か料理をソファの前のテーブルに並べ、ＤＶＤをセットする。


　アルコールは何がいいかと尋ねられて、篤志は秋成と一いつ緒しよに冷蔵庫を覗のぞきこんだ。


「俺、ＺＩＭＡ。酔よって映画が楽しめないと、もったいないし」


「ほらよ。うーん…中華だから、俺もビールにするか。篤志、グラスは？」


「いらない」


　篤志がソファに座ると、秋成もごく自然に篤志の隣に腰こし掛かけてきた。


　ふわりと秋成の匂においが香り、篤志はぎこちなく飲み物に口をつける。


　――この匂いをかいじゃうと、飯食うどころじゃなくなるんだよなぁ。


　すぐにでも、秋成が欲しくなる。


　その思いを逸そらそうと篤志は料理に手を伸のばしたが、何気なくエビのチリソースを口にしてしまい、その感かん触しよくにますます赤面した。


　しかし映画は予想通りに面おも白しろく、篤志は徐じよ々じよに映画の世界に引き込まれていった。


　それは、中世を舞ぶ台たいとした戦争の話だった。


　主人公とその仲間たちは、白分たちの故郷を守るために、絶望的とも思われる戦いに、身を投げ出していく。主人公たちの人間としての強さや戦うことに対しての憤いきどおり、戦せん禍かに巻き込まれる人々の絶望や脆もろさや切なさが克こく明めいに描えがかれていて、涙をこらえきれない物語に仕上がっている。


　物語の最後がまた、よかった。


　戦争が終わると、主人公と仲間たちは故郷へ帰って幸せな生活を取り戻もどす。


　中でも一人の仲間は、言い出せなかった愛を告白して結けつ婚こんし、子供が産まれて、温かで幸せな家庭をつくるのだ。


　その光景は本当に幸せそうで、温かさはブラウン管を通しても温度を変えずに、篤志の心に染しみ渡わたった。


　ゆっくりとエンドロールが流れ始めると、篤志は満足して大きな息をつく。


　すると、ふと、からだの脇わきに体温を感じた。


　見ると秋成が寄り添そってきている。


　耳の下に鼻先を擦こすりつけてくる。


「あ、きなり？」


「映画見て幸せな気分になったら、篤志とやりたくなってきた」


「どーいう根こん拠きよだよ!?」


　笑い出しながらも、篤志は秋成の唇くちびるを迎むかえに行く。


　そのまま柔やわらかく唇を合わせ、おだやかなくちづけを繰くり返した。


　それは予想以上に幸福な気持ちを呼び起こして、篤志は秋成に促うながされるまま、ゆったりとからだを倒たおす。


　――あーなんか、これだけでもう、気持ちいいかも…。


　もうちょっとこのまま、秋成とただ、抱きあってたい…。


　しかしその穏おだやかさは、すぐに無ぶ粋すいな音によって乱された。


　秋成の自宅の電話が鳴り響ひびいたのだ。


　篤志はびくりとからだを震ふるわせ、秋成は舌打ちして篤志の肩かた口ぐちに額を擦りつけた。


「悪い、ちょっと、待った」


　秋成はからだを起こすと、ソファを乗り越こえて、カウンターの上に置かれた電話に手を伸ばす。


「はい」


　秋成が取った途と端たんに相手が受話器に向かって怒ど鳴なったらしく、女のわめくような声が受話器から漏もれた。


　秋成は顔をしかめて受話器から耳を離す。


「悪かったって。だから、こっちは取っただろ？　お前だと思ったから。…ああ、うん。――ちょっと、待てよ。場所を移して、ゆっくり話す。そうだよ、決まってるだろ？」


　秋成は保留ボタンを押すと、起きあがっていた篤志の方を向いて拝むように片手を挙げた。


「悪い、篤志。ちょっと外す」


「ああ、うん」


「適当にしてろよ」


　秋成は慌あわてたようにリビングを出て行き、篤志はぼんやりと乱された服を直した。


　リモコンを取り上げ、いくつかチャンネルを変える。


　お笑い番組がやっていたのでそれに合わせて眺ながめたが、ちっとも内容が頭に入ってこなかった。


　さっきの、女の声のせいだ。


　篤志はぐしゃりと前まえ髪がみをかきまぜた。


　今日が初めてのことじゃない。


　一緒にいても秋成の携けい帯たいはよく鳴って、その度たびに秋成は篤志に謝りつつも、電話に出る。


　仕事上、常に連れん絡らくを取れるようにしておきたいのだというのはわかるから、電源を切って欲しいとは思わない。


　電話の時に席を外すのも、当然のマナーだと思う。


　でも時折、その電話から女の声が漏れたりするから、不安で、苦しいのだ。


　秋成に、好きだと言ってもらったこともない。


　会ってもいつも、からだを繫げて快感を追うだけ。


　それでもいいと思うときもある。


　自分は、そうする以外、秋成にしてあげられるものは何もないと思うから。


　自分はバイトに追われる平へい凡ぼんな大学生で、面白いことが言えるわけでもない。


　秋成からは、たくさんの刺し激げきやおいしい食事や満たされた気持ちをもらうけれど、自分は何もあげられない。


　だから他ほかに釣つり合う相手がいて、自分とは性的な嗜し好こうを満たすためだけに会っているのだと、それでもいいのだと思う。


　でも、苦しいのだ。


　今のような状じよう況きように遭そう遇ぐうしたり、他に相手がいるのだろうと考える時には。


　会うたびに、秋成はやさしい言葉や、その気にさせる言葉をくれる。


　それらはきっと、秋成にとっては遊ぶための道具で、他の相手にも囁ささやかれる言葉なのだ。


　そう思うと、涙なみだが浮うかぶほど、苦しい。


　けれども、囁かれるその言葉たちの、心を蕩とろかすような甘さはけして変わらない。


　むしろそれは、秋成がもたらす、からだを蕩けさせる快楽とあいまって、ますます自分をぐずぐずにしてしまうのだ。


　他の相手では、たとえ同じことをされても、絶対に、だめなのだ。


　それだけは、わかっている。


　わかっているから、怖こわくて、何も尋たずねられないのだ。


　尋ねたら、この関係すら終わってしまいそうで、怖い。


　頭では、こんなの死ぬほど情けない、とわかっているのだけれど、それでも、何も、できないのだ。


　篤志が頭を抱かかえると、ばたばたと音がしてリビングのドアが大きく開けられた。


「悪い、篤志！　俺、急に出なきゃいけなくなった！　今から送ってやるから、悪いけど今日は帰ってくれ！」


　篤志はうなずきながら荷物をつかむと、なんとか微笑ほほえみをつくった。


「まだ電車があるから、電車で帰るよ」


「ほんと、悪いな！　この埋うめ合わせは、必ずするから！」





　――電話の女と会うんじゃなければ、いいんだけどな。


　帰りの電車に揺ゆられながら、篤志はふとそんなことを思ってしまい、慌てて目をぐりぐりと動かし涙をこらえた。








　長い長いゼミの後、篤志は柳田教授に呼びとめられた。


　他のメンバーは、口々に挨あい拶さつをして、研究室を出て行く。


　二人きりになったところで、教授は篤志に目の前の席を勧すすめた。


　篤志が一礼して座りなおすと、教授はおもむろに口を開いた。


「岸本くん、留学してみないかね？」


「ええっ!?」


　篤志は驚おどろいて、口を数回、ぱくぱくとさせた。


　教授はある大学の名前を挙げた。その大学は、ハイレベルな教育と研究によって世界中に名を知られている、アメリカの有名大学だった。ニューヨークのマンハッタンにキャンパスを構え、アメリカ国内でも最も入学難易度が高い大学の一つだといわれている。


　篤志がマーケティングで師事してみたいと思った教授も、この大学の教授陣じんの一人なのだ。


　柳田教授はそんな篤志の反応に、目め尻じりに皺しわを寄せるようにして微笑みながら先を続ける。


「うちの大学に、交こう換かん留学生制度があることは知っているだろう？」


「え、ええ、まあ」


「現時点で、あちらから一人受け入れることが決まったのだ。それで当然、こちらからも確実に一人は受け入れてもらえることになった。その一人に、私は君を推すい薦せんしようと思ってね」


「えっ、ええ？　いや、でも」


　教授は眉まゆを上げて、篤志の言葉の先を促す。


　篤志はごくんと息を呑のんで、なんとか言葉を押し出した。


「成績優ゆう秀しゆう者しやが対象ですよね？　俺、恥はずかしいですけど、成績優秀とは、とても」


　篤志の言葉に、教授は大きく笑った。


「それは担当教官として、よく知っているよ」


　教授は、茶目っ気のある眼まな差ざしで篤志の顔を覗のぞきこむ。


「率そつ直ちよくに言って、君の成績はたいしてよくないね。特に経済学や中国語はぎりぎりで通っているじゃないか。もっと勉強したまえ」


「す、すいません…」


　頭をかいた篤志に向かって、柳田教授はにこりと笑った。


「しかし私のゼミを始め、マーケティングに関連する学問の成績は、たいへんよろしい。学問への姿勢も真しん摯しで、満足がいくものだ。それに、ここ一年の君を見た限りでは、着眼点が素す晴ばらしい」


「着眼点？」


　思ってもみなかったことを言われて、篤志は目を丸くした。


　柳田教授はゆっくりとうなずく。


「学問に対する勘かん、センス、というのかな。それがなくては良い発見もできないし、良い論点も導き出せない。君には、それがあるような気がする。グローバル・マーケティング論で君が提出した、アメリカのマーケティング・メソッドへの考察で、特にそれを感じたのだ。私は、君のような生徒にぜひもっと学んで欲ほしいと考えているし、あの大学には私が高く評価する教授がいるから、彼に師事したらどうかと前々から思っていたんだが」


　柳田教授は、篤志が師事したいと密ひそかに考えていた教授の名前を挙げた。


　目を丸くしたままの篤志に向かって、教授はおだやかに笑いかける。


「もちろん他にも候補はいるだろうから、一〇〇％留学できるという保証は、まだない。それに君の意思もあるだろう。行ったら確実に一年は戻もどってこられないから、卒業はともかく就職活動はできない。安価とはいえ、費用もかかるしね。そのあたりの詳しよう細さいは、学生生活課に聞いてくれたまえ。六月から公こう募ぼ推薦が始まるから、それくらいまでに考えて返事をくれないか？」


　篤志は無言でうなずくと、自分を選んでくれたことに礼をのべて研究室を後にした。








　学生生活課で簡単な説明を受け、資料と募集要よう項こうをもらった篤志は久々に、いつものベンチに足を向けた。


　もう日は暮れかけていたけれど、静かにゆっくりと考えたかったのだ。


　相変わらずベンチの辺りはしんとして、あたりはゆっくりと夕ゆう墨ずみに塗ぬり替ええられつつあった。


　篤志はベンチに腰こしを下ろすと、上半身を反らして上空を見上げる。


　夕焼けと夜の闇やみがせめぎあって、美しいグラデーションを見せていた。


　そういえば、ここで、彼女と二人でこうしてたこと、あったな。


　篤志はふと、別れた彼女のことを思い出す。


　しかし、その思い出はすぐに消え去り、振ふられた時のことが思い出されて、篤志は少し苦く笑しようした。


　でも、今なら、あの時の彼女の気持ちがわかる気がする。


　秋成へ向ける今の気持ちと、彼女に向けていたあの頃ころの気持ちは、全然、違ちがう。


　彼女のことは好きだったけれど、それはもっと淡あわく穏おだやかなものだった。


　彼女にこんなに激しい気持ちを向けたことはない。


　今、秋成に向けている、何かに渇かわいたような、熱くかき乱される気持ちじゃない。


　彼女も、こういう気持ちだったんだろうか。


　だとしたら、金やものじゃなくて、俺の心が欲しかったんだろう。


　自分だけに向いて、自分だけを欲しがる相手の心。


　――ごめん。


　相手の心が手に入らないことがこんなに辛つらいことだなんて、考えてもみなかった。


　篤志はひっそり心の中で呟つぶやいた。


　――留学したら、この辛さから、逃のがれられるんじゃないだろうか。


　学生生活課で説明された留学費用は予想以上に安かったし、事情によっては、奨しよう学がく金きんの適用も可能だと教えられた。


　たとえ奨学金が適用されなくても、四年次の学費を当てることにしてもう少しがんばれば、自分でも充分に用意できる額だ。


　少しでも早く社会に出たい気持ちはあるけれど、アメリカで学ぶことは、自分の夢がひとつ、叶かなうことだ。よりいい仕事や待たい遇ぐうを得られる大きなステップにだって、なるだろう。


　ほら、迷う要素は何もないじゃないか。


　篤志は自分に焦じれて、足を踏ふみ鳴らす。


　けれどすぐに諦あきらめて、首を横に振った。


　だめだ。やっぱり、自分はごまかせない。


　篤志は、脳のう裏りに浮うかぶ秋成を打ち消すのを止やめた。


　――秋成の、傍そばにいたい。


　今離はなれたら、俺なんて、あっという間に秋成の中から消え去ってしまう。


　おそらく数多くいるはずの、遊び相手のひとり、として。


　そんなの、絶対、嫌いやだ。


　あの人の、傍にいたい。


　あの人のすべてが、欲しい。


　篤志は手のひらを組んで顔の上に載のせ、自分から視界を奪うばった。


　俺、今、すげえ、みっともない。


　これじゃ、母さんと同じだ。


　篤志の脳裏に、あの時の記き憶おくが甦よみがえる。











　あれは、篤志が中学二年生の頃。


　冷たい秋の雨がふりしきる夜だった。


　覚えているのは、車の窓ガラスを叩たたくように降りつける雨と、真っ暗な中で道を照らす車のライト。


　岸本家では、日帰りで祖父母の家に墓はか掃そう除じに行くのが、彼ひ岸がんの恒こう例れい行事だった。


　その、帰り道だった。


　今から思えば、朝から父と母の空気はどこかおかしかった。


　二人は夫婦ふうふの方針の一つとして、子供の前では絶対諍いさかいを起こさないと決めていたようだったけれど、やはり喧けん嘩かした翌日はどこかぎこちない雰ふん囲い気きを感じさせる。


　あの時の空気は、それとは違ちがっていた。


　その後の二人の諍いを暗示させるような、妙みように緊きん迫ぱくした空気だったのを覚えている。もちろん、その時はそんなこと、たいして気に留めていなかったのだけれど。


　諍いのきっかけは、運転中の父の何気ない一言だった。


「そういえば、明日は遅おそくなるよ」


　明日のスケジュールを告げる、よくある一言。


　たわいのない家族のお喋しやべりの中にもよく馴な染じんでいた。


　けれどそれを聞いた母は、ものすごい剣けん幕まくで父に食ってかかったのだ。


「なんで、遅いのよ！」


　普ふ段だんからは考えられない語気の荒あらさに、篤志は目を丸くした。


　後部座席の中央に座ったまま、両親を見つめて息を潜ひそめる。


　父も、あっけにとられて母を見やる。


「なんでって…仕事だよ。明日は、接待があるんだ」


　その言葉に、母はますます激げつ昂こうしたように見えた。


「噓うそつかないでよ!!　いつもいつも接待なんて、おかしいじゃない！　あたし、知ってるんだから！　いつまでも知らないと思って、バカにしないでよ！　どうせ真ま由ゆ子こって女と会うんでしょ!?」


　日ひ頃ごろ穏おだやかできちんとした言こと葉ば遣づかいをする母が、激しい口調で自分のことを「あたし」と呼び、「真由子って女」などと口にしたことで、篤志はますます驚おどろいてしまい、その次の父の言葉でようやく状じよう況きようを理解した。


「由ゆ佳か！　篤志の前で、やめろよ！」


　その父の言葉に、母は奇き妙みような叫さけび声をあげた。


　そのまま、助手席から父につかみかかる。


「うわっ、由佳!?」


「やっぱりそうなのね!?」


　車が大きく蛇だ行こうして、我に返った篤志は慌あわてて母親のからだを引きとめようとした。


「母さん、やめろよ！」


　後部座席から身を乗り出し、母親を止めようとした篤志は、ものすごい力で突つき飛ばされる。


「邪じや魔ましないでよ！」


　その時、篤志を振り返った母親のその顔は、奇妙に捻ねじ曲がって鬼おにのように見えた。


「あたしは高たか志しを愛してるんだから！　絶対に、別れない！」


「やめろ、由佳ぁっ！」


　急にハンドルを取られた車は大きくカーブし、篤志は逆サイドに吹ふっ飛ばされた。


　ものすごい音がして、篤志はそのまま、意識を失う。


　次に目が覚めたのは、白さが眩まぶしいほどの病室で、父母はあっけなく死んでしまったと知った。


　二人の間に何があったのかは、今ではもうわからない。


　けれど、誰だれかを真しん剣けんに愛することと、なりふり構わずそれに執しゆう着ちやくすることの恐おそろしさは、それから独りで生きてきた辛さとともに、からだにしっかりと染しみ込んでしまった。


　あの時の、記憶。


　父と母の諍い、母の見たことのない様子、車が激げき突とつするまでのわずかな時間がスローモーションのように流れたことと、その時に垣かい間ま見みえた母親の顔。


　それらは篤志の中に鮮せん明めいに焼きついて、どんなに時がたっても、薄うすれない。








「母さんみたいに、なりたくない」


　篤志はそうつぶやいてみたけれど、気持ちは動く気配すら見せない。


　泣き出したいような気持ちになったときに、携けい帯たいが震ふるえ始める。


　篤志がのろのろと着信を見ると、悠樹だった。


　迷ったが、受信ボタンを押す。


『篤志、俺ー。お前、まだ学校いるか？』


「ああ…うん、いる」


『俺もなんだよ。もうぼちぼち夕定始まる時間じゃん？　だから学食で飯食ってっちゃおうと思ってさあ。一いつ緒しよに食わねー？』


「…ああ、うん」


　今、人と会いたくはないけれど、一人きりでもいたくない。


『じゃあ、学食でな！』


　電話を切って、篤志は少しためらった。


　――人選、間ま違ちがえたかもな。


　あいつ、妙なところで勘かんが鋭するどくて、面めん倒どう見みがいいから。


　篤志の予想は的中した。


『夕定』こと夕方にしか出ないメニューの定食を突つきながら、やはり敏びん感かんに篤志の心配ごとを察知したらしい悠樹に、さりげなく水を向けられる。


　さすがの篤志も突き上げてくるような不安をコントロールできず、あたりさわりのない部分だけを口にした。


　――今、好きな人がいる。


　その人は、年上で、とてももてる。


　たぶん、自分とは遊びだと思う。


　それでもいい、離はなれたくない。


　だから、飽あきられないための秘ひ訣けつがあったら、知りたいんだけど。


　話を全すべて聞き終えた悠樹は、最後の頼たのみごとに形のよい眉まゆを跳はねあげる。


「飽きられない秘訣？」


「うん。今、その…微び妙みような感じの人が、年上だし、すげーもてる人だって言っただろ。だから」


　悠樹は少し考えていたが、ちょっと顔をしかめて味み噌そ汁しるを飲んだ。


「もう、やってはいるんだよな？　でも、好きだとか愛してるとかは、お互たがいに言ってない」


「ああ。その、えっと…かわいい、とかは、言ってくれるんだけど」


「かわいい、ねえ。さすが年上」


　頰ほおを染めた篤志を見て、悠樹は軽く口笛を吹いた。


「相手が…遊び、だったら、だめになっちゃうと思うと怖こわくて、俺からも言ってない」


　篤志が切なそうにそう言うと、悠樹は顔をしかめた。


「こりゃまた、はまってんなあ…。だとしたら、うーん…」


　食事の手を止めて考え込んだ悠樹に、篤志はおそるおそる尋たずねる。


「やっぱ、そんなうまいこと、いかないよな」


　気弱な篤志の言葉に、悠樹はぽんぽんと篤志の肩かたをたたいた。


「何、弱気なこと言ってんだよ！　うまくいかない、じゃなくて、うまくいかせる、だろ？」


「あ、ああ、そっか」


　悠樹の迫はく力りよくにおされた篤志に、悠樹は笑ってぐしゃぐしゃと篤志の髪かみの毛をかき混ぜた。


「でも俺、なんか、嬉うれしーわ」


「はあ？　なんで」


「いやーなんかさ、篤志って、彼女いてもこういう話、全然しなかったじゃん。だから友人としては新しん鮮せんだし、なんつーか、信しん頼らいされたんかなー、みたいな気持ちなんだよー。俺、応おう援えんするからさ、がんばれよ!!」


　悠樹はにこにことそう言うと、話を戻もどした。


「んじゃ、さっそく提案。そういう相手には、駆かけ引きしながら気持ちを惹ひきつけるのが効くぜ？」


「駆け引き…それって、俺にもできそうなもん？」


　篤志がそう尋ねると、悠樹はびしっと篤志を箸はしで指し示した。


「やったことないやつが急にやっても、失敗するよーなもんだ！　でも、お前には俺がついてる！　いきなり難しいことやっても失敗するから、基本を伝授してやるよ」


　悠樹は一本ずつ指を立てた。


「基本方針は、『重くならないこと』。『自分からは連れん絡らくしない、会わない』、『誘さそわれても数回に一回は断る』。これくらいならできるだろ？」


「うん…たぶん。やってみる」


　二人はしばらく黙だまって食事を続けていたが、ふと思いついたように悠樹が顔をあげた。


「なあ、秋成さんにも聞いてみろよ！　お前最近、秋成さんと仲いいんだろ？　黒田さんに聞いたけど、あの人もすげえもてて、とっかえひっかえ遊びまくってるらしいぜ？　やっぱ年上には年上の意見だろー！」


「ああ…そうだな…」


　いいことを思いついたと得意満面で話す悠樹とは対照的に、篤志はがっくりとうなだれて、相あい槌づちをうった。











　篤志は、しばらく秋成に連絡を取るのを止やめた。


　悠樹のアドバイスを真に受けたわけではない。


　ただ、携帯の発信画面に秋成の名前を浮うかべるだけで、母親の顔がちらついたからだ。


　これ以上のめりこんでしまうのが、怖かった。


　だからその日、着信画面に秋成の名前が光った時、篤志はためらった。


　けれども自分から断たち切ることはできなくて、通話ボタンを押す。


『篤志？　俺だけど、今、いいか？』


　秋成の声を耳全体で感じながら、篤志はうなずく。


「うん。今、バイト終わって出てきたとこ」


『だと思った』


　秋成が、自分のスケジュールを覚えていてくれた。


　まるで少女のようで我ながらおかしいけれど、そんなことだけで篤志の口元には微笑ほほえみが浮かぶ。


『なあ、ちょっと話があるんだけど、これから会えないか？』


　一いつ瞬しゆん、悠樹のアドバイスが頭を掠かすめて、篤志はごくんと息を呑のんだ。


　しかし次の瞬しゆん間かんには、会いたいという気持ちに負ける。


「うん、いいよ」


『今、塾じゆくの前、だっけ？』


「うん」


『迎むかえに行くから、どっかで時間つぶしてろよ。近くなったら、また電話する』


「うん？　でも」


　――俺、電車で行ってもいいよ？


　篤志がそう提案する前に、ぶつりと通話は切れる。


　秋成らしくない性急さに、篤志は首を傾かしげた。





　篤志が塾の前にあるコンビニエンスストアで立ち読みをしていると、やがて秋成から電話がかかってきた。


　近くの公園の前にいると言う。


　篤志はコンビニを飛び出した。


　落ちついて歩こうとしても足は自然と速まり、駆け足になってしまうのだ。


　――せっかく、悠樹にアドバイスもらったのにな。


　篤志は苦く笑しようしながらも、全速力で走っていく。





　公園脇わきでは、ヘッドライトを点つけたままで秋成が待っていた。


　篤志は到とう着ちやくを知らせるためにライトの前を横切って、助手席に乗り込む。


「ずいぶん、早かっ」


　篤志がそう言いながらシートベルトを引き出そうとすると、いきなり腕うでを強くひっぱられた。


　バランスを失った篤志は、秋成の方に引きずり寄せられる。


「あきなっ、んっ」


　そのままくちづけられ、食べられてしまうかと思うほどに、唇くちびると舌で愛された。


　激しく舌を絡からめられて、飲み込みきれない唾だ液えきが口の端はしを伝っていく。


　あまりの激しさにうまく呼吸ができなくて、苦しくなった篤志は、秋成の胸を強く叩たたいてからだを離した。


「いきなり、こんなとこで、なにすんだよ!?」


　手の甲こうで流れ落ちる唾液を拭ぬぐいながら篤志が非難すると、秋成は今まで見たことがない硬かたい笑え顔がおを見せた。


「悪い。つい、我が慢まんできなかった」


　笑顔を消した秋成は、アクセルを大きく踏ふみ込む。








　ＢＭＷが秋成の高級マンションの駐ちゆう車しや場じように滑すべり込むと、篤志は秋成にひっぱられるようにして車から連れ出された。


　子供のように手を取られて、エレベーターに乗せられる。


　エレベーターの中でも、手を放してもらうどころか、抱だき寄せられた。


「…なあ、どうしたの？」


　篤志が、腕の中から秋成を見上げると、少し微笑まれ、頰ほおにくちづけられた。


「なんでもない。ちょっと…久しぶりだからな」


　――もしかして、俺が、あんまり連絡とらないようにしてたから…？


　篤志はそんな期待で胸を弾はずませたが、すぐにそれは能天気な自分の妄もう想そうだったことがわかる。


　エレベーターが止まると、ぐいぐいと手を引っ張られ、そのまま寝しん室しつに連れこまれた。


　無言でベッドの上に押し倒たおされ、激しく唇を貪むさぼられる。


　――やっぱり、ただ、やりたいだけかよ！


　篤志は、自分の気持ちを持て余し、醒さめた頭で天てん井じようを眺めた。


　しかし、激しくくちづけを重ねてくる秋成の表情を見ているうちに、徐じよ々じよに求められる快感に引きずられていく。


　――少なくとも今は、俺のことを欲しがってくれてる…わけだし…。


　そう思った篤志がそっとくちづけに応こたえると、すぐに深く頭を抱かかえ込まれ、そこから食べられてしまうと錯さつ覚かくするようなくちづけを繰くり返される。


　そんな秋成の舌を引き込むように自ら舌を絡めていくと、熱くなった腰こしをすりつけられた。


　いつものように、ぞくぞくさせる熱いものが篤志のものを押しあげていく。


　くちづけられながら、少し乱暴に上着を脱ぬがされた。


　思うように呼吸ができない苦しさと、卑ひ猥わいに擦こすりつけられる秋成の熱くて硬いものに煽あおられて、篤志も必死で秋成の衣服に手をかける。


　しかしその手は秋成によって払はらわれ、シーツに縫ぬいとめられた。


　その姿勢のまま、Ｔシャツの上から胸の尖とがりを唇で愛される。


「あ、んっ、はあっっ」


　唇で挟はさまれ、舌で舐なめられ、時に歯を立てられて、そこから全身を震ふるわせるような痺しびれが湧わき起こってくる。篤志はびくびくと上半身をのけぞらせた。


　篤志のものもすぐに完全に勃たちあがって、潤うるみ始める。


　篤志の反応からそのことに気づいた秋成は、かすかに笑うと、ジーンズの上からそこに鼻先をこすりつけた。


「っ…!!」


「ここ、いやらしい匂においがするぞ…」


　ぐりぐりと鼻を押しつけられて、篤志はのけぞらせた喉のどをひくひくとさせる。


　腕を一つにまとめられ、再びシーツに押しつけられて、秋成の口と空いた手によってジーンズのジッパーが下ろされた。


　秋成の歯によって、下着の上から甘く形を確かめられて、篤志は背をのけぞらせて甘く喘あえぐ。


「あ、ん、ふっ…！」


　篤志は恥はずかしさのあまり必死で腰をひねったが、腿ももの上にのしかかられて、確かめられたものを舌で舐めまわされる。


「ここ、すごい、でかくなってるけど…ちくびだけで、こんなになっちゃったのか？」


「あ、や、だっ…！」


　いやらしく舌で煽られて、篤志は腰をくねらせた。


「もう、ぐちょぐちょで、滲にじんでる…」


　先走りでびしょびしょになった下着はすでに水分を吸い込まず、溢あふれ出てくるものが秋成の唾液とともに股こ間かんへ伝い落ちる。


　好きでたまらない秋成に求められ、一番感じるところをまさぐられ、恥ずかしい言葉をかけられて、ぐしょぐしょにならないわけがない。


　すでにちぎれかけた意識でとぎれとぎれにそう思いながら、篤志はもじもじとシーツに尻しりを擦りつけた。


　するとジーンズと下着を腿まで引き下げられて、そこを口に含ふくまれる。


　ぬるりとしたあたたかい感かん触しよくに包まれ、次の瞬しゆん間かん、強く唇で扱しごきあげられた。


「――――!!」


　思わず達いきそうになって、篤志は腰を跳はねあげたが、秋成は篤志の根元を強く指でせきとめてしまった。


　激しい射精感の行き場を失い、篤志は声も出せずに喘ぐ。


　すると、秋成の空いている方の手で腕をつかまれ、篤志のからだは引き起こされた。


　向き合うように跨またがられ、秋成の股間に手を導かれる。


　秋成のそこは、布を突つき破りそうなほどに昂たかぶって、熱を持っていた。


　その昂ぶりを、服の上からゆっくりとなぞらされる。


　――でか…秋成も、感じて、くれてるんだ…。


　布越ごしに伝わる秋成の熱さ、硬さを感じながら、篤志は嬉うれしさに欲望で瞳ひとみをけぶらせ、秋成を見上げた。


　ゆっくりと頰を撫なでられ、熱い息とともに囁ささやかれる。


「なあ、ここ…きつくて、辛つらい…お前の手で、出してくれよ」


「！」


　篤志は羞しゆう恥ちに頰を染めて目を見開いたが、突き上げてくるものをこらえきれずに、ごくんと息を呑のむとおずおずと指を伸のばした。


　かちゃかちゃとベルトを外し、ジーンズのボタンに指をかけるけれど、指先が震えて、なかなかボタンは外せない。


　それでも早くそれが欲しくて、篤志が必死で手を動かしていると、秋成が短い吐と息いきを漏もらした。


「もう、いい」


　そう囁かれ、うなじにくちづけられたかと思うと、秋成の大きな片手が降りてきて、篤志の目の前でボタンを外してしまった。


「んっ」


　濡ぬれた大きいものが勢いよく飛び出し、篤志は思わず喉を鳴らす。


　すると再び押し倒され、後ろに秋成の熱くて硬いものを擦りつけられた。


　ぐちゅ、とした熱い感触に、篤志は腰を震わせる。


「あ、んっ…」


「悪い、もう、限界…」


　秋成はそこにぬるぬると自分のものを擦りつけると、熱い吐息とともに、一気に自身を篤志の中につき入れた。


「あああっ――!!」


　ほとんどほぐされていない篤志のそこは、みしみしと音を立てるように、太いものに内ない壁へきを巻きあげられる。


　ほぐされないなんてことは初めてで、もちろんひどい痛みに襲おそわれたけれど、それが強く求められた証あかしのようだと、篤志はなんだかひどく嬉しくなった。必死で息を吐はき出し、そこを緩ゆるめる。


　秋成の切っ先はすぐに篤志の中の一点を突いたから、すぐに痛みは欲情に変わった。


　痛みの後に突とつ然ぜんもたらされた快感はいっそう激しく感じられ、篤志は背をのけぞらせながら両足を跳ね上げた。


　片手で太ふと腿ももを抱え上げられ、腰を最さい奥おうに突き入れられて、激しく擦られる。


「あっ、あーっ、あああっ!!」


　後ろを突き上げる秋成の熱さに射精よりも大きな絶頂感を味わわされて、篤志は全身を波打たせた。


　――秋成が、おれのなか、いっぱい、入ってる…！


　すべてを求めるほどに愛いとしい相手のもので体内を満たされ、全身で相手を感じている。


　その幸福感に、篤志は一いつ瞬しゆんで理性をひきちぎられ、大声で叫さけびながら自身を堰せき止めている秋成の指に手をかけた。


「あん、あっ、やぁっ、やだ！　これ、はなせっ――!!」


　すると秋成のものは一段と膨ふくれあがり、その動きは一層激しくなった。


　激しく腰こしを打ちつけられ、耳もとで囁かれる。


「も、ちょ、っと…いっしょに、篤志…！」


「うん、ああっ、あ、あっ、あん、ふっ、あっ、っんん―――[image: 〓]」


　体内のものがひときわ膨ぼう張ちようした瞬間、ようやく緩められた指先で根元から扱きあげられ、篤志は先せん端たんから激しく白はく濁だくを迸ほとばしらせた。


　びくんびくんと痙けい攣れんする体の奥に熱い飛ひ沫まつを激しく叩たたきつけられ、きつく抱だきしめられて、その快感につい心の奥を緩められた篤志は、心の中で大きくあえいだ。


　――秋成、好き…。


　そうすることで、さらなる絶頂にのぼってしまう。


　もう、離はなしたくない、よ…。


　篤志は両腕を伸のばして秋成の背中を抱きしめた。





　体内の奥深くにまで精を吐と出しゆつされた篤志は、秋成に抱き込まれるようにベッドに倒たおれ込んだ。


　荒あらい息に胸むな板いたを上下させながら、汗あせまみれの秋成の匂いに包まれて、篤志はそっと思った。


　――俺、やっぱり、我が慢まんできない。


　篤志は、気づかれないように秋成の首すじに唇くちびるをつける。


　秋成のつけている香こう水すいの匂いが混じった、汗の味がした。


　――いつまでも、こうやっていたい。


　いつまでも、この味を味わっていたい。


　でも、この味は、俺だけのものじゃない。


　秋成のこの場所は、俺のものじゃないんだ…。


　篤志は自分の考えに、思わず涙なみだを流しそうになって、必死に秋成の汗で濡れた胸に頰ほおを擦こすりつけた。


　しばらくそのまま汗まみれのからだで抱き合って、お互たがいに荒い息を整えていたけれど、やがて秋成が、ゆっくりと自分自身を篤志の中から抜ぬき出した。


　それとともに、生暖かいものがぐずぐずと穴から搔かき出され、篤志はぴくりと腰を震ふるわせる。


「…んっ」


　すると、秋成はからだを繫つなげる前の情熱が噓うそのように、素す早ばやく身を離した。


　篤志は、秋成のその態度に傷つけられたように感じながら、引き剝はがしたシーツで篤志の股間を拭ぬぐう秋成を見つめた。


　いつもだったらこの時、秋成は、いやらしい手つきで再び篤志を挑ちよう発はつする。


　そして大体またからだを繫つなげることになるのだけれど、今日はそんな雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じられなかった。


　秋成はただ黙だまって、事務的に手を動かしている。


　――なにか、変だ。


　沈ちん黙もくに耐たえきれずに篤志は口を開いたが、どんな言葉を口にしたらいいのかわからない。


　焦あせっているうちに、秋成が、横顔を見せたままで口を開いた。


「明日からしばらく、会えなくなった。仕事でトラブルが起こって、アメリカに行かなくてはいけなくなったんだ」


　篤志は、びくりと胸の中を震わせる。


「へえ、すごいね。…しばらくって、どれくらい？」


　なんとか勇気を振ふり絞しぼって尋たずねた篤志の言葉に、秋成は顔をしかめて首を横に振った。


「わからない。トラブルの全容がつかめてないんだ。どうやらえらい面めん倒どう臭くさいことになってるらしい」


　秋成はそこまで言うと、ようやく篤志の方を向いて、小さく笑った。


「時差もあるし、しばらく連れん絡らくもできないかもしれないだろうけど…大丈夫だいじようぶ、だよな？」


　何が大丈夫かもわからなかったけれど、今までの秋成からは想像もできないような笑え顔がおに胸を突かれて、篤志はなんどもうなずいてみせた。


　すると、秋成の腕が篤志の方に伸ばされる。


　篤志がその手をつかむと、篤志のからだは引き起こされて、胸の中にそっと抱きしめられた。


「いい子に、してろよ」


　――これって、別れる前の抱ほう擁よう、じゃないよな？


　俺と、もう会わないってことじゃ、ないよな？


　そこまで口にする勇気はなくて、篤志はうなずきながら、秋成の胸に顔を埋うずめて言葉を呑のみ込んだ。











「篤志、最近いつも携けい帯たい見てないか？」


　呆あきれたように悠樹にそう言われて、篤志はあいまいに微笑ほほえみ返す。


「そうか？」


「…絶対、そう。なに、例の彼女と、トラブルか？」


「いや、そうじゃないけど…あっ、俺、今日バイトだから。じゃな！」


　眉まゆを寄せる悠樹をかわして、篤志は校門を飛び出した。


　――電話するよ。


　別れ際ぎわに秋成はそう言ったけれど、かかってきた電話は、「今、成なり田た。これから出発する」の一回だけ。


　それでも、携帯の着信を頻ひん繁ぱんにチェックする癖くせがついた。


　いつ、何度、携帯の履り歴れきを確かめてみても、登録した番号以外の着信があったことはないのだけれど。


　――ほんとは、アメリカなんて行ってねーんじゃねえの？


　ほんとは今も、あのマンションにいるんじゃねえの？


　俺に飽あきて、会いたくないだけなんじゃねえの？


　自分でそう考えては、必死で打ち消す癖もついた。


　毎日、秋成のことを思い出しては、恋こいしくなる。


　恋しい、なんて単語が、こんなに気持ちとぴったりくるものだとは思わなかった。


　毎日、秋成の隣となりに他ほかの誰だれかがいることを考えて、苦しくなる。


　切ない、よりは、もう少し苦い。


　その誰かの顔は、いつもだいたい、最後に紗絵子の顔になる。


　だからそのたびに、紗絵子さんじゃ敵かなわないよな、なんて変な納なつ得とくをしてみたり。


　突とつ然ぜん涙をにじませてみたり。


　ああ俺、情じよう緒ちよ不安定だ。


　最近では、そう呟つぶやいてみることで全すべてを追い払はらう術すべも、身につけた。








　その時道を歩きながらも、篤志はそう呟いて、自分の後ろ向きな考えを追い払っていた。


　軽く頭を振ったところで、ある店のショーウィンドウに視線が当たる。


　それはその店自体が骨こつ董とうなのでは、と思わせるほどの古めかしい骨董品屋だった。


　ショーウィンドウも店に合わせて古ぼけて、鈍にぶく飴あめ色いろに、光を透すかしている。


　篤志の視線は、ショーウィンドウの奥にひっそりと飾かざられている一本のネックレスに引き寄せられた。


　それは、鈍く光るプラチナ・ゴールドのアンティークネックレスだった。


　優美な楕だ円えん形けいで繫げられたチェーンの合間に、色とりどりの細かな石が嵌はめ込まれている。素しろ人うと目めに見ても、その細工は精せい巧こうで質の良いものであることがわかった。


　それを見た瞬しゆん間かん、篤志の脳のう裏りに秋成が浮うかぶ。


　紗絵子に贈おくられたネックレスをつけている、パーティの時の秋成の姿が。


『普ふ段だんはこういうデザイン、身につけないんだけどな』


『男にしてはセクシー過ぎて笑えるだろ。でも、これはちょっと、特別なんだ』


　――ちょっと待てよ、俺。男が男にネックレス贈るなんて、どうかしてるだろ。


　でも。


　でも、俺が贈っても、秋成は身につけてくれるんだろうか。


　その考えに押されて、篤志はふらふらと店のドアを押した。


　からん、とドアベルが乾かわいた音を立てた。


「いらっしゃい」


　ドアベルの音に、店の奥に座る老人がちらりとこちらに視線を上げた。


　店と一いつ緒しよに歳としをとったようなその老人は目を細めて篤志を眺ながめたが、すぐに興味を失ったように再び手元の帳面に視線を落とした。


　篤志はなんとなく会え釈しやくしながら、タイミングを計り損そこねて店内を見回す。


　店内は薄うす暗ぐらいけれど、きちんと掃そう除じされているせいか埃ほこり臭くささはない。


　食器から家具、よくわからないものと置かれているものは様々だけれど、どれもきちんと手入れがなされているようだった。


「何を買いに来たんだね？」


　うろうろしている篤志を見かねたのか、老人はかけていた眼鏡めがねを外して、片手で目を揉もみ解ほぐしながらそう言った。


「えっと、あの…ショーウィンドウのネックレスが、気になって」


　篤志の言葉に、老人はじろりと瞳ひとみを動かす。


「高い、ですか」


「あんたが、身につけるんかね？」


　篤志は首を横に振った。


「じゃあ、恋こい人びとに贈るんかね？」


　――恋人。


　その甘い響ひびきと秋成の顔を重ねて、篤志は思わず頰ほおを染めた。


　その篤志の様子を見ると、老人は、ふん、と鼻を鳴らす。


「三万」


「え？」


「値段に決まっとるだろう。三万円だ」


「さ、んまんえん!?　俺の、一ヶ月半の食費…」


　――確かにこのネックレス、普ふ通つうに買ったらどう見たって三万以上はしそうなものに見えるけど…。


　篤志はもごもごと言こと葉ば尻じりを濁にごらせた。


　老人は睨にらむように鼻筋に皺しわを寄せて篤志を見上げると、再び眼鏡をかける。


「本当なら、そりゃ三万ぽっちじゃチェーンの一つも買えん代しろ物ものだ。それを好意で言ってやっとるっつうのに、最近の若いもんは、モノを見る目も、ヒトを見る目もなっとらん。別に、買いたくなきゃ買わなくたっていいんだ」


　――おいおい、爺じいさん、そこまで言うほど、高くはないだろ。


　篤志は思わず吹ふき出しそうになったけれど、老人が再び帳面と睨み合い始めたのを見て、慌あわてて口を開いた。


「すいません、あの、買います。お金は後日、持ってきますから」








　塾じゆく講こう師しのバイト中、生徒が問題を解いている合間に、篤志は何度も衝しよう動どう買がいのことを思い出したけれど、不思議と後こう悔かいはしなかった。


　それどころか、それを買ったことで、気持ちがすっきりしている気がする。


　なんとなく、また秋成と会える気がしてきたのだ。


　どう言って渡わたそうか、そんなたわいないことを考えられるからかもしれなかった。


　そんな気持ちでいるのが功を奏そうしたはずはないのだけれど、数日後、秋成から連れん絡らくがあった。


　バイトのない水曜の夜中のことだった。


　そろそろ寝ねようかと畳たたみの上でごろごろしていた篤志は、携帯の着信音に跳はね起きる。


　携帯の着信画面には、『発信先通知不可』の文字が光っていた。


　国際電話、だ。


　篤志は震ふるえる指先で通話ボタンを押す。


「もし、もし」


『…篤志？　俺、秋成』


　篤志は、耳もとで響く心ここ地ちよい秋成の声に、胸をじんとさせた。


　胸の中に温かいものが広がっていく。


　――秋成。俺、秋成に会いたい。


　思わずそう口走りそうになって、篤志は慌てて言葉を呑み込んだ。


『全然電話できなくて悪かったな。急だけど、今週の金曜の夜に帰れることになったぞ』


　その言葉に、篤志は一気に胸を弾はずませたが、続く秋成の言葉に、すぐに、しゅんとした。


『まあ、仕事があるから、すぐには会えないけど』


「あ、そう」


『……来週の土曜、二二時過ぎに、家に来いよ』


　会いたいと、思ってくれた。


　篤志はぱっと顔を輝かがやかせ、バイトのことも考えずに承しよう諾だくしようとする。


　けれども、次の瞬間に囁ささやかれた秋成の言葉に、全身が凍こおりつく。


『…篤志、早くお前に会いたいよ。会って、抱だきしめて、からだ中を舐なめ回して、お前の奥深くに、入りたい』


　口元で凍りついた承諾の言葉は、砕くだけ散った。


　――それってやっぱり、からだだけ、ってことだろ？


　篤志の頭に、ふとある考えが浮うかぶ。


　ここでもし、俺が、セックスするのを断ったら、どうなるんだろう？


『篤志？』


　篤志は軽く息を吸い込む。


「やだ」


『は？』


　電話の向こうからは、愕がく然ぜんとしたような秋成の声と、息を呑のむような気配がした。


　篤志は思わず動どう揺ようし、慌てて取り繕つくろってしまう。


「あの、バイトあるから、その日は」


『ああ…わかった。その後の予定は、日本に帰らないとわからないから、また、連絡する』


　――ああもう、何やってんだ、俺は…。


　電話を切った後、篤志は唇くちびるを嚙かみ締しめて畳の上に突つっ伏ぷした。











　秋成からの連絡は、またしても途と絶だえた。


　――やっぱ、これって、もう終わったってことなのかな…。


　午後の講義を受けながら、篤志はぼんやりとそう思う。


　秋成が帰国したはずの日から、もうすぐ一週間が過ぎようとしている。


　――そうじゃなければ、どんなに忙いそがしくたって普ふ通つう、連絡、できるよな。


　こっちから携けい帯たいにかけても、無視されてるし。


　――距きよ離りを置いてもこんな辛つらい気持ちを味わうのなら、とことんまでのめり込んでやる。


　そんな決意を固めて、篤志から電話もかけたのだ。


　けれど、秋成は電話に出ない。


　わずかにコールが鳴って、すぐに留守番電話になってしまう。


　もちろん、折り返しの電話も来ない。


　――きっと、セックスするのを断ったからだよな。


　やっぱり、俺は単なる遊び相手だったんだ。


　真実は辛くて、真正面から背負うには、重過ぎる。


　――あの時、断らなければよかった。


　たとえからだだけの付き合いだったとしても、側そばにいられるのなら、それでよかったんだ。


　今度は、絶対に断らない。


　もし、今度、電話が鳴ったとしたら。


　以前よりも強い欲望を持って連絡を待つ日々は、それまでの日々よりも一日が長く、辛く感じられた。


　そんな日々の繰くり返しに、篤志は徐じよ々じよに気力を失っていった。








　その日も、篤志はいつものルーティン・ワークをこなして深夜に帰宅した。


　ドアを開けると、ちょうど窓から月が見えて、その光が部屋の中にさし込んでいる。


　その冴さえ冴ざえとした様子になぜか安心して、篤志はほっと息をついた。


　六畳じよう一間のささくれだった畳の上には、小さなＴＶと冷蔵庫、布ふ団とんくらいしか家具はない。


　秋成の部屋とは、大おお違ちがいだ。


　篤志は自じ嘲ちようするように微笑ほほえんだ。


　――やっぱり、俺と秋成じゃ、生きてる世界が違ちがったんだよな。


　今までが、奇き跡せきみたいなことだったんだ。


　もう、潮時、ってやつなんだろうな…。


　靴くつだけを脱ぬいで、ごろりと畳の上に転がる。


　そのまま畳に頰をつけて、ひやりとした感かん触しよくを、そっと味わった。


　その時、視界の隅すみで、何かがきらりと光る。


　何気なくそちらに目をやった篤志は、部屋の隅に放ほうり投げられるように置かれていたアンティークネックレスを見つけた。


　それは、窓からさし込む月の光を、静かに撥はね返している。


　篤志はそれを眺ながめながら、そっとため息をついた。


　――やっぱり、まだ、秋成のこと、好きだ。


　あきらめるなんて、できねーよ…。


　その光を受けて目のふちが熱くなった篤志は、ぶんぶんと頭を振ふった。


　――こんなの、よくない。


　これ、秋成に、渡そう。


　篤志は自分自身に言い聞かせる。


　――それできっぱりけじめをつけて、この気持ちを終わりにしよう。








　以前に会いたいと打だ診しんされた、土曜の二二時過ぎなら部屋にいるだろうと考えて、篤志は二三時近くに秋成のマンションを訪おとずれた。


　しかしまだ秋成は部屋に戻もどっていないようで、エントランスでインターホンを鳴らしても応答がない。


　篤志は少し考えて、エントランスにしつらえられたロビースペースのソファに腰こしをおろした。


　帰るふんぎりがつかなかったのだ。


　そのまま篤志が座っていると、黒くろ塗ぬりのハイヤーがエントランスに横づけされたのが見えた。


　ハイヤーからは、寄り添そうように男女が降りてくる。


　夜の暗がりの中でも、二人はどちらも魅み力りよく的に着き飾かざって、華はなやかな雰ふん囲い気きを身にまとっているのがわかった。


　男は女の腰に自然な様子で手を回し、時折お互たがいの腰をぶつけ合うようにしてエントランスに入ってくる。


　その二人の雰囲気は、誰だれから見ても対ついであるにふさわしいものだった。


　――明らかに俺とは世界が違う人たち、だよなあ。


　篤志はその二人を眺めながらぼんやりしていたが、彼らの顔がはっきり見えた瞬しゆん間かん、青ざめて立ちあがった。


　二人は、秋成と紗絵子だったのだ。


　秋成は洗練された黒いスーツに白いシャツ、光こう沢たくの美しいブルーグレーのタイを身につけ、紗絵子は、水色の、胸むな元もとが鮮あざやかに切れたシルクのドレスを着て、耳もとからは、ゴールドとシルバー、真しん珠じゆが何連にも組み合わされた美しく長いピアスを垂らしていた。


　紗絵子は、頰ほおを美しく上気させ、耳もとのピアスを美しく揺ゆらしながら、華やかに秋成に笑いかけている。


　その表情は無む邪じや気きさが垣かい間ま見みえて可愛かわいらしい一方で、すぐにくちづけたいと男に思わせる色気に溢あふれていた。


　秋成はこちらに背を向けるように常に紗絵子を見つめ返していて、篤志の方からは表情が見えない。


　しかしその様子はとても親密そうで、二人だけの世界を作りあげているように見えた。


　篤志が呆ぼう然ぜんと彼らを見つめていると、紗絵子と視線がぶつかる。


　篤志が逃にげ出すよりも早く、紗絵子が声をあげた。


「あれ？　篤志くんじゃない？」


　篤志は、心の中でぎゅっと目をつぶる。


　秋成が足を止め、驚おどろいたような表情で篤志の方を振りかえった。


「篤志!?」


　――取り乱すなよ、俺。


　篤志はそう自分に言い聞かせると、ごくんと一つ息を呑んで、ゆっくりと二人に近づいた。


　にっこり笑って、ネックレスを入れた袋ふくろを手て渡わたし、


「これ、靴の、お礼」


　それだけ言って、その場を去る。それだけ。


　篤志は確かにそう思ったのだけれど、いざ口を開こうとすると、言葉と一いつ緒しよに一気に気持ちがあふれそうになって、慌あわてて口をつぐんだ。


　すると気持ちの代わりに、勢いよく涙なみだがあふれ出る。


「っ!!」


　驚いた篤志は、投げつけるように袋を二人に押しつけると、脇わきをすり抜ぬけるようにして外に飛び出した。


　――あーもう、最低だ！


　何やってんだよ、俺！


　拭ぬぐっても拭ってもあふれてくる涙を拭いながら、駅へ戻ろうとした篤志は、がくんと後ろに引き戻された。


　ぐるりとからだを半転させられて、強く抱だきしめられる。


　驚く篤志を、強く立ちのぼった秋成の香かおりが包みこんだ。


　その香りに一気に気持ちをゆるめられて、さらにぼろぼろと涙がこぼれた。


　篤志は秋成の胸の中に顔を埋めたまま、涙を止めようと必死で深呼吸を繰り返した。


　すると顎あごを強く持ち上げられて、秋成と視線を合わせさせられる。


　秋成の瞳ひとみは、いたわるような色をたたえて、溶とけるように甘い。


「や、だ、見んなっ…」


　止めることのできない涙を見られたくなくて、篤志は顔を背そむけるために暴れたが、興奮したように唇くちびるを寄せられ、顔中にくちづけを降らされた。キスの合間に、優やさしくあやすように名前を囁ささやかれる。


「篤志…篤志…」


「…やめろ、よっ…」


　ますます激しく泣きじゃくりながら、篤志は秋成の胸を突つき放そうとしたが、笑えみを含ふくんだ声とともに、耳の下に鼻筋を擦こすりつけられる。


「なんで…？」


「なんで…って、せっかくっ…お、俺が、…あ、あきらめよ…と、してる…の、にっ…！」


　篤志は大きく呼吸を繰り返しながらしゃくりあげ、切れ切れに言葉を繫つなぐ。


　秋成は目をみはって聞いていたが、篤志が言葉を吐はき出し終わると、ゆっくりと篤志に向かって形のいい指を伸のばしてきた。


　ゆっくりと丁てい寧ねいに、まるで愛あい撫ぶするかのように、涙をぬぐわれる。


「なあ、それって…俺のことを好きだ、って告白、だよな？」


「っ…！」


　篤志は唇を嚙かみしめうつむいたけれど、耳もとで再び優しく尋たずねられ、あきらめて、頷うなずく。


　その途と端たんに耳もとで、感に堪たえかねたように大きく息をつく音がして、ぎゅうっと強く抱きしめられた。


　熱く湿しめった吐と息いきとともに囁かれる。


「お前、なにか、誤解してるぞ。ひとまず、戻ろう」


　篤志は始め、強くかぶりを振ったが、秋成に抱き込まれ、耳もとで甘く何度も囁かれると、やがて渋しぶ々しぶうなずいた。








　二人がエントランスに戻ると、ロビースペースのソファから、今度は紗絵子が立ちあがった。


　紗絵子は涙で頰を腫はれあがらせた篤志を見て目を細めると、二人を自分の座っているテーブルに差し招く。


　二人が近づくと、秋成の腕うでの中から篤志をゆっくりと抱き取って、頰にくちづけた。


「篤志くん、もしかして私たちのこと、誤解しちゃった？」


　――誤解…？


　意味がわからず瞳を揺らした篤志を見て、紗絵子は片目をつぶって笑ってみせた。


「だーいじょうぶ。心配いらないわ。私たち、幼よう稚ち舎しやから一緒なの。もう、姉きよう弟だいみたいなものなのよ」


　紗絵子は篤志の表情を読んで先を続ける。


「今日は、やっぱり幼稚舎からの友達の結けつ婚こんパーティだったんだけど、私がずっと恋こいしてる男が、女連れで来ちゃってね。今夜だけはどうしても一人になりたくなくて、むりやり秋成にくっついて来たの。まだどうしてもその男が好きだから、妙みようなことしちゃったら困るなと思って。秋成なら絶対やらしい気持ちにならないからね。なんたって、幼稚舎のスモックを着て、鼻垂らして泣いてた頃ころからの付き合いなのよ？　今さらすぎて、どうやったって笑っちゃうわ」


　秋成は紗絵子に向かって顔をしかめてみせた。


「それはこっちのセリフだ」


　それから気がかりそうに、篤志の顔を覗のぞき込んでくる。


「これで、誤解、とけただろ？」


　そんな秋成の様子を見て、紗絵子は楽しそうに微笑ほほえんだ。


「この際、怪あやしいことはみーんな、聞いたほうがいいわよ～？」


　篤志はうつむいたまま、子供のように言葉を繫ぐ。


「電話。俺といる時、いつもいっぱい、おんなのひとから、かかってきてた」


「はあ!?」


　秋成は目をみはって、首を傾かしげた。


「いつだ？　篤志と会ってる時？　仕事の電話はかかってきてただろうけど…女？」


　紗絵子は、真しん剣けんに悩なやみ始めた秋成を胡う散さん臭くさそうに横目で見ていたが、あっ、と声をあげた。


「ねえ、それ、私のことじゃない？　今回の件で電話するたび、『今、篤志といるのに邪じや魔ますんな』って、文句言われたもの」


「ああ…篤志には、言ってなかったか」


　秋成はそうつぶやくと、そっと篤志の頰ほおに手のひらを当てた。


「篤志、こっち向いて」


　そう囁きながら、優しく自分の方を向かせて、視線を合わせる。


「篤志、俺は、今、紗絵子の日本の店と、ＮＹの店の改装を合わせて手がけてるんだ。だからお前が言ったように、会っている時も紗絵子からよく電話がかかってきてたし、アメリカにも行った。…お前が気にしてなさそうだったし、俺はプライベートに仕事は持ち込まない主義だから…不安にさせて悪かった」


　真剣にうなだれる秋成に、紗絵子が追い討うちをかける。


「そうそう。だいたい、秋成のこれまでの行いが悪すぎるからいけないのよ！　ほんっとに、もう！」


　紗絵子は、ぎゅっと篤志を抱きしめると、こつんと自分の額を篤志の額に当てて、篤志の顔を覗きこんだ。


「あのね、篤志くん。確かに秋成はちゃらちゃらしてるし、実際これまで、ひどい遊び方してた。変な話だけど、それは私が、責任もって保証するわ。でもね、きみと付き合ってから初めて、一人の人に真剣になるってことを覚えたみたい」


　――え…？


　驚おどろく篤志に、紗絵子は悪いた戯ずらっ子のような目つきを見せてくすくすと笑った。


　そっと篤志の耳もとに美しい唇を寄せる。


「これは口止めされてたんだけど。篤志くんに真剣になりすぎて、にっちもさっちもいかなくなってる秋成とか、今までにない秋成を見せてもらったわ。なんだかあいつ、好きになりすぎて自分をコントロールできなくなってたんでしょ？　すっごい悩んでて、笑っちゃった。二人が会ってる時に、私が電話しちゃったのだって、そもそもは、篤志くんに会いたいからって、あいつが無理矢理、早く帰ってたせいなのよ？　信じられないでしょ？　でも、友だちとしては、とっても面おも白しろかったわ。ありがとね」


　想像もしていなかったことを聞いて、思わず頰を染めあげた篤志の耳もとに、紗絵子は軽くキスをした。


　すると、それまで二人のひそひそ話を渋しぶい顔で見ていた秋成が、二人を一気に引き剝はがした。


「もう、いいだろ！」


　そんな秋成を見て、紗絵子はくすくすと笑う。


「パーティの時も言ったけれど、あなた、ほんとに、子供みたいよ？　自分以外の人がちょっとでも篤志くんに触さわるのが、我が慢まんできないんでしょ」


　篤志は驚いて秋成を見あげた。


　二人に見つめられた秋成は、顔を真っ赤にして横を向く。


　その様子は、図星を指された子供のそれで、篤志は思わず吹き出した。


「なんだよ、その通りなんだから、仕方ないだろ！」


　秋成がむきになると、紗絵子は肩かたをすくめて見せた。


「はいはい。ほんとに、あの秋成がこうなるなんて、信じられないわ！」


　それから、紗絵子は優ゆう雅がに立ちあがると、秋成に人差し指を立てて見せた。


「さ、私は、ここまで！　っとに、この私にここまでフォローさせるなんて、この代だい償しようは高くつくわよ！」


　紗絵子は、篤志には優しく笑いかけて、片目をつぶる。


「じゃあ、また。秋成をよろしくね！」








　紗絵子が颯さつ爽そうとエントランスから出ていってしまうと、秋成は改めて、ゆっくりと篤志を抱だきしめた。


　篤志は逆らいこそしなかったものの、表情を固くしてうつむく。


　しかし浮うかれた秋成は、篤志の表情には気づかず、肩を抱くようにしてエントランスを開けると、そのままエレベーターホールへと向かった。


　歩いていく間も、篤志はひっきりなしに秋成に触ふれられる。


　頭を撫なでられ、髪かみに頰を埋うずめられ、鼻先を首筋に擦こすりつけられたりと、その触り方自体は大型犬がじゃれつくようなものだったのだけれど、篤志はどうしても不安を振ふり払はらえずに、身体からだを固くした。


　さすがの秋成もそれには気づいて、エレベーターに乗り込んだ後、うつむいたままの篤志をのぞきこむ。


「まだ気になることがあるのか？」


　秋成の不安そうな口調に勇気づけられ、篤志はすがるように顔をあげた。


「からだだけ、じゃないよね？」


「はあ？」


「だから、俺とやりたいだけじゃないよね、ってこと！」


　顔を真っ赤にして視線を外す篤志を見て、秋成は大きくため息をついた。


「まだ、何か、誤解してるな」


　篤志は怒おこったような口調で、言い募つのる。


「だって、俺、まだ、秋成から好きって聞いてない！　アメリカから初めて電話くれたと思ったらエロいことしか言わねーし、やりたくないって言ったら、連れん絡らくくれないし」


「ああ、それか」


　秋成にしれっと答えられて、篤志は思わず力を抜いた。


「携けい帯たいを壊こわしたんだ。スーツケースに入れておいたの忘れて、うっかり空港にあずけちまって…その後は、ばたばたしてて買い替かえにも行かれなかった」


　秋成は、そう言い終えると、急にばつが悪そうな表情になって篤志を胸の中に抱き寄せた。


　ぎゅっと抱きしめられ、耳もとにキスを落とされ、囁ささやかれる。


「ごめん。今の、噓うそ」


　――噓!?


　篤志が、秋成の顔を見ようと頭を動かすと、大きな手のひらで押さえるように抱かかえ込まれた。


「恥はずかしいから、そのままで、聞いて。携帯壊したのは、本当だ。でも、それだけの理由だったら、篤志のバイト先にでもなんでも行ってたよ。本当は、俺…怖こわかったんだ」


　篤志は驚いて、無理矢理押さえる秋成の手を振り払って、秋成の顔を見上げた。


　秋成はみるみるうちに顔を真っ赤に染めた。


　そんな秋成は想像もできなくて、篤志は大きく目を見開く。


　秋成は一度大きく天を仰あおぐと、覚かく悟ごを決めたように篤志と視線を合わせて話し出した。


「紗絵子のパーティーに一いつ緒しよに行っただろ？」


「うん」


　秋成は真しん剣けんな眼まな差ざしで、篤志を見つめる。


「それまでは正直、遊びのつもりだった。でも、あの頃ころから、お前のこと好きになりすぎて、たまんなくなった」


　篤志はさらに大きく目を見開く。


「それに気づいたのは、お前が好きな小説家の話をしてたとき。はっきり言って、妬やけたよ。脳のう味み噌その血管が切れそうだった。それで、気づいた。馬ば鹿かな話だけど。だけどあの頃から、お前からの連絡が、どんどん減っていっただろ。なのに、俺は急にＮＹへ行かなきゃいけなくなって…本気で、どうしていいのかわからなくなった」


　そっと頰に秋成の鼻先が擦こすりつけられた。


「俺、お前とこのまま終わっちゃうんじゃないかって、不安だったんだ。それでＮＹに行く前、自分をコントロールできなくなって、お前は乗り気じゃなかったみたいだけど、無理矢理、抱いた。そこから嫌きらわれたんじゃないかと怖くなって」


　目め尻じりにくちづけられて、囁かれる。


「向こうで散々悩なやんで、勇気振ふり絞しぼって帰るって電話したのにそっけないし、会おうと誘さそっても、お前、断るし」


　篤志の目元から唇くちびるを離はなすと、秋成は、照れたように笑った。


「自じ業ごう自得のうえ、俺一人で、空回りしてたんだな。悪かった。でも、それだけお前のことが好きなんだ。そこだけは、理解してくれ」


　再び頰ほおにくちづけられる。


　篤志は夢の中のことに思えて、ぼんやりと秋成の顔を見つめつづけていた。


「俺も空回り、してるのかも…。本当に、俺で、いいの…？」


　秋成は苦く笑しようして、そっと篤志の唇にくちづけてくる。


「篤志がいい。お前の、妙みように律りち儀ぎなところとか、相手のことをきちんと考えてあげられるところとか、すごい苦労しながら一人で頑がん張ばってるところとかが、好きだ。篤志と会うと、俺も頑張ろうって素す直なおに思える」


　秋成は、いつか建築に対する気持ちを語ったときのように熱っぽい口調でそう言い終えると、からかうような瞳ひとみで篤志を見つめた。


「篤志は？　お前は、俺でいいのか？」


　篤志はかあっと頭まで真っ赤になって、うつむいた。


　くすくすと笑う秋成に顔をのぞき込まれる。


「ん？　俺じゃ、嫌いやか？」


　篤志は唇を嚙かんでいたが、思いきったように顔をあげると、秋成の頭を引き寄せた。


「秋成じゃなきゃ、嫌だよ！」


　叫さけぶようにそう言って、嚙みつくように秋成の唇にくちづける。


　秋成の唇は、今まで以上に滑なめらかで、温かい気がした。


　篤志は、その温かさを、ゆっくりと唇で味わう。


　秋成は驚おどろいたように目をみはったまま篤志のくちづけを受けていたが、篤志の舌が薄うすく開いた隙すき間まから口の中へ入り込もうとすると、ようやく我に返ったように自身の舌を絡からませてくる。


　篤志はそのまま、絡められた秋成の舌に擦りつけるようにして、秋成の口の中に入り込んだ。


　熱く柔やわらかい口こう腔こうを、余すところなく舌で愛あい撫ぶする。


　秋成の口腔をすべて舌で探さぐり終わると、いきなり秋成の歯列に、甘く舌を嚙まれた。


　舌で擦られ、捏こねまわされながら、時折数回、舌の弾だん力りよくを確かめるように嚙まれると、ひどくいやらしいことをされているように感じて、篤志は夢中になって舌を蠢うごめかせた。


　ゆっくりと秋成の舌が、篤志の口の中に入り込んでくる。


「ふ、っ…あ」


　口中を犯おかしあい、上うわ顎あごを擦りあって、舌同士を絡ませた。


「ん…」


「あ、ふ」


　歯列をなぞり、唇を舐なめあげ、歯を立てる。


　吐と息いきは完全に混ざり合い、時折漏もらされる声がどちらのものか、篤志はすでにわからなくなっていた。


　あまりの激しさに唾だ液えきを飲み込みきれず、篤志の口の端はしからは、唾液が幾いく筋すじも滴したたり落ちていく。


　――もっと、秋成の中に入りたい…。


　秋成のを俺の中に入れたい…。


　もっとぐずぐずにして、ここから溶とけて、一つになりたい…！


　もっと深く交わるため、顔の角度を変えようとわずかに唇を離すたびに、秋成の唇との間に透とう明めいな唾液の糸がかかる。


　それを舌で掬すくい上げては、再び口で愛し合った。


　服の上からからだをまさぐられ、あちこちに熱を灯ともされながら、篤志も必死に秋成のからだを確かめる。


　――早く、秋成の肌はだに、触れたい。


　篤志が思わず秋成のシャツをひっぱりだそうとすると、秋成の大きな手のひらに背中のラインを撫でられ、尻しりの割れ目を探られて、篤志はびくんと背を震ふるわせた。


「ぅんっ！」


　その瞬しゆん間かん、エレベーターが静かに止まる。


　篤志は離れそうになった秋成の唇を追いかけ、数回くちづけてから、名残なごりを惜おしんで唇を離す。


　すると秋成は愛いとしそうに篤志に微笑ほほえみかけて、唾液の糸とともに、篤志の口の端をいやらしく舐めあげた。








　エレベーターホールからの距きよ離りが果てしないものに思われる。二人は、もつれあうようにして玄げん関かんまで辿たどり着いた。


　ドアを閉めるのももどかしく、抱だき合って、激しいキスを繰くり返す。


「篤志…！」


　キスの合間に喘あえぐようにそう囁かれ、ドアと秋成のからだの間に挟はさみ込まれた。


　そのまま、完全に昂たかぶった秋成のものを股こ間かんに擦りつけられる。


　もちろん篤志のものも頭をもたげ始めていたのだけれど、その刺し激げきに、すぐに張りつめるほど大きくなった。


　そのまま達したいとでもいうようにそこを擦りつけられて、篤志もおずおずと腰こしを動かして応こたえる。


　すると秋成からのくちづけは一層深くなり、篤志は秋成の口の中で喘いだ。


「篤志…篤志…」


　耳元で名前を呼ばれて擦られるたび、鈍にぶく熱い欲望が篤志の背筋から腰骨へと伝わり、篤志のものを濡ぬらしていく。


「篤志…好きだ…」


「おれもっ…ぅんっ!!」


　秋成によって耳の中に吹ふき込まれたその甘い衝しよう撃げきは、激しく篤志の背筋を焼きあげ、篤志はびくびくと全身を痙けい攣れんさせて、ジーンズの中に精を吐はき出した。


　からだを支えきれなくなって、秋成にしがみつく。


「篤志…？」


　ベルトが外され、ジーンズのジッパーを下げられる。


「嫌だ、見るなよ…っ」


　恥はずかしさのあまり、篤志は力なく首を振ふった。


　しかし秋成の指先は容よう赦しやなく、少し乱暴な手つきでジーンズと下着を引きおろしてしまう。


　急にもたらされた外気の冷たさに、いかに自分が大量に精を吐き出してしまったのかを思い知らされ、篤志は涙なみだをにじませてうつむいた。


「触さわってないのに、達いったのか？」


　驚いたような秋成の声に、篤志はうつむいたままふてくされて、耳まで顔を赤らめた。


「だって、秋成が、好きっていうから」


　次の瞬間、顎あごをさらわれ、くちづけられた。


　秋成は大きく微笑んでいた。


　目の下にくちづけられる。


「篤志、お前、可愛かわいい…」


　その秋成の瞳の甘さに、思わず自分も瞳を霞かすませながら、篤志は秋成のものに手を伸のばした。


「俺だけじゃやだ…秋成も…」


　その手を秋成に押さえられ、再びくちづけられる。


「そのまえに、ここを綺き麗れいにしてやるよ」


　秋成は篤志の前にひざまずいた。


　篤志のものにキスをして、ゆっくりと舌で味わうようにそこを清める。篤志の白はく濁だくをこすり落としては飲み込んでいく。


「あっ」


　篤志は目の下で蠢く秋成のいやらしい口くち遣づかいに、また感じそうになって、必死で秋成の頰をはさんだ。


「そんなの、やめろよ…っ！」


　秋成は上目遣いで篤志を見上げると、ゆっくりと篤志のものから口を離はなす。


　篤志が、ほっと息をついたのもつかの間、秋成は篤志の先せん端たんを銜くわえ直して、尿によう道どうに残ったものをちゅうちゅうと吸いあげた。


　自身の中心を吸い込まれるかのようなその感かん触しよくに、篤志は再び自身を膨ふくらませた。


「また、勃たった」


　いやらしく笑われ、飲み込むように愛される。


　熱い喉のど奥おくに引き込まれる気持ちよさに、篤志はびくびくと腰を震わせた。


「あっ、やっ…！」


「口中、篤志の味がする…」


「あ、ああっ…っ」


　いやらしく煽あおられ、篤志は大きく息のかたまりを吐き出しながら、冷たいドアに尻を押しつけて刺激をやり過ごそうとした。


　しかし丁てい寧ねいに舌を使われ、唇くちびるで愛されると、篤志のものは再び完全に勃ちあがってしまう。


　荒あらく息をつきながらも、篤志はなんとか秋成の頭を引き剝はがそうとした。


「おればっかり、やだってっ…！」


　しかしそんな抵てい抗こうは、秋成の舌で先端を割るように弄いじられるとすぐに吹き飛ぶ。


「あっ…や、あっ、で、る、出ちゃ…!!」


　篤志がそう叫さけんで内うち腿ももをびくびくと震わせると、秋成の指に二つの袋ふくろをからめとられた。


　篤志は腰を震わせる。


「あっ、や、だぁっ…！」


　秋成の指先を埋うめられ、ぐりぐりとそれを擦こすり合わされた。


　痛みに近い激しい快感に、篤志は激しく内腿を痙攣させる。


「あっああっ！」


　篤志は再び秋成の髪かみを握にぎり込んだ。


　秋成は軽く笑って、いっそうそれを揉もみ上げながら、飲み込むように篤志のものを愛し始める。


「あっ、あっ、あ、や、だめ、だ、めだって、出ちゃ…ん、んっ―――!!」


　篤志は必死に秋成の頭を引き剝がそうとする。


　しかし熱くぬるぬるしたものに扱しごかれると、秋成の頭を抱きしめながら腰を痙攣させて、秋成の口の中に全すべてを吐き出した。


　その篤志の痴ち態たいに興奮したかのように、秋成も数回、腰を震わせる。


「ごっ、ごめんっ」


　全身を震わせて荒い息をつきながら、篤志が慌あわてて秋成の口から自身を抜ぬき出そうとすると、秋成はゆっくりと口の中を満たしているものを飲み込んだ。


　ごくん、という舌の動きがダイレクトに篤志のものに伝わり、篤志は真っ赤になって、ますます秋成を引き剝がそうとする。


　しかし秋成は篤志の尻しりをつかむと、舌を使って、今達したばかりのそこを清めるように舐なめあげた。


「ごちそうさま」


　秋成は、瞳ひとみに溶とけるような甘さをにじませて、そこに軽くキスをすると、たちあがって篤志の頰ほおにくちづけた。そのまま篤志の頭に手を載のせる。


　頭を軽く押し下げられ、その意図に気づいた篤志が秋成を見上げると、指先で唇くちびるを撫なでられ、下唇を押し開かれた。


「…嫌いやか？」


　篤志は恥ずかしさで頭に血を上らせながらも、首を横に振って、秋成の前にひざまずく。


　自分の息が熱くなるのを感じながら、秋成のベルトを外して、下着とともに引きおろした。


　すると、充じゆう分ぶんに勃ちあがった秋成のものが、ぶるん、と飛び出し、細く糸を引く。


　予想に反して、すでにそこには白濁としたものが広がり、下着を濡らしていた。


　――秋成も…？


　思わず息を呑のんだ篤志は、くすくす笑いとともに顎をすくわれる。


「お前があんまりエロいから、つい漏もらしちゃったんだぜ？　責任とって、くれるよな？」


　そう囁ささやかれた篤志は、濡れた秋成のものを見ながら、ごくりと喉を鳴らした。


　涙のような透とう明めいな粒つぶを持つ秋成の先端が、とても愛いとしく、美お味いしそうに見える。


　あれを、口に入れたい。


　突つき上げるような欲望にかられて、篤志は秋成の先端にくちづける。


「ん…」


　秋成の漏らした微かすかな吐と息いきに煽られて、篤志はそれを口に含ふくむ。


「っ…！」


　苦い味と癖くせのある匂においが、口いっぱいに広がった。


　篤志が緊きん張ちようのため、こくんと喉を鳴らすと、口の中のそれは驚おどろくほど力強く膨れあがる。


　――秋成が、俺の口で興奮してる…。


　篤志は、ゆっくりと形を確かめるように舌を使って、ぬめりを舐めとる。


　秋成の大きな手が降りてきて、篤志の頰を指で撫でると、両手のひらで篤志の頭を包み込んだ。


　勇気づけられた篤志は、秋成にしてもらったことを思い出しながら口を使い始める。


　秋成の指先で、頰をなでられた。


「篤志…こっち、向け」


　指先で顎をなぞられ、篤志は口に含んだまま、上目遣いで秋成を見上げた。


　秋成のものがまた一段と膨らむ。


「ん…いい…エロくて、最高…」


　そう囁いて篤志を見下ろす秋成の表情も、紅潮していてひどくいやらしい。


　篤志は自身からも生ぬるいものを滴したたらせ、もじもじと腰こしを揺ゆらすと、再び口を使い始めた。


　秋成のものは舌を弾はじき返すほどに猛たけり、内腿には力が込こめられていく。


　秋成のものがますます大きくなって、舐めきれないほどに蜜みつを滴らせ始めると、秋成の両手のひらで、頰を包まれた。


「篤志…俺、お前の口の中に、出したい」


　その囁きに、篤志はますます夢中になって、激しく頭を前後させる。


　すると低いうめき声がして、篤志の動きに合わせ、秋成の腰が興奮したように動き始めた。


「う、ふ、う、うんっ」


　大きなものに口中を擦られ、思わず篤志が声を漏らすと、秋成のものが、ぐん、と一ひと際きわ大きくなって何かが激しく喉の奥を叩たたく。


「っ…！」


「ん、っ…！」


　思わずむせて、篤志が顔を離はなした瞬しゆん間かんに、秋成が精を噴ふき上げた。


　白濁した液体が、びしゃびしゃと篤志の顔を濡ぬらす。


「篤志…」


　秋成は、慌てたように篤志の顔を上へ向かせた。


　すると、篤志の頰はうっすらと桃もも色いろに上気していて、その瞳は、絶頂を迎むかえたときのようにとろりと潤うるんでいる。篤志のすっきりとした清潔感のある顔が、白い液体でひどく汚よごされたさまは、息を呑むほどいやらしくみえた。


　あまりのそのいやらしさに、秋成は陶とう然ぜんとした表情を浮うかべて、擦られすぎて充じゆう血けつしてしまった篤志の唇をゆっくりと撫であげた。


「これで、お前は、俺のものだ」


　その秋成の言葉を聞いて、篤志はそのまま蕩とろけたような微笑ほほえみをうかべる。


　そんな篤志をひきおこそうと、秋成の両手が離れると、篤志はそのまま崩くずれるように床ゆかに手をついた。


「あっ…！」


　前かがみの姿勢のまま、びくびくと尻を震ふるわせる。


　いやらしい匂いが、強く、濃のう厚こうになった。


「ごめん…床、汚しちゃった…」


　恥はずかしすぎて視線を合わせられず、うつむいたままで篤志がそうつぶやくと、秋成の指に顎あごをつかまれ、顔をあげさせられた。


　間近に迫せまった秋成の瞳は、熱に浮かされたように潤んでいる。


「ほんと、お前って、淫いん乱らんだな」


　思いがけない言葉に、篤志がびくりとからだを震わせると、嚙かみつくようにくちづけられる。


「すげえ、可愛かわいい。けど、他ほかの誰だれかもこんな篤志を見たことあるかと思うと、ほんと…」


　ぐちょぐちょに濡れるキスを繰くり返しながら、秋成はそこで言葉とくちづけをとぎらせた。


　不思議に思った篤志が目を開くと、秋成は、怒おこったような、泣き出しそうな瞳の色をたたえて篤志を見つめている。


　篤志はため息をついて、唾だ液えきにまみれた秋成の唇くちびるを指でぎゅうっとつまんでやった。


「俺がこんなになったのは、秋成が初めてだって！　他の誰かがいるのは、あんただろ!?　俺はそんなに、経験ねえよ！」


　篤志の言葉に、秋成は瞳の色を緩ゆるめて篤志の顔中にくちづけてくる。


「本当だな？……すごく、嬉うれしい。俺だって、生まれて初めてだよ。こんな、自分が、わけわかんねーくらいぐちゃぐちゃになって…気持ちいいの」


　秋成はくちづけを止めると、篤志の瞳をしっかりと覗のぞき込んだ。


「そう言えば、返事が、まだだよな？」


　篤志が瞳で問い返すと、再びくちづけられて、囁かれる。


「篤志…好きだ」


「うん…」


　篤志は、気持ちと一いつ緒しよに涙なみだがこぼれそうになって、慌あわててうつむいた。


　秋成は篤志の表情を追って、鼻先を篤志の頰に擦りつけてくる。


「篤志…お前もちゃんと、言葉で言えよ」


　そう甘えられて、痺しびれるような温かさが篤志の中に満ちていった。


　篤志はゆっくりと顔をあげて、秋成の唇にくちづける。


「秋成…俺、秋成のこと、すげえ、好き」


　その篤志の言葉は、埋うめ尽つくすような温かいくちづけで応こたえられた。


　篤志がそのくちづけを追いかけたことで、それらの温度は徐じよ々じよにあがっていき、やがてそれは熱い愛あい撫ぶとなった。


　そしてそのまま、激しく愛し合い始める。








　限界まで体力を使いきった篤志が再び目を開けた時、辺りには明るい日ひ射ざしと温かさが満ちていた。


「おはよ」


　その声に視線をあげると、秋成の優やさしい眼まな差ざしとぶつかる。


　秋成は片手で頭を支えるようにして上半身を起こし、満ち足りたような表情で篤志を見つめていた。


　篤志は日射しの眩まぶしさに顔をしかめながら、ごしごしと目を擦こする。


「…もしかして、ずっと、見てた？」


　秋成はくすくすと笑う。


「寝ね顔がお、可愛いな」


　篤志は、かっと顔に血を上らせて、ベッドヘッドに無残に押しつけられていた柔やわらかい枕まくらの一つを秋成に投げつけた。


　秋成は、ますます調子に乗って、篤志の上にのしかかる。


「だいじょうぶ、ゆうべの方が、全然、可愛かったって」


「!!」


　篤志は、秋成を振ふり払はらうように起き上がると、枕で秋成を叩いた。


　秋成はげらげら笑って、篤志の枕攻こう撃げきから身を守る。


　秋成の笑い声を聞いているうちに、篤志の中にも、温かい気持ちが湧わき起こってきた。


　その気持ちに身を任せ、篤志も笑い出しながら、枕と一緒に秋成の上に身を投げる。


　秋成はすかさず篤志をつかまえて、子供にしてやるように、顔中にキスを降らせた。


　篤志はしばらく、柔らかくて温かい唇を顔中に受けていたけれど、あまりに満たされすぎて急に不安を覚えた。


　脳のう裏りに、母親の顔が浮かんで、消える。


　秋成がくちづけを止やめて、篤志の頰ほおを両手のひらで挟はさんだ。


「どうした？」


　篤志は、ぎこちない笑え顔がおを作る。


「え？　別に？」


　すると秋成は苦く笑しようして、自分のからだの下に篤志を巻き込んだ。


　両りよう肘ひじでからだを支えながら、大きな手のひらで篤志の顎を優しくつかみ、もう片方の手で乱れた前まえ髪がみをかきあげてやる。


「ほら、言ってみろよ」


　篤志は視線を泳がせていたが、やがて、そっと口を開いた。


「怖こわいんだ」


　小さな声でそうつぶやく篤志の顔を、秋成はそっと覗き込む。


「何が、怖い？」


　篤志は、必死に秋成の顔を見つめる。


「秋成のこと、好きになりすぎちゃったら、どうしよう」


　秋成は吹ふき出したが、篤志は真しん剣けんに言い募つのった。


「だって、俺の母親は、オヤジに執しゆう着ちやくしすぎて、二人で、死んだんだ！」


　秋成はぴたりと笑いを止めると、しばらく真剣な眼差しで篤志の顔を見つめた。


　やがてふっと表情を緩めて、篤志にくちづける。


「俺は篤志のご両親のことは知らないから、お前がどういう気持ちでそういってるのか、よくわかっていないかもしれない。きちんとお前を知ってから、お前に届く言葉で言うべきことなのかもしれない。でもその時は、何度でも言葉を変えて、お前が信じるまで、言うよ。俺はお前が俺に執着したって、離はなれたりはしない。むしろ、お前に執着して欲ほしい」


「…え…？」


　驚おどろいた篤志の額に、秋成は、ごちん、と自分の額をぶつける。


「いてっ！」


「執着されたら嬉うれしいって言ったんだよ！　だって、それだけ俺のことを愛してくれるってことだろ!?　俺だって、お前のために、自分をコントロールできなくなったんだから！　お前だって、そのくらい、なれってことだよ！」


　秋成はぐりぐりとおでこを擦りつけた。


「いて、いて、痛い、って…！」


　篤志が笑いながら悲鳴をあげると、秋成はゆったりと篤志にくちづけた。小さな子供に言い聞かせるように言葉をつなぐ。


「俺は、篤志がどうなっても、篤志の傍そばにいる。約束するよ。だから、篤志も約束しろよ。不安になったら、なんでもきちんと話すんだぞ？　俺だって、そうするから。そうしたら、もう、怖くなんてないだろ？」


　篤志は目をみはって秋成の言葉を聞いていたが、最後には、微笑ほほえみながら頷うなずいてみせた。


　満たされたように、静かに瞳ひとみを閉じる。


　まぶたの上に、何度も柔らかくキスを落とされた。


「目、まだ少し、腫はれてるな…」


　秋成は、瞳を甘く染めながら、ゆっくりと目を開けた篤志に何度もくちづける。


「俺のために大泣きしてくれて、ありがとう。あれ、本当に、嬉しかった」


　秋成はますます瞳を溶とかしながら、煽あおるように囁ささやいて、篤志の上にからだを重ねる。


「でも、もう、絶対泣かせたりはしない。どんなことがあっても、俺がお前を守ってやるよ」


　――すごく、嬉しい…。だけど、それだけじゃ嫌だ。


　今、わかった。だから俺、今まで不安だったんだ。


　篤志はふとそのことに気づいて、かすかに微笑んだ。


「うん。でも俺、守ってもらうだけじゃ、嫌いやだ」


　篤志の言葉に、秋成は軽く目をみはった。


　篤志はゆっくりと言葉を選んでいく。


「俺、今、全然、自信ない。今のままじゃ、秋成の傍に誰かが立っただけで、不安になるよ」


「だから、それはもう」


　秋成の唇くちびるを軽く指で押さえ、言葉を止めて、篤志は続けた。


「秋成を信しん頼らいするとか、そういうのじゃないんだ。俺が、自分を、秋成にふさわしいと思えるようにならなくちゃ、だめなんだよ。守ってもらうだけじゃなくて、俺も秋成を守ってあげたいんだ」


　篤志はそう言うと、明るい表情で大きく笑った。


「だから俺、来年留学してくる」


「はあ？　留学!?」


「ゼミの教授に、来年、四年になったら、ＮＹの大学に留学しないかって誘さそわれてるんだよ。俺、マーケティングの勉強してくる」


「なんだよー、そしたら俺とはどうなるんだよー」


　瞳を強く輝かがやかせた篤志とは正反対に、秋成は子供のようにふてくされて篤志の隣となりに仰あお向むけになった。


　篤志は上半身を起こし、目を丸くしながら秋成を覗のぞき込む。


「だってまだ、一年ぐらい先の話だぜ？」


　秋成はますますふてくされて、篤志に背を向ける。


「篤志は俺と、一年以上も付き合う気がないってことだな？　うわー、俺、涙出そう」


「ち、がうって、そういうわけじゃ」


「いーや！　そう思ってなかったら、そんなこと、言うわけがない!!」


　こちらを見ようともせず、取りつく島もない秋成の子供っぽい態度に、篤志は軽く下唇を嚙かんだ。


　やがて思いきったように視線を上げると、ごろりと秋成のからだを仰向けにひっくり返す。


「うわっ」


　驚く秋成の顔の両りよう脇わきに腕うでをついて、篤志は無理矢理秋成と視線を合わせた。


「留学くらいでなんだよ！　ずっと傍にいてくれるんだろ!?」


　自分で視線を合わせたくせに照れ臭くささに耐たえられず、篤志は叫さけぶようにそう言うと真っ赤になった。


　秋成は、息をついた篤志の顔をじっと見つめていたが、やがて目を細めるようにして、にやっと笑う。


「そんな可愛かわいいこと言ったら、ますます行かせないぜ？」


　上半身を起こした秋成は、篤志の両腕を掬すくいあげるようにして抱きしめると、自分が上になって篤志にのしかかる。


「こうなったら、仕方ない。俺から離れられないようにするしかないな…」


　そんな呟つぶやきとともに股こ間かんを握にぎられ、篤志は焦あせって両腕をばたつかせた。


「うわっ、ちょっ…また!?　待てって、こら！」


　秋成は手て際ぎわ良く篤志の暴れる両腕をまとめて、耳もとに囁く。


「一年後には、泣いて一いつ緒しよに行ってくれって言うように、してやるよ」


　篤志は、秋成のその言葉に、じわりと心をにじませた。


　わかった、絶対、一緒にいような。


　そう囁き合いながら、二人はゆっくりと、くちづけを始める。




終わり　








狩しゆ猟りようは夜よるに、君きみだけを





真しん上じよう寺じしえ
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